
ＦＦＧ調査月報
M O N T H LY R E P O R T 2023.JAN

VOL.152

FFG
調
査
月
報
 2023年

1月
号
 VO
L.152

　
2022年

12月
28日

　
発
行
／
㈱
FFG

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
2丁
目
13番

1号
　
TEL 092（

723）2244　
制
作・印

刷
／
久
野
印
刷
㈱

1

株式会社 正興電機製作所　代表取締役社長　添田 英俊 氏
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「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。バックナンバー
の お 知 ら せ

今月の表紙

　長崎県央に位置する大村市で、長崎県と共同で運営する複合型施設

「ミライon図書館」です。収蔵能力は約202万冊と九州最大級の規模を

誇り、施設名には“現在と過去のことを多く知ることで、未来の自分の

ためのスイッチをONにできる場所”という思いが込められています。

　外観は湾曲した美しいデザインが特徴で、館内は1階から4階まで一部

吹き抜けとしています。天井はすべて県産の木材が使用されており、

個性と開放感にあふれた空間となっています。

ミライon図書館（長崎県大村市）
32 地域とつながるFFG連携プロジェクト

“地域経済活性化を目的としたコンソーシアム
「オープンラボ熊本」設立”

53 長崎だより
創業百年、これからの100年

52 釣り道
唐津の碧い追憶 飴色のマハゼ編

50 九州の星
公文杯小学生将棋名人戦 優勝
熊本県アマ棋王戦 優勝
嶋田 旬吾 君

48 GOLF MEGA STAR
高校生ゴルファー　林田 直也 氏

44 START UP Company
株式会社 P・マインド

41 FFG BMS
株式会社 横鹿

42 イベント参加のすゝ め
うきは市分散型アート展
「UKIHA DENKEN ART MONTH」
開催のご案内

36 地域と共生するFFG
コミュニティカフェプロジェクト
株式会社 福原材木店　常務取締役　福原 功夫 氏

28 地域と共生するFFG
大学生による球磨焼酎販促サークル“Torico”

コーラルインターナショナル 株式会社
代表取締役会長
山川 朝源 氏　•

代表取締役社長
大城 綾子 氏
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年

ふ
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お
か
フ
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ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、２
０
３
０
年
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
成
長
に
貢
献
す
る
ザ・ベ
ス
ト
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
バ
ン
ク
」を
掲
げ

「
地
域
社
会
の
課
題
解
決
」と「
Ｆ
Ｆ
Ｇ
の
企
業
価
値
向
上
」の
好
循
環
サ
イ
ク
ル
創
出
に
向
け
て

グ
ル
ー
プ
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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3 懐かしい情景を探して
人の心を見つめ続ける
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懐
か
し
い

情
景
を

探
し
て

Looking for a nostalgic scene

　 

ま 

が
い 

ぶ
つ

摩
崖
仏
は
日
本
各
地
に
点
在
す
る
が
、そ
の
半
数
以
上
は

大
分
県
に
集
ま
っ
て
い
る
。中
で
も
臼
杵
石
仏
群
は
平
安
後

期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
、１
９
６
３

年
に
保
存・修
復
の
整
備
事
業
が
始
ま
り
、１
９
９
５
年
に

60
余
体
の
石
仏
の
う
ち
59
体
が
、摩
崖
仏
と
し
て
は
初
の

国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

　
風
化
を
防
ぐ
た
め
建
屋
に
守
ら
れ
た
四
つ
の
石
仏
群
は
、

歩
道
で
結
ば
れ
た
静
か
な
森
の
仏
像
彫
刻
美
術
館
と
い
っ

た
趣
だ
。誰
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
か
不
明
だ
が
、岩
壁
に
刻

ま
れ
た
仏
様
の
眼
差
し
が
岩
屋
の
中
か
ら
こ
ち
ら
を
見
つ

め
て
い
て
、心
の
中
を
見
透
か
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
感

覚
に
包
ま
れ
る
。

　
見
学
が
終
わ
る
に
つ
れ
、仏
様
た
ち
の
表
情
に
懐
か
し
さ

が
込
み
上
げ
て
く
る
の
は
、幼
い
頃
の
記
憶
か
、あ
る
い
は

失
敗
の
歳
月
を
重
ね
て
き
た
せ
い
だ
ろ
う
か
。（

文・阿
井
川 

圭
）

▲右上から時計回りに①ホキ石仏第二群／②ホキ石仏第一群／③山王山石仏／④古園石仏

人
の
心
を

見
つ
め
続
け
る

▲ホキ石仏第二群へのアプローチ

◉臼杵石仏

住所：
大分県臼杵市
大字深田804-1
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創立100周年記念で整備された花時計と花壇、
大イチョウがシンボリックな本社前（左から添田社長、五島頭取）
創立100周年記念で整備された花時計と花壇、
大イチョウがシンボリックな本社前（左から添田社長、五島頭取）

株
式
会
社 

正
興
電
機
製
作
所

情
報
と
制
御
の
独
創
技
術
を
強
み
に
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
社
会
に
貢
献
。

せ
い
　こ
う
　で
ん
　

 

き
　

 

せ
い
　さ
く
　し
ょ

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

添
田 

英
俊 

氏

代
表
取
締
役
社
長

そ 

え
　
　だ
　
　
　 ひ 

で
　  と 

し

■会社概要
創業：1921年／設立：1930年／所在地：（本社）
福岡市博多区／資本金：26億721万7,518円／
従業員：1,013名（連結）、652名（単体）【2022年
9月末現在】／事業部門：電力、環境エネルギー、
情報、サービス、電子制御機器、オプトロニクス
など／事業所：（国内）本社、古賀事業所、東京
支社、営業所…国内16か所、子会社4社（海外
拠点）大連、北京、マレーシア、フィリピン

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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独創技術で
未来を創る!

　
ま
た
、当
社
で
は
２
０
１
６
年
に「
健
康
経
営
宣

言
」を
行
い
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、健
康
経
営
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
の
健
康

保
持
・増
進
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、大
学
や
病
院
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
健
康
関
連
デ
ー
タ
の
収
集・見
え
る
化
、生

活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
管
理
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス『

       

ヘ  

ル  

ス       

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ 

     

レ  

ジ  

ャ  

ー     

Ｌｅ
ｄｇ
ｅｒ
』を
開
発・

導
入
し
、社
員
の
健
康
管
理
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
、特
に
情
報（
Ｉ
Ｔ
）関
連
人
材
の
大

幅
な
増
員
を
図
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、非
常
に
優

秀
な
人
材
が
採
用
で
き
て
お
り
、文
系
出
身
者
で

あ
っ
て
も
情
報
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、新
入
社
員
に
対

し
、20
代
後
半
か
ら
30
代
の
先
輩
社
員
が
指
導
に
当

た
る「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、指
導
に
当
た
る
先
輩

社
員
は
、当
社
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
候
補

で
も
あ
り
ま
す
。新
入
社
員
の
教
育
を
通
し
て
、彼

ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
開
発
し
、ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

人
化
、自
動
化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
液
晶
）の
分
野
で
は
、電

源
の
オ
ン
と
オ
フ
で
、透
明
と
白
濁
を
瞬
時
に
切
り

替
え
る
調
光
フ
ィ
ル
ム『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ（
シ
ル
フ
）』の

開
発
・
製
品
化
に
も
成
功
し
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
、救
急
車
な
ど
の
車
両
市
場
へ
の
展
開
も

見
据
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム・小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）事

業
な
ど
も
展
開
。今
後
は
、こ
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、大

き
な
課
題
と
な
る
の
が
人
材
で
す
。４
年
ほ
ど
前
か

ら
採
用
や
教
育
の
制
度
を
大
き
く
見
直
し
、グ
ル
ー

プ
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て「
人
材
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、幅
広
い
創
造
性
と
活
力
あ
る
人
材
の
登
用
と
、
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添田社長

集
中
シ
ス
テ
ム
の
納
入
が
最
初
の
受
注
と
な
り
ま
し

た
。Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝

情
報
技
術
）は
、１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
日
立
製

作
所
戸
塚
工
場
に
研
修
社
員
21
名
を
派
遣
し
、ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
受
託
を

開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。Ｉｏ
Ｔ（Internet of 

T
hings

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、２
０
０
７

年
に
九
州
電
力
株
式
会
社
の
変
電
所
の
操
作
支
援

シ
ス
テ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、約
６
０
０
カ
所
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
カ
ル・イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
＝
人
工
知
能
）の
分
野
で
は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 
き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
、 

さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す

Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た 

製
品
開
発
・
サ
ー
ビ
ス
が
強
み 
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独創技術で
未来を創る!

　
ま
た
、当
社
で
は
２
０
１
６
年
に「
健
康
経
営
宣

言
」を
行
い
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、健
康
経
営
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
の
健
康

保
持
・増
進
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、大
学
や
病
院
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
健
康
関
連
デ
ー
タ
の
収
集・見
え
る
化
、生

活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
管
理
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス『

       

ヘ  

ル  

ス       

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ 

     

レ  

ジ  

ャ  

ー     

Ｌｅ
ｄｇ
ｅｒ
』を
開
発・

導
入
し
、社
員
の
健
康
管
理
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
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し
て
い
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ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
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人
材
の
育
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を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
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情
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Ｉ
Ｔ
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連
人
材
の
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優
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。
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を
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ら
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と
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化
に
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で
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市
場
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ま
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て
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で
の
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フ
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事
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の
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も
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に
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。
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は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 

き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

創
業
１
０
０
年
を
迎
え
、 

さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す

Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た 

製
品
開
発
・
サ
ー
ビ
ス
が
強
み 
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ま
た
、当
社
で
は
２
０
１
６
年
に「
健
康
経
営
宣

言
」を
行
い
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、健
康
経
営
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
の
健
康

保
持
・増
進
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、大
学
や
病
院
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
健
康
関
連
デ
ー
タ
の
収
集・見
え
る
化
、生

活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
管
理
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス『

       

ヘ  

ル  

ス       

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ 

     

レ  

ジ  

ャ  

ー     

Ｌｅ
ｄｇ
ｅｒ
』を
開
発・

導
入
し
、社
員
の
健
康
管
理
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
、特
に
情
報（
Ｉ
Ｔ
）関
連
人
材
の
大

幅
な
増
員
を
図
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、非
常
に
優

秀
な
人
材
が
採
用
で
き
て
お
り
、文
系
出
身
者
で

あ
っ
て
も
情
報
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、新
入
社
員
に
対

し
、20
代
後
半
か
ら
30
代
の
先
輩
社
員
が
指
導
に
当

た
る「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、指
導
に
当
た
る
先
輩

社
員
は
、当
社
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
候
補

で
も
あ
り
ま
す
。新
入
社
員
の
教
育
を
通
し
て
、彼

ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
開
発
し
、ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

人
化
、自
動
化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
液
晶
）の
分
野
で
は
、電

源
の
オ
ン
と
オ
フ
で
、透
明
と
白
濁
を
瞬
時
に
切
り

替
え
る
調
光
フ
ィ
ル
ム『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ（
シ
ル
フ
）』の

開
発
・
製
品
化
に
も
成
功
し
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
、救
急
車
な
ど
の
車
両
市
場
へ
の
展
開
も

見
据
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム・小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）事

業
な
ど
も
展
開
。今
後
は
、こ
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、大

き
な
課
題
と
な
る
の
が
人
材
で
す
。４
年
ほ
ど
前
か

ら
採
用
や
教
育
の
制
度
を
大
き
く
見
直
し
、グ
ル
ー

プ
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て「
人
材
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、幅
広
い
創
造
性
と
活
力
あ
る
人
材
の
登
用
と
、

女
性
、外
国
人
の
採
用
増

エ
ル
ダ
ー
制
度
で
人
材
教
育
が
充
実
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健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に
選
出

３
年
間
の
新
卒
離
職
が
ゼ
ロ
に

左端はネコ型配膳ロボットBellaBotと巡視点検ロボット SP02、前列左3人目から添田社長、五島頭取、藤善本店営業部長（福岡銀行）、谷川参与、河野部長

集
中
シ
ス
テ
ム
の
納
入
が
最
初
の
受
注
と
な
り
ま
し

た
。Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝

情
報
技
術
）は
、１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
日
立
製

作
所
戸
塚
工
場
に
研
修
社
員
21
名
を
派
遣
し
、ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
受
託
を

開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。Ｉｏ
Ｔ（Internet of 

T
hings

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、２
０
０
７

年
に
九
州
電
力
株
式
会
社
の
変
電
所
の
操
作
支
援

シ
ス
テ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、約
６
０
０
カ
所
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
カ
ル・イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
＝
人
工
知
能
）の
分
野
で
は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 

き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

インタビューを終えて
福岡銀行　取締役頭取　 五島 久

　当社は、事業の中心である発電所・変電所の配電制御システムの分野で、
長年電力の安定供給を支えてこられました。水道や高速道路などの公共分野、
産業分野といった環境エネルギー部門でも、高い安全性と信頼性を背景に
実績を積み重ねておられます。
　また、「人材戦略プロジェクト」や「健康経営プロジェクト」など、社員の育成
や働く環境の改善にも積極的に取り組まれ、新卒離職者ゼロという快挙を成し
遂げられました。こうした人材戦略が、国内外の幅広いネットワークと確かな
技術を有する当社を更なる高みへ導くものと考えます。
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ま
た
、当
社
で
は
２
０
１
６
年
に「
健
康
経
営
宣

言
」を
行
い
、「
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、健
康
経
営
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
の
健
康

保
持
・増
進
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、大
学
や
病
院
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
健
康
関
連
デ
ー
タ
の
収
集・見
え
る
化
、生

活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
管
理
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス『

       

ヘ  

ル  

ス       

Ｈｅａ
ｌ
ｔ
ｈ 

     

レ  

ジ  

ャ  

ー     

Ｌｅ
ｄｇ
ｅｒ
』を
開
発・

導
入
し
、社
員
の
健
康
管
理
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、２
０
２
２
年
に
は
経
済
産
業
省
が
認
定

す
る
健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、こ
の
３
年
間
の
新
卒
採
用
者（
60
名
）の
離

職
者
数
が
ゼ
ロ
と
い
う
快
挙
を
得
ま
し
た
。

　
中
期
経
営
計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、人
材
育
成
は
最
も
重
要
で

す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を
行
い
、「
Ｏｎｅ 

正
興
」の
旗
の
下
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
発

揮
で
き
る
強
い
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
も
の

で
す
。

　
人
材
採
用
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
国
公
立
大
学
の
学
生
の
採
用
を
重
視
し
、ま

た
女
性
社
員
比
率
を
30
％
、外
国
人
社
員
の
比
率

10
％
を
目
標
に
、特
に
情
報（
Ｉ
Ｔ
）関
連
人
材
の
大

幅
な
増
員
を
図
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、非
常
に
優

秀
な
人
材
が
採
用
で
き
て
お
り
、文
系
出
身
者
で

あ
っ
て
も
情
報
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、新
入
社
員
に
対

し
、20
代
後
半
か
ら
30
代
の
先
輩
社
員
が
指
導
に
当

た
る「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
、良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、指
導
に
当
た
る
先
輩

社
員
は
、当
社
に
お
け
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
候
補

で
も
あ
り
ま
す
。新
入
社
員
の
教
育
を
通
し
て
、彼

ら
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
養
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
開
発
し
、ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

人
化
、自
動
化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
プ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
液
晶
）の
分
野
で
は
、電

源
の
オ
ン
と
オ
フ
で
、透
明
と
白
濁
を
瞬
時
に
切
り

替
え
る
調
光
フ
ィ
ル
ム『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ（
シ
ル
フ
）』の

開
発
・
製
品
化
に
も
成
功
し
、オ
フ
ィ
ス
や
ホ
テ
ル
だ

け
で
な
く
、救
急
車
な
ど
の
車
両
市
場
へ
の
展
開
も

見
据
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
蓄
電
シ
ス
テ
ム・小
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）事

業
な
ど
も
展
開
。今
後
は
、こ
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
て
、海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、大

き
な
課
題
と
な
る
の
が
人
材
で
す
。４
年
ほ
ど
前
か

ら
採
用
や
教
育
の
制
度
を
大
き
く
見
直
し
、グ
ル
ー

プ
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て「
人
材
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、幅
広
い
創
造
性
と
活
力
あ
る
人
材
の
登
用
と
、

女
性
、外
国
人
の
採
用
増

エ
ル
ダ
ー
制
度
で
人
材
教
育
が
充
実
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健
康
経
営
推
進
企
業「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」に
選
出

３
年
間
の
新
卒
離
職
が
ゼ
ロ
に

左端はネコ型配膳ロボットBellaBotと巡視点検ロボット SP02、前列左3人目から添田社長、五島頭取、藤善本店営業部長（福岡銀行）、谷川参与、河野部長

集
中
シ
ス
テ
ム
の
納
入
が
最
初
の
受
注
と
な
り
ま
し

た
。Ｉ
Ｔ（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＝

情
報
技
術
）は
、１
９
８
５
年
に
株
式
会
社
日
立
製

作
所
戸
塚
工
場
に
研
修
社
員
21
名
を
派
遣
し
、ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
受
託
を

開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。Ｉｏ
Ｔ（Internet of 

T
hings

＝
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）は
、２
０
０
７

年
に
九
州
電
力
株
式
会
社
の
変
電
所
の
操
作
支
援

シ
ス
テ
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、約
６
０
０
カ
所
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
カ
ル・イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
＝
人
工
知
能
）の
分
野
で
は
、２
０
２
０

年
か
ら
世
界
最
速
・
最
小
最
軽
量
の
ス
マ
ー
ト
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
製
品
化
を
手
掛
け
る
、福
岡

市
に
本
社
を
置
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Ｈ
Ｍ
Ｓ
株
式
会

社
に
出
資
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、主
力
で
あ
る「
電
力
シ
ス
テ
ム
」の
分
野
で

は
電
力
の
安
定
供
給
を
支
え
る
系
統
監
視
制
御
シ

ス
テ
ム
、発
電
所
や
変
電
所
向
け
の
装
置
、遠
隔
設

備
監
視
・
操
作
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
製
品
化
、

「
環
境・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
分
野
で
は
浄
水

場
の
水
処
理
監
視
制
御
設
備
、高
速
道
路
内
の
照

明
、換
気
設
備
に
お
け
る
受
変
電
設
備
な
ど
公
共
性

の
高
い
設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
。こ
の
計
画
で
は
、売
上
高
や
営
業
利
益
な
ど
、

か
な
り
高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、目

標
を
高
く
持
つ
こ
と
で
社
員
に
積
極
性
が
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の
た
め
の
方
針
と
し
て
、当

社
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
社
会
課
題
解

決「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」、

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
す
る「
Ｏ
ｎ
ｅ 

正
興
」の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
３
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
よ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
」の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、Ｏ
Ｔ・Ｉ
Ｔ・
プ
ロ
ダ

ク
ト・Ａ
Ｉ
技
術
を
強
み
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、組
織
内

外
と
の
協
働
に
よ
り
、新
た
な
技
術
事
業
の
創
出
を

加
速
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、九
州
電
力
の
壱
岐
変
電
所
に

て
、株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、西
日
本
技
術
開
発
株

式
会
社
と
と
も
に
、「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
巡

視
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
実
験
」に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
で
は
、他
に
も
警
備
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳

　
電
力・環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、情
報
と

制
御
の
独
創
技
術
で
新
製
品・新
事
業
の
創
出
に
取

り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
く
安
全
で
快
適
な
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
に
貢
献
す
る
当
社
の
創
業
は
、１
９
２
１

年
。創
業
者・
つ
ち 

や 

な
お 

き 

土
屋
直
幹
が
電
機
製
品
販
売
代
理
事

業
を
営
む『
正
興
商
会
』を
現
在
の
博
多
駅
前
の
地
で

立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
３
０
年
に
は「
株

式
会
社
正
興
商
会
」を
設
立
し
、１
９
３
５
年
に
現
在

の
博
多
区
東
光
に
本
社
を
移
転
。そ
し
て
１
９
６
０

年
に
現
在
の
社
名
で
あ
る「
株
式
会
社
正
興
電
機
製

作
所
」と
な
り
ま
し
た
。「
最
良
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
以
て
社
会
に
貢
献
す
」を
社
是
に
、堅
実
な
経
営

と
人
材
育
成
を
基
礎
と
し
て
、時
代
を
拓
く
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
社
の
事
業
は
、電
機
製
品
販
売
代
理
か
ら
始
ま

り
、１
９
２
８
年
か
ら
は
電
機
製
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト（
製

品
製
造
）を
開
始
、配
電
盤・開
閉
器
製
作
等
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｔ（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル・テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
＝
制
御・運
用
技
術
）の
導
入
は
か
な
り
早
く
、

１
９
７
３
年
に
九
州
電
力
嘉
穂
制
御
所
に
変
電
所

「
情
報
シ
ス
テ
ム
」分
野
で
は
、自
社
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。港

湾
関
連
事
業
者
向
け
業
務
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、健

康
管
理
やｅ
コ
マ
ー
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
確
か
な
実

績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
一
昨
年
の
２
０
２
１
年
に
、当
社

は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
期
経
営

計
画「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｉ
Ｃ
２
０
２
６
」を
作
成
し
ま

インタビューを終えて
福岡銀行　取締役頭取　 五島 久

　当社は、事業の中心である発電所・変電所の配電制御システムの分野で、
長年電力の安定供給を支えてこられました。水道や高速道路などの公共分野、
産業分野といった環境エネルギー部門でも、高い安全性と信頼性を背景に
実績を積み重ねておられます。
　また、「人材戦略プロジェクト」や「健康経営プロジェクト」など、社員の育成
や働く環境の改善にも積極的に取り組まれ、新卒離職者ゼロという快挙を成し
遂げられました。こうした人材戦略が、国内外の幅広いネットワークと確かな
技術を有する当社を更なる高みへ導くものと考えます。
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工場前（左から大城社長、山川会長、野村頭取）工場前（左から大城社長、山川会長、野村頭取）

希
少
性
と
有
用
性
の
高
い
化
石
サ
ン
ゴ
。

エコロ
ジ
カ
ル
な
天
然
素
材
で

多
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

株
式
会
社

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

健
軍
支
店

大
城 

綾
子 

氏

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
会
長

山
川 

朝
源 

氏

お 

お
　  し 

ろ
　
　  あ 

や
　
　こ

や 

ま
　  か 

わ
　
　  ち
ょ
う
　 げ 

ん

■会社概要
会社ホームページは
こちらからどうぞ！創業：1973年／設立：1977年／所在地：熊本県

上益城郡甲佐町（九州支社）、沖縄県八重山郡
与那国町（本社）／資本金：4,500万円／従業員：
29名／事業内容：総合ミネラル化石サンゴ関連
商品（食品・ろ過材・飼料・肥料・壁材）の製造
および採掘事業／事業拠点：本社、本店（沖縄県
石垣市）、那覇支社、九州支社、東京営業所
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こちらからどうぞ！創業：1973年／設立：1977年／所在地：熊本県

上益城郡甲佐町（九州支社）、沖縄県八重山郡
与那国町（本社）／資本金：4,500万円／従業員：
29名／事業内容：総合ミネラル化石サンゴ関連
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私・大
城
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐

町
に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。熊
本
県
庁
で
熊
本
県

企
業
立
地
課
と
甲
佐
町
役
場
、コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
に
て
、熊
本
工
場
の
新
設
に
伴
う

調
印
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
も
お
こ
な
う
熊
本
工
場
で
は
、無
菌
作

業
室
も
完
備
し
て
お
り
、食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
認
証

の「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」、原
料
の
受
け
入
れ
か

ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い

て
適
正
な
製
造
管
理
と
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る

「
原
材
料
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」、衛
生
管
理
の
国
際
的
な
手
法
と

し
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」を
取
得
し

て
、お
客
様
に
安
全
な
商
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

品
質
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

山川会長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

稲
の
生
育
ぶ
り
が
教
え
て
く
れ
た

与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
の
可
能
性

化
石
サ
ン
ゴ
の
成
分
研
究
で

良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

海
運
お
よ
び
陸
運
事
業
を
経
て

鉱
業
権
を
取
得

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

良質なミネラルを含んだ
与那国島産の
化石サンゴ商品を
提供します!

1.対談風景／2.3.無菌作業室を見学／4.不純物を
取り除いた化石サンゴの充填作業／5.海外へ輸出
する商品を保管する倉庫／6.7.倉庫内には大量の
化石サンゴが保管されている／8.与那国島産の
化石サンゴ／9.化石サンゴを使用した商品はホー
ムページで購入可能／10.「FSSC22000」、
「ISO22000」の登録証／11.企業メッセージ
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　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

山川会長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

稲
の
生
育
ぶ
り
が
教
え
て
く
れ
た

与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
の
可
能
性

化
石
サ
ン
ゴ
の
成
分
研
究
で

良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

海
運
お
よ
び
陸
運
事
業
を
経
て

鉱
業
権
を
取
得

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

良質なミネラルを含んだ
与那国島産の
化石サンゴ商品を
提供します!

1.対談風景／2.3.無菌作業室を見学／4.不純物を
取り除いた化石サンゴの充填作業／5.海外へ輸出
する商品を保管する倉庫／6.7.倉庫内には大量の
化石サンゴが保管されている／8.与那国島産の
化石サンゴ／9.化石サンゴを使用した商品はホー
ムページで購入可能／10.「FSSC22000」、
「ISO22000」の登録証／11.企業メッセージ
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私・大
城
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐

町
に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。熊
本
県
庁
で
熊
本
県

企
業
立
地
課
と
甲
佐
町
役
場
、コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
に
て
、熊
本
工
場
の
新
設
に
伴
う

調
印
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
も
お
こ
な
う
熊
本
工
場
で
は
、無
菌
作

業
室
も
完
備
し
て
お
り
、食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
認
証

の「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」、原
料
の
受
け
入
れ
か

ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い

て
適
正
な
製
造
管
理
と
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る

「
原
材
料
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」、衛
生
管
理
の
国
際
的
な
手
法
と

し
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」を
取
得
し

て
、お
客
様
に
安
全
な
商
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

品
質
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
と

地
域
貢
献
に
向
け
て

工
場
を
熊
本
の
地
へ

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

ア
メ
リ
カ
の
研
究
結
果
か
ら

海
外
へ
の
需
要
が
拡
大

前列左3人目から大城社長、山川会長、野村頭取、髙野支店長、坂口副支店長（熊本銀行）

大城社長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

　海運および陸運業の経験をもとに鉱山開発に進出された結果、多分野で
有用とされる成分をもつ与那国島の化石サンゴの研究に長年にわたって取り
組まれ、世に必要とされる商品を開発してこられました。
　また、原材料を産出する与那国島、商品の製造拠点である熊本県上益城
郡甲佐地区の地域活性化にも継続的に寄与されています。SDGsの観点
からも、添加物や化合物のない天然素材のプロダクツを市場に供給する独自
の事業に、引き続き注力されることを心から願っております。

インタビューを終えて
熊本銀行　取締役頭取　野村 俊巳
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私・大
城
の
出
身
地
で
あ
る
熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐

町
に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。熊
本
県
庁
で
熊
本
県

企
業
立
地
課
と
甲
佐
町
役
場
、コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
者
に
て
、熊
本
工
場
の
新
設
に
伴
う

調
印
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
品
製
造
も
お
こ
な
う
熊
本
工
場
で
は
、無
菌
作

業
室
も
完
備
し
て
お
り
、食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
認
証

の「
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
」、原
料
の
受
け
入
れ
か

ら
最
終
製
品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
の
全
工
程
に
お
い

て
適
正
な
製
造
管
理
と
品
質
管
理
が
求
め
ら
れ
る

「
原
材
料
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」、衛
生
管
理
の
国
際
的
な
手
法
と

し
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」を
取
得
し

て
、お
客
様
に
安
全
な
商
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

品
質
管
理
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　「
天
の
利
、地
の
利
、人
の
利
に
。熟
成
を
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
、結
果
が
出
て
く
る
。」と
の

言
葉
を
信
じ
て
、与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
可

能
性
を
追
い
続
け
た
結
果
、世
界
に
通
用
す
る
商
材

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
水

質
改
善
な
ど
、当
社
へ
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
お
応
え

し
な
が
ら
、広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
活
動
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

恩
返
し
に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。

　
与
那
国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
、ロ
シ

ア
、リ
ト
ア
ニ
ア
に
自
社
商
品
を
輸
出
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
他
数
ヵ

国
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
の
原
料
等
を
輸
出
し

て
お
り
、世
界
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
与
那

国
島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
販
路
拡
大
の
た
め
、現
社
長
の

か
か
わ
る
サ
ン
ゴ
を
見
て
良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
研
究
所（W

orld Life R
esearch 

Institute

）の
所
長
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ス・Ｗ・ハ
ル
ス

テ
ッ
ド
医
学
博
士
の
著
書
で
与
那
国
島
産
の
化
石
サ

ン
ゴ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

海
外
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
海
外
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
２
０
０
６
年
に

「
コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
」へ
と

社
名
を
変
更
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
向
け
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、酪
農
学
園
大
学
の 

こ 

い
わ
ま
さ
て
る

小
岩
政
照
教
授
の
協
力

で
、２
０
０
９
年
４
月
に
は
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
、カ
ビ
毒

吸
着
に
よ
る
特
許
を
取
得
。２
０
１
０
年
10
月
に
は

乳
熱
予
防
の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
与
那
国
島
特
有
の
化

石
サ
ン
ゴ
を
差
別
化
す
る
た
め
に
名
称
を「
与
那
国

島
原
産
化
石
サ
ン
ゴ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

与
那
国
島
の
資
源
の
価
値
を
高
め
、与
那
国
島
へ
の

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
と

地
域
貢
献
に
向
け
て

工
場
を
熊
本
の
地
へ

コーラルインターナショナル 株式会社Top  I nt e r v ie w

ア
メ
リ
カ
の
研
究
結
果
か
ら

海
外
へ
の
需
要
が
拡
大

前列左3人目から大城社長、山川会長、野村頭取、髙野支店長、坂口副支店長（熊本銀行）

大城社長

を
お
こ
な
い
、１
９
７
７
年
に
有
限
会
社
山
川
商
会

を
新
た
に
設
立
。さ
ら
に
、事
業
展
開
の
関
係
で
乗
り

込
ん
だ
与
那
国
島
が
、事
業
経
営
の
大
き
な
転
機
と

な
り
ま
し
た
。

　
与
那
国
島
で
は
、ま
ず
鉱
山
を
確
保
し
て
鉱
業
権

を
所
有
す
る
た
め
に
、地
元
の
有
志
へ
の
交
渉
を
始

め
ま
し
た
。「
単
な
る
金
儲
け
で
与
那
国
島
へ
入
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、島
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
熱
意
を
も
っ
て
率
直
な
気
持
ち
を
伝
え
続
け

た
結
果
、よ
う
や
く
与
那
国
島
で
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、い
ざ
採
掘
を
始
め
る
と
、石
垣
島
の
石

灰
岩
に
く
ら
べ
て
比
重
が
小
さ
く
、圧
縮
強
度
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。見
た
目
も
石
灰
岩
と
い

う
よ
り
、サ
ン
ゴ
の
化
石
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。

こ
れ
で
は
建
設
資
材
と
し
て
は
使
え
な
い
、ま
っ
た
く

予
想
外
の
展
開
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、雨
の
中
を
歩
い
て
い
た
時
、あ
る
光
景

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。降
っ
た
雨
が
道
路

に
し
み
こ
み
、基
礎
材
に
使
用
し
た
サ
ン
ゴ
が
溶
け
、

を
始
め
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、ケ
イ
素
、鉄
、リ
ン
、ナ
ト
リ

ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
、マ
ン
ガ
ン
、亜
鉛
、銅
等
70
余
種
類

も
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。１
９
８
９
年
に
与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
に
出

会
い
、商
品
開
発
を
始
め
て
か
ら
12
年
の
歳
月
が
経

過
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
様
々
な
検
査
の
結
果
、植
物
育
成
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
と
同
時
に
多
孔
質
に
よ
る
保
水

力
、保
肥
力
、通
気
性
で
循
環
型
の
有
機
的
な
土
壌

に
転
換
す
る
性
質
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
判
明
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、重
金
属
イ
オ
ン
等
有
害
物
質
吸
着
や
土

壌
pH
を
矯
正
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
わ
か
り
、

特
有
の
性
質
を
活
か
し
て
水
質
改
善
ろ
過
材
、家
畜

飼
料
、肥
料
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト・シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

対
策
用
の
壁
材
と
し
て
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
学
的
に
手
を
加
え
な
い
天
然
成
分
１
０
０
%
と
い

う
特
色
か
ら
、健
康
食
品
、化
粧
品
に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
頃
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沿
岸
の
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
グ
レ
ー
ト
バ

リ
ア
リ
ー
フ
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。サ
ン
ゴ
礁
を
中
心
に
多
く
の
生
命
が
誕
生
、命
の

営
み
の
リ
レ
ー
が
育
ま
れ
て
お
り
、生
態
系
に
深
く

　
日
本
最
西
端
の
島・与
那
国
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
を
使

用
し
た
商
材
を
取
り
扱
う
当
社
の
創
業
は
１
９
７
３

年
。良
質
な
ミ
ネ
ラ
ル
70
余
種
類
を
含
む
化
石
サ
ン

ゴ
を
原
料
に
し
た
健
康
食
品
、水
質
改
善
用
ろ
過
材
、

家
畜
飼
料
、肥
料
を
国
内
外
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
で
現
会
長
の
私
は
、高
校
を
卒
業
後
、沖

縄
県
公
務
員
資
格
を
取
得
し
て
多
良
間
島
村
役
場

で
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
石
垣
島
に
移
住
、地
元

の
海
運
会
社
に
10
年
勤
め
、仕
事
で
得
た
経
験
と
人

脈
を
も
と
に
独
立
し
、一
般
貨
物
運
送
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
運
送
会
社
で
は
コ
ン
テ
ナ
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、公
共
以
外
の
荷
物
に
は
保
険
が
か
け
ら
れ

な
い
の
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、天
災
に
よ
る
水
濡

れ
、破
損
が
発
生
す
る
と
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
事

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、生
鮮
品
の
よ
う
に
腐
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
へ
の
転
換
を
考

え
、友
人
に
運
送
会
社
を
譲
り
、建
設
資
材
と
な
る

石
灰
岩
の
鉱
山
採
掘
事
業
へ
の
参
入
を
決
め
ま
し

た
。資
格
を
取
得
し
て
鉱
業
権
を
得
る
た
め
の
申
請

田
ん
ぼ
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
も
そ
の
付
近
の
稲

の
生
育
が
い
い
、サ
ン
ゴ
の
中
の
何
か
が
、稲
の
発
育

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。建
設
資
材
と

し
て
使
用
で
き
な
く
と
も
、与
那
国
島
の
サ
ン
ゴ
特

有
の
活
用
法
が
あ
る
は
ず
。そ
こ
か
ら
、琉
球
大
学
、

北
里
大
学
、大
阪
大
学
、京
都
大
学
、酪
農
学
園
大

学
、日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、サ

ン
ゴ
の
研
究
に
長
年
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

　海運および陸運業の経験をもとに鉱山開発に進出された結果、多分野で
有用とされる成分をもつ与那国島の化石サンゴの研究に長年にわたって取り
組まれ、世に必要とされる商品を開発してこられました。
　また、原材料を産出する与那国島、商品の製造拠点である熊本県上益城
郡甲佐地区の地域活性化にも継続的に寄与されています。SDGsの観点
からも、添加物や化合物のない天然素材のプロダクツを市場に供給する独自
の事業に、引き続き注力されることを心から願っております。

インタビューを終えて
熊本銀行　取締役頭取　野村 俊巳
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本社前（左から出口社長、山川頭取）本社前（左から出口社長、山川頭取）

出
口
工
業 

株
式
会
社

技
術
力
と
発
想
力
と
設
備
力
で
、

夢
を
か
た
ち
に
、真
心
を
か
た
ち
に
。

で
　

 

ぐ
ち
　こ
う  

ぎ
ょ
う

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

長
与
支
店

出
口 

雄
一
郎 

氏

代
表
取
締
役

で
　
　ぐ 

ち
　
　  ゆ 

う
　い 

ち
　ろ 

う

■会社概要
創業：2001年／設立：2007年／所在地：長崎県
西彼杵郡時津町／資本金：800万円／従業員：
40名（2022年10月末現在、関連会社含む）／
事業内容：精密機械加工、特殊製缶、各種溶接、
非鉄金属加工、配管製作、板金加工、塗装、プラ
ント工事一式、電気工事、各種装置、制御盤製作、
設計開発、産業廃棄物収集運搬、古物商／
事業所：本社、左底工場、日並工場

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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会
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技
術
力
と
発
想
力
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設
備
力
で
、

夢
を
か
た
ち
に
、真
心
を
か
た
ち
に
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で
　

 

ぐ
ち
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ぎ
ょ
う
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引
店
／
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八
親
和
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与
支
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創業：2001年／設立：2007年／所在地：長崎県
西彼杵郡時津町／資本金：800万円／従業員：
40名（2022年10月末現在、関連会社含む）／
事業内容：精密機械加工、特殊製缶、各種溶接、
非鉄金属加工、配管製作、板金加工、塗装、プラ
ント工事一式、電気工事、各種装置、制御盤製作、
設計開発、産業廃棄物収集運搬、古物商／
事業所：本社、左底工場、日並工場

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
り
切
断
し
た
り
し
て
い
た
の
が
、

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
加
工
の
自
動
化
が
進
み
、さ
ら
に

は
ア
ル
ミ
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
の
加
工
で
も

高
度
な
技
術
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、将
来
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、

社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
で
す
。業
務
支
援
ソ
フ
ト
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
果
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
訓
に
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、〝
信
頼
さ
れ

る
人
づ
く
り
〞こ
そ
、信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
、信

頼
さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、当
社
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
複
数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
、仕
事
や

職
場
環
境
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
に
若
い
世

代
が
離
れ
て
い
く
状
況
が
世
間
一
般
で
続
い
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。私
が
考
え
る
人
材
育
成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
が
日
々
業
務
日
誌
を
書
き
、そ
の
内
容

に
対
し
て
上
長
は
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
欠
か

　
２
０
０
７
年
に
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
を
果
た

し
、出
口
工
業
株
式
会
社
を
設
立
。当
時
特
定
労
働

者
派
遣
の
認
可
を
取
得
し
て
派
遣
業
も
開
始
し
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
も
工
場
を
拡
大
し
つ
つ
、設
計・

施
工
業
務
や
塗
装
業
務
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、日
並
工
場
を
開
設

し
て
、さ
ら
な
る
製
造
能
力
の
増
強
と
営
業
・
生
産

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
中
で
大
き
な
転

換
点
と
い
え
る
の
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
精

密
機
械
の
設
計
か
ら
加
工
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
社
は
精
密
機
械
の

設
計
か
ら
製
造
、施
工
・
据
付
ま
で
社
内
で
一
元
管

理
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
ら
れ
る
の
が
強
み
で
す

が
、そ
れ
は
つ
ま
り
、設
計
、製
缶
・
板
金
、配
管
、精

密
機
械
加
工
、組
立
、塗
装
の
各
技
術
を
た
だ
有
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
高
い
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、個
々
の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

設
計
か
ら
施
工
ま
で

各
工
程
を
網
羅
す
る
強
み

溶
接
技
術
の
提
供
か
ら
ス
タ
ー
ト

精
密
機
械
加
工
へ
と
業
容
を
拡
大

出口工業 株式会社Top  I nt e r v ie w

出口社長

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て

課
題
解
決
に
貢
献
す
る

社会に必要とされる
製品の開発と製造に
力を注ぎます!

1.対談風景／2.左底工場（精密機械加工、プラント
等）を見学／3.最新鋭の3次元測定機／4.3D-
CADを見学／5.日並工場（製缶、配管、溶接組立、
制御盤等）を見学／6.手作業が必要なレーザー
溶接では強力なレーザー光線が放出されるため
黄色フィルムで窓を覆ったうえで専用ゴーグルを
着けて溶接する／7.日並工場の皆さんと一緒に／
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5

6

3

4

1

2

78



拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
り
切
断
し
た
り
し
て
い
た
の
が
、

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
加
工
の
自
動
化
が
進
み
、さ
ら
に

は
ア
ル
ミ
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
の
加
工
で
も

高
度
な
技
術
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、将
来
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、

社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
で
す
。業
務
支
援
ソ
フ
ト
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
果
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
訓
に
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、〝
信
頼
さ
れ

る
人
づ
く
り
〞こ
そ
、信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
、信

頼
さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、当
社
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
複
数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
、仕
事
や

職
場
環
境
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
に
若
い
世

代
が
離
れ
て
い
く
状
況
が
世
間
一
般
で
続
い
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。私
が
考
え
る
人
材
育
成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
が
日
々
業
務
日
誌
を
書
き
、そ
の
内
容

に
対
し
て
上
長
は
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
欠
か

　
２
０
０
７
年
に
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
を
果
た

し
、出
口
工
業
株
式
会
社
を
設
立
。当
時
特
定
労
働

者
派
遣
の
認
可
を
取
得
し
て
派
遣
業
も
開
始
し
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
も
工
場
を
拡
大
し
つ
つ
、設
計・

施
工
業
務
や
塗
装
業
務
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、日
並
工
場
を
開
設

し
て
、さ
ら
な
る
製
造
能
力
の
増
強
と
営
業
・
生
産

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
中
で
大
き
な
転

換
点
と
い
え
る
の
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
精

密
機
械
の
設
計
か
ら
加
工
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
社
は
精
密
機
械
の

設
計
か
ら
製
造
、施
工
・
据
付
ま
で
社
内
で
一
元
管

理
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
ら
れ
る
の
が
強
み
で
す

が
、そ
れ
は
つ
ま
り
、設
計
、製
缶
・
板
金
、配
管
、精

密
機
械
加
工
、組
立
、塗
装
の
各
技
術
を
た
だ
有
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
高
い
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、個
々
の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

設
計
か
ら
施
工
ま
で

各
工
程
を
網
羅
す
る
強
み

溶
接
技
術
の
提
供
か
ら
ス
タ
ー
ト

精
密
機
械
加
工
へ
と
業
容
を
拡
大

出口工業 株式会社Top  I nt e r v ie w

出口社長

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て

課
題
解
決
に
貢
献
す
る

社会に必要とされる
製品の開発と製造に
力を注ぎます!

1.対談風景／2.左底工場（精密機械加工、プラント
等）を見学／3.最新鋭の3次元測定機／4.3D-
CADを見学／5.日並工場（製缶、配管、溶接組立、
制御盤等）を見学／6.手作業が必要なレーザー
溶接では強力なレーザー光線が放出されるため
黄色フィルムで窓を覆ったうえで専用ゴーグルを
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拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
り
切
断
し
た
り
し
て
い
た
の
が
、

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
加
工
の
自
動
化
が
進
み
、さ
ら
に

は
ア
ル
ミ
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
非
鉄
金
属
の
加
工
で
も

高
度
な
技
術
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、将
来
に
向
け
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、

社
内
の
Ｄ
Ｘ
化
で
す
。業
務
支
援
ソ
フ
ト
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
果
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
社
訓
に
も
謳
っ
て
い
ま
す
が
、〝
信
頼
さ
れ

る
人
づ
く
り
〞こ
そ
、信
頼
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
、信

頼
さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
４
月
、当
社
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
複
数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
、仕
事
や

職
場
環
境
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
ら
れ
ず
に
若
い
世

代
が
離
れ
て
い
く
状
況
が
世
間
一
般
で
続
い
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。私
が
考
え
る
人
材
育
成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
が
日
々
業
務
日
誌
を
書
き
、そ
の
内
容

に
対
し
て
上
長
は
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
欠
か

躍
進
の
20
年
を
経
て

さ
ら
な
る
挑
戦
を
誓
う

出口工業 株式会社Top  I nt e r v ie w

インタビューを終えて
信
頼
さ
れ
る
会
社
に
す
る
第
一
歩
は

信
頼
さ
れ
る
人
づ
く
り

左底工場にて。最前列左2人目から出口
せい こ 
清子常務、出口雄一郎社長、山川頭取、今泉支店長（十八親和銀行）

　
２
０
０
７
年
に
個
人
経
営
か
ら
法
人
化
を
果
た

し
、出
口
工
業
株
式
会
社
を
設
立
。当
時
特
定
労
働

者
派
遣
の
認
可
を
取
得
し
て
派
遣
業
も
開
始
し
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
も
工
場
を
拡
大
し
つ
つ
、設
計・

施
工
業
務
や
塗
装
業
務
ま
で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
２
０
１
０
年
に
は
、日
並
工
場
を
開
設

し
て
、さ
ら
な
る
製
造
能
力
の
増
強
と
営
業
・
生
産

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
中
で
大
き
な
転

換
点
と
い
え
る
の
は
、３
Ｄ‐Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
精

密
機
械
の
設
計
か
ら
加
工
ま
で
事
業
の
幅
を
広
げ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
社
は
精
密
機
械
の

設
計
か
ら
製
造
、施
工
・
据
付
ま
で
社
内
で
一
元
管

理
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
ら
れ
る
の
が
強
み
で
す

が
、そ
れ
は
つ
ま
り
、設
計
、製
缶
・
板
金
、配
管
、精

密
機
械
加
工
、組
立
、塗
装
の
各
技
術
を
た
だ
有
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
高
い
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、個
々
の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

十八親和銀行　取締役頭取　山川 信彦

　ここ長崎の地で溶接技術を提供する個人事業から出発されたのち、委託
企業からの信頼と実績を積み重ね、この20年で事業の内容はより小型化・精密
化されましたが、業績を大きく伸ばされました。金属製品や精密機械の設計から
製造、施工まで社内一貫体制を整えられ、その強みを活かして、地元企業はもと
より幅広い分野の製造業に対して、精度の高い製品を供給されています。
　創業20年を迎え、最新鋭の設備を導入して生産体制のさらなる拡充および
作業環境改善にも取り組まれています。これからもお客様からの信頼に応える
パートナーとして、さらに発展されることを祈念いたします。
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拡
げ
て
こ
ら
れ
た
歓
び
を
社
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。精
密
機
械
技
術
の
精
度
向
上
に
よ
っ
て
当
社
の

事
業
も
、航
空
機
や
半
導
体
の
分
野
へ
の
参
入
も
果

た
し
ま
し
た
。ま
た
当
初
は
鉄
を
相
手
に
人
の
手
に

よ
っ
て
溶
接
し
た
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切
断
し
た
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し
て
い
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の
が
、

３
Ｄ
設
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る
加
工
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進
み
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ら
に
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ア
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タ
ン
と
い
っ
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加
工
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も
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度
な
技
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実
現
で
き
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い
ま
す
。

　
そ
し
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し
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の
が
、
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内
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Ｄ
Ｘ
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で
す
。業
務
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基
幹
シ

ス
テ
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を
導
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し
て
の
業
務
の「
見
え
る
化
」や
、書

類
や
図
面
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
で
、社
内
全

体
の
業
務
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ

ネ
ス
界
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム

も
、県
外
と
の
取
引
も
増
え
た
現
状
で
は
大
い
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
成
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で
オ
ン
リ
ー
ワ
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の
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
仕
事
に
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

さ
ず
書
き
込
む
。目
標
設
定
と
計
画
を
本
人
と
一
緒

に
な
っ
て
行
う
。朝
礼
時
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で

自
ら
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
す
習
慣
を
つ
け
さ
せ

る
。懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、年
齢
の
近
い
先
輩
に
気

軽
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
。一
つ
ひ
と
つ

は
、ご
く
当
た
り
前
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
が
、相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
く
姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
実
践
企
業
と
し
て
、長
崎
県
よ
り「
Ｎ
ぴ
か
」の
認

証
も
頂
い
て
い
ま
す
。更
に
は
長
崎
県
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録

制
度
に
申
請
を
し
て
お
り
、企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
も
果
た
し
て
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ま
す
。

　
当
社
の
社
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も
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っ
て
い
ま
す
が
、〝
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頼
さ
れ
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の
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頼
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会
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に
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も
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て
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。
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０
２
１
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４
月
、当
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は
創
立
20
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を
迎

え
、創
業
時
か
ら
こ
こ
ま
で
事
業
領
域
の
裾
野
を

飼
育
ケ
ー
ジ
の
洗
浄
後
に
用
い
る
ブ
ロ
ア
ー
乾
燥
機

が
そ
の
一
例
で
す
。多
く
の
飼
育
ケ
ー
ジ
が
コ
ン
ベ
ア

で
洗
浄
さ
れ
る
際
に
同
時
に
ブ
ロ
ア
ー
に
よ
る
風
圧

で
効
率
よ
く
水
分
を
飛
ば
し
、短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

ら
れ
る
の
が
特
長
で
、そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
設
備
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
大
学
な
ど
か

ら
そ
う
し
た
お
話
を
聞
き
、当
社
で
開
発・製
造
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
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数
の
研
究
機
関
で
導
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
会
社
経
営
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
重

要
な
こ
と
は
人
材
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ

う
な
業
種
の
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
製
造
業
の
場
合
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事
や
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場
環
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に
対
し
て
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力
を
感
じ
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れ
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に
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い
世

代
が
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く
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が
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間
一
般
で
続
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て
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と
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が
考
え
る
人
材
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成
に
必
要
な
も
の

と
は
、コ
ミ
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ケ
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シ
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ン
の
徹
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だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
社
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が
日
々
業
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日
誌
を
書
き
、そ
の
内
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に
対
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て
上
長
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や
ア
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の
分
野
の
技
術
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　
当
社
が
取
り
扱
う
製
品
は
、タ
ン
ク
、配
管
、ダ
ク

ト
、制
御
盤
、機
械
部
品
と
い
っ
た
、個
人
の
日
常
生

活
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
製
品
を
中
心
に
手

が
け
て
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
製
品
も
、車
両
用
空
調

装
置
、ビ
ル
用
空
調
装
置
、鉄
道
の
ホ
ー
ム
ド
ア
装
置

な
ど
、身
近
な
最
終
製
品
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
今
後
当
社
を
ど
の
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
か

と
い
う
と
、ひ
と
言
で
い
え
ば「
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
」で
す
。多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
必
要

と
さ
れ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
会
社
と
い
う
の
は
、世

の
中
の
役
に
立
つ
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
役
に
立
つ
会
社
に
な
る
た
め
に
、単

な
る
製
造
業
で
は
な
く
、設
計
段
階
か
ら
も
の
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
、提
案
型
の
営
業
が
で
き
る
会
社
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。お
客
様
の
お
困
り

事
な
ど
、ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
最
適
な
も
の
づ
く
り
で
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
、こ
れ
が
ね
ら
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
自
社

製
品
の
開
発
と
製
造
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。大

学
の
研
究
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
実
験
動
物
用

　
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
各
種
配
管
・
製
缶
・
精
密
機

械
加
工
を
得
意
と
し
、設
計
か
ら
製
造・加
工・据
付

ま
で
の
一
貫
体
制
を
敷
く
当
社
の
創
業
は
２
０
０
１

年
。大
型
フ
ェ
リ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
親
の

影
響
を
受
け
た
の
か
、子
ど
も
の
頃
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
で
、自
身
の
自
転
車
な
ど
を
ば
ら
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
、地
元
の
高
校
を
卒

業
し
た
後
は
、親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
を
進
む
こ
と
を

拒
み
、知
り
合
い
の
伝
手
を
頼
っ
て
関
東
へ
。溶
接
工

の
見
習
い
と
し
て
技
術
を
習
得
す
る
毎
日
で
生
計
を

た
て
て
い
ま
し
た
が
、25
歳
の
時
に
地
元
の
長
崎
に
戻

り
、30
歳
で
溶
接
加
工
の
仕
事
を
個
人
事
業
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
崎
は
造
船
や
電
機
機
械
器
具
製
造
関
係

の
仕
事
が
多
い
土
地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、そ
の

分
野
を
中
心
に
、発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
溶
接

技
術
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、人
の
縁
を
得
て
少

し
ず
つ
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、信
頼
を

重
ね
た
結
果
、溶
接
技
術
に
加
え
て
製
缶
や
配
管
業

務
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
業
の
現
場
の
視
点
で
見
る
と
、あ
る
事
業
だ

け
に
特
化
し
た
企
業
が
営
業
を
し
た
場
合
、受
注
で

き
る
か
ど
う
か
は
ど
う
し
て
も
価
格
競
争
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。た
と
え
受
注
で
き
た
と
し
て
も
、受
注

金
額
の
叩
き
合
い
で
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
こ
で
当
社
は
、他
社
と
比
較
で
き
な
い

仕
事
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、付

加
価
値
の
あ
る
仕
事
を
提
供
す
る
に
は
、そ
の
分
、高

度
な
技
術
力
と
最
新
鋭
の
設
備
の
両
方
を
揃
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、長
崎
県
の
も
の
づ
く
り
補
助

金
や
十
八
親
和
銀
行
の
協
力
な
ど
を
得
な
が
ら
、生

産
体
制
を
強
化
し
て
、日
々
お
客
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

十八親和銀行　取締役頭取　山川 信彦

　ここ長崎の地で溶接技術を提供する個人事業から出発されたのち、委託
企業からの信頼と実績を積み重ね、この20年で事業の内容はより小型化・精密
化されましたが、業績を大きく伸ばされました。金属製品や精密機械の設計から
製造、施工まで社内一貫体制を整えられ、その強みを活かして、地元企業はもと
より幅広い分野の製造業に対して、精度の高い製品を供給されています。
　創業20年を迎え、最新鋭の設備を導入して生産体制のさらなる拡充および
作業環境改善にも取り組まれています。これからもお客様からの信頼に応える
パートナーとして、さらに発展されることを祈念いたします。
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　8
回
目
と
な
る
今
年
度
も
九
州
地
区

に
は
数
多
く
の
企
業
か
ら
応
募
が
あ

り
、1
次
選
考（
書
類
）、2
次
選
考（
面

談
）を
経
て
選
出
さ
れ
た
9
社
に
よ
る
ピ
ッ

チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
、A
I
を
用
い
た
次

世
代
型
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
訓
練
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「A

iron W
orks

」に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
たA

iron 
W
orks 

株
式
会
社（
C
E
O 

寺
田 

彼
日
）

が
九
州
地
区
の
最
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。な
お
、2
0
2
3
年
1
月
18
日

（
水
）に
は
、各
地
区
の
受
賞
者
に
よ
る
グ

ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル（
受
賞
者
限
定
の

ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
）を
東
京
・
八
重
洲
の

D
IA
G
O
N
A
L RU

N
 T
O
K
Y
O

に
て

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　F
F
G
で
は
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
先
進
サ
ー
ビ
ス・ア
イ

デ
ア
の
事
業
化
支
援
や
、地
場
企
業
と
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

デジタルテクノロジーを活用したビジネスコンテスト

「X-Tech Innovation 2022」
九州地区大会を開催

Topics of the month

2022年12月1日(木)、FFGは株式会社北海道銀行、株式会社岩手銀行、株式会社七十七銀
行、株式会社沖縄銀行と共同で、デジタルテクノロジーを活用し、地域に根差した企業のビジネ
スの加速や、地域の生活者・企業にとって有益なサービスを広く募集し、優れたアイデアを発
掘・表彰するビジネスコンテスト「X-Tech Innovation 2022」の九州地区最終選考会を開催し、
受賞企業が決定しました。 今

月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

　　　　

■「X-Tech Innovation 2022」の九州地区大会登壇企業
企業名 サービス名

株式会社PUKPUK

株式会社Kiwi

株式会社クロスエイジ

株式会社One Small Step

＜最優秀賞＞Airon Works株式会社

株式会社iiba

＜優秀賞＞株式会社Spatial Pleasure

オーシャンソリューションテクノロジーズ株式会社

PLEN Robotics株式会社

AI×オフグリッドによる「閉鎖循環式陸上養殖ポッド」の提供

医療機器教育の新しいかたち「キキサポ」

業界初、農業経営のDX化を支援する「スター農家クラウド」

完全匿名メタバース「Herons」

超実践的サイバーセキュリティ訓練・教育SaaS「Airon Works」

行動記録でポイントがもらえる子育て特化のマップ型プットフォーム「iiba」

リアル空間データプラットフォーム

漁業者支援システム「トリトンの矛」で実現する水産DX

顔認証と決済サービス、CTI連携による接客業務のDX化

株式会社PUKPUK

登壇者・審査員のみなさま

FFG五島社長による開催挨拶

株式会社Kiwi

最優秀賞を受賞したAiron Works株式会社寺田氏のプレゼンテーション

オーシャンソリューションテクノロジーズ株式会社

株式会社One Small Step 株式会社Spatial Pleasure 株式会社iiba

PLEN Robotics株式会社

株式会社クロスエイジ

村上和彰氏による講演 授賞式

クロ ス テック 　 　 　 　 　 　 　    イノ ベ ー ション

ア
イ
ロ
ン
　
　
　
　ワー
ク
ス

て
ら  

だ

　 あ   

に
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だ
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　平
成
28
年
の
熊
本
地
震
か
ら
復

興
半
ば
に
あ
っ
た
熊
本
県
に
お
い
て
、

令
和
2
年
、熊
本
県
南
豪
雨
災
害

が
発
生
。県
南
地
域
を
中
心
に
多
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　熊
本
県
民
は
度
重
な
る
自
然
災

害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

強
い
意
志
と
団
結
に
よ
り
、災
害
か

ら
の
復
興
を
何
度
も
遂
げ
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。今
回
の「
火
の

国
う
た
ま
つ
り
」「
県
南
復
興
マ
ル

シ
ェ
」も
、そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

県
内
だ
け
で
は
な
く
県
外
の
熊
本

フ
ァ
ン
を
増
や
し
、観
光
振
興
・
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　F
F
G
と
熊
本
銀
行
は
地
域
金

融
機
関
と
し
て
、災
害
か
ら
の
復
興

支
援
の
た
め
、ま
た
熊
本
の
魅
力
を

全
国
へ
発
信
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

「
県
南
復
興
マ
ル
シ
ェ
」の
冠
協
賛
企

業
と
し
て
携
わ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　11
月
22
日
の
朝
、「
県
南
復
興
マ
ル

シ
ェ
」が
開
始
さ
れ
る
と
同
時
に
県

外
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
次
々
に
会
場
に
到
着
し
、各
々
の

出
店
者
が
自
社
の
自
慢
の
産
品
を

提
供
し
ま
し
た
。各
ブ
ー
ス
に
は
多

数
の
行
列
が
で
き
、早
々
に
完
売
す

る
ケ
ー
ス
も
続
出
す
る
な
ど
、大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　熊
本
銀
行
は
人
吉
市
の
一
般
社

団
法
人
人
吉
温
泉
観
光
協
会
様
と

連
携
し
た
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、人
吉

市
の
災
害
豪
雨
に
よ
る
被
害
を
撮
影

し
た
パ
ネ
ル
写
真
の
展
示
や
日
本
遺

産
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
、人
吉
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
グ
ッ
ズ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　当
イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ
た
来
場
者
は

総
勢
5
千
名
以
上
と
な
り
、熊
本
の

魅
力
を
十
分
に
堪
能
し
て
い
た
だ

き
、熊
本
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　F
F
G
と
熊
本
銀
行
は
、こ
れ
か

ら
も
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を

行
い
、地
域
振
興
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

FFGと熊本銀行が熊本県南豪雨復興支援
県南復興マルシェへ協賛

Topics of the month

11月22日(火)・23日(水・祝)、熊本県八代市のくまモンポート八代にて、「熊本県南豪雨復興支
援 火の国うたまつり」「県南復興マルシェ」が開催され、FFGおよび熊本銀行は、「県南復興マル
シェ」に冠協賛企業として参加いたしました。
今回は、本イベントの内容と当日の様子をご紹介いたします。

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

開始前の決起集会で挨拶する北岡常務（熊本銀行）

県南復興マルシェ会場の様子

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

　山
都
町
は
熊
本
県
東
部
に
位
置

し
、江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
石
造

ア
ー
チ
水
路
橋
で
あ
る「
通
潤
橋
」

が
あ
る
こ
と
で
有
名
な
町
で
す
。

山
と
水
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

場
所
で
も
あ
り
、観
光
客
や
小
学
生

の
遠
足
等
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
来
訪
客
が

減
少
し
、現
地
の
商
店
街
は
疲
弊
し

て
い
ま
し
た
。

　そ
こ
で
商
店
街
事
業
者
に
対
し
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
、D
X
(デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と
財
務

分
析
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
い
、現

状
の
課
題
や
目
標
を
明
確
に
し
て

も
ら
う
こ
と
で
経
営
力
の
向
上
を

図
る
べ
く
、山
都
町
と
山
都
町
商
工

会
が
本
講
座
を
開
講
す
る
に
至
り
、

熊
本
銀
行
が
講
師
と
し
て
登
壇
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　熊
本
銀
行
は
、「
財
務
分
析（
決

算
書
の
見
方
）」と
い
う
テ
ー
マ
で

講
義
を
行
い
、決
算
書
の
基
本
的
な

見
方
か
ら
、銀
行
目
線
の
決
算
書
の

見
方
ま
で
を
事
例
を
用
い
な
が
ら

説
明
し
ま
し
た
。受
講
者
の
多
く
は

経
営
者
の
方
で
あ
り
、真
剣
な
眼
差

し
で
学
ば
れ
て
い
る
姿
は
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　今
後
も
熊
本
銀
行
で
は
、地
域
の

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
貢
献
す

る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

熊本銀行が山都経営革新講座の
講師として登壇しました

Topics of the month

講義の様子

やま    と

11月17日（木）、熊本銀行ソリューション営業部は山都町と山都町商工会が
主催する「山都経営革新講座」に登壇し、講義を行いました。

つ
う
じ
ゅ
ん
き
ょ
う
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　平
成
28
年
の
熊
本
地
震
か
ら
復

興
半
ば
に
あ
っ
た
熊
本
県
に
お
い
て
、

令
和
2
年
、熊
本
県
南
豪
雨
災
害

が
発
生
。県
南
地
域
を
中
心
に
多
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　熊
本
県
民
は
度
重
な
る
自
然
災

害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

強
い
意
志
と
団
結
に
よ
り
、災
害
か

ら
の
復
興
を
何
度
も
遂
げ
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。今
回
の「
火
の

国
う
た
ま
つ
り
」「
県
南
復
興
マ
ル

シ
ェ
」も
、そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

県
内
だ
け
で
は
な
く
県
外
の
熊
本

フ
ァ
ン
を
増
や
し
、観
光
振
興
・
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　F
F
G
と
熊
本
銀
行
は
地
域
金

融
機
関
と
し
て
、災
害
か
ら
の
復
興

支
援
の
た
め
、ま
た
熊
本
の
魅
力
を

全
国
へ
発
信
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

「
県
南
復
興
マ
ル
シ
ェ
」の
冠
協
賛
企

業
と
し
て
携
わ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　11
月
22
日
の
朝
、「
県
南
復
興
マ
ル

シ
ェ
」が
開
始
さ
れ
る
と
同
時
に
県

外
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
次
々
に
会
場
に
到
着
し
、各
々
の

出
店
者
が
自
社
の
自
慢
の
産
品
を

提
供
し
ま
し
た
。各
ブ
ー
ス
に
は
多

数
の
行
列
が
で
き
、早
々
に
完
売
す

る
ケ
ー
ス
も
続
出
す
る
な
ど
、大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　熊
本
銀
行
は
人
吉
市
の
一
般
社

団
法
人
人
吉
温
泉
観
光
協
会
様
と

連
携
し
た
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、人
吉

市
の
災
害
豪
雨
に
よ
る
被
害
を
撮
影

し
た
パ
ネ
ル
写
真
の
展
示
や
日
本
遺

産
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
、人
吉
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
グ
ッ
ズ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　当
イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ
た
来
場
者
は

総
勢
5
千
名
以
上
と
な
り
、熊
本
の

魅
力
を
十
分
に
堪
能
し
て
い
た
だ

き
、熊
本
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　F
F
G
と
熊
本
銀
行
は
、こ
れ
か

ら
も
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を

行
い
、地
域
振
興
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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多彩なセミナーを
インターネットで視聴できる !

24時間ご利用可能なインターネットセミナー

豊富なラインナップからお客さまのご希望のセミナーを
24時間無制限でご視聴いただけます。勉強会（社内研修）
などにもご活用いただけます。

各種サービス

社内の人材育成に活用できる !
経営ノウハウが聞ける !

セミナー・研修会の開催

各階層別に経験豊富な講師陣による各種セミナー・研
修会を毎月開催いたします。ほとんどのセミナーが1社2
名さままで無料でご参加いただけます。

経営課題に関する
様々な情報をご提供 !

インターネット情報サービス

経営上の疑問・課題解決に役立つ豊富な情報をタイムリー
に提供します。

ふくおかフィナンシャルグループの
経済情報誌をお届け !

FFG調査月報のご提供

FFGのお取引先さまのご紹介や、九州経済の動向や様々
なトピックスをご覧いただけます。

コワーキングスペースを
特別価格で利用できる !

DIAGONAL RUNとの連携

地域と地域、そしてヒト・企業(技術)・アイデア・情報が交わる
場をご提供します。1時間のドロップイン利用料金で3時間
まで利用可能です。

企業活動に伴う様々なリスクを
総合補償制度で守ります !

総合補償制度(団体保険）

会社経営に関する様々なリスクへ備えるために総合補償
制度を提供します。

新規のお取引の情報収集、同業
他社や業界調査に活用できる !

TSR REPORT割引サービス  

新規のお取引の情報収集、ライバル企業調査に!東京商
工リサーチの国内企業情報レポート「TSR REPORT」を会
員割引料金でご提供いたします。  

FFGのネットワークを利用した
商談会 !

商談会の開催

販路拡大に繋がる商談会を開催いたします。

社員教育・研修で大活躍 !
多様なテーマでバックアップ !

教育研修用DVDの無料貸出

新入社員、若手社員向けのビジネスマナーはもちろん、コン
プライアンスや経営全般に参考となるDVD（約120タイト
ル）を無料でご利用いただけます。

TEL092-723-2241 FAX092-721-9258
株式会社FFGビジネスコンサルティング内
〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1 福岡銀行本店ビル5階

受付時間／平日9：00～17：45（但し、銀行休業日は除きます。）

お申込みお問合せは

FFG経営者クラブ事務局

ビジネスに直結する情報提供と人財育成サービスを通じて、
会員企業さまの発展をサポートいたします。 
ビジネスに直結する情報提供と人財育成サービスを通じて、
会員企業さまの発展をサポートいたします。 

年会費

FFG経営者クラブ

26,000円

https://www.ffgbc.com/club/diagonal_run/
「DIAGONAL RUN」各施設1時間のドロップイン料金で3時間まで利用可能!

ダイアゴナルランの紹介

2022年12月20日現在

2022年度　下期開催予定セミナー

経営層向け
2022年　 10月　トップセミナー
　　 　  　11月　企業ブランディング
2023年　   1月　トップセミナー（オンライン）
　　 　  1～3月　ビジネスフレームワーク

管理職向け
2022年　 10月　マネジメントのポイント
　　 　  　11月　管理職リーダーシップ
　　 　  　12月　上司力向上講座
　　　　　　　  実践！未来思考研修
2023年　   1月　若手社員へのコーチング
　　 　  　  3月　クリティカルシンキング

中堅社員・若手社員向け
2022年　 10月　自己成長実現セミナー
2023年　   1月　共感力向上講座　　　　　　　
　　 　  　  2月　フォロワーシップとコミュニケーション
　　　　　　　  アサーティブ・コミュニケーション
　　　 2～3月　ビジネスマナースキルアップ研修　　

新入社員向け
2022年　9～11月　新入社員フォローアップ研修

多様なヒト・企業・情報が交差する新しいビジネスプラットフォーム
「DIAGONAL RUN」

DIAGONAL RUN（ダイアゴナルラン）は、日本各地を結ぶ拠点・イノベーションのための『共創の場』として、地域
経済の活性化を目指すコワーキングスペース・シェアオフィスです。地域と地域、そしてヒト・企業(技術)・アイデア・
情報が交わる場をご提供します。

FUKUOKA 天神駅から徒歩6分の可能性が交差する共創の場
ドロップイン　　
フリーデスク
固定デスク
スモールオフィス

:     1,650円 / 日　550円 / 時間
:   16,500円～/ 月 （1席）
:   25,300円～/ 月 （1席）
:   99,000円 / 月 （定員4人）

〒810-0002　福岡県福岡市中央区西中洲6-27 十八親和銀行福岡ビル 5F
平日9：00～22：00

TOKYO 東京駅から徒歩9分のビジネスプラットフォーム
ドロップイン　　
フリーデスク
ブース（半個室）
スモールオフィス

:     2,750円 / 日　550円 / 時間
:   16,500円～/ 月 （1席）
:   44,000円 / 月（1人席）・ 88,000円 / 月（2人席）
: 132,000円 / 月 （定員4人）

〒104-0028　東京都中央区八重洲2丁目8-7 福岡ビル 4F
平日9：00～20：00 ※月額会員は24時間土日祝利用可

NAGASAKI 思案橋から徒歩1分の全国への前線基地
ドロップイン　　
フリーデスク
スモールオフィス

:     1,650円 / 日　550円 / 時間
:   15,000円～/ 月 （1席）
:   90,000円 / 月 （定員4人）

〒850-0832　長崎県長崎市油屋町1-1
平日9：00～22：00

FFG経営者クラブ会員様の限定特典

開催済

開催済

開催済

開催済

開催済

開催済

開催延期

開催済
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TOKYO 東京駅から徒歩9分のビジネスプラットフォーム
ドロップイン　　
フリーデスク
ブース（半個室）
スモールオフィス

:     2,750円 / 日　550円 / 時間
:   16,500円～/ 月 （1席）
:   44,000円 / 月（1人席）・ 88,000円 / 月（2人席）
: 132,000円 / 月 （定員4人）

〒104-0028　東京都中央区八重洲2丁目8-7 福岡ビル 4F
平日9：00～20：00 ※月額会員は24時間土日祝利用可

NAGASAKI 思案橋から徒歩1分の全国への前線基地
ドロップイン　　
フリーデスク
スモールオフィス

:     1,650円 / 日　550円 / 時間
:   15,000円～/ 月 （1席）
:   90,000円 / 月 （定員4人）

〒850-0832　長崎県長崎市油屋町1-1
平日9：00～22：00

FFG経営者クラブ会員様の限定特典

開催済

開催済

開催済

開催済

開催済

開催済

開催延期

開催済



Toricoの定例活動報告会に
参加したみなさん

熊
本
の
大
学
生
が
球
磨
焼
酎
の
蔵
元
を
支
援

　
２
０
１
６
年
４
月
、熊
本
県
熊
本
地
方
に
九
州
で

は
観
測
史
上
最
も
高
い
震
度
７
の
揺
れ
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
。熊
本
県
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
の
熊
本
地
震
か

ら
復
興
を
目
指
し
て
い
た
最
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
脅
威
で
復
興
途
中
の
事
業
者
は
さ
ら
な

る
試
練
を
迎
え
ま
し
た
。そ
し
て
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
２
０
２
０
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
球

磨
川
が
氾
濫
。流
域
の
至
る
と
こ
ろ
が
浸
水
し
、さ
ら

な
る
試
練
を
事
業
者
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
う
し

た
中
、そ
れ
ら
の
試
練
か
ら
何
度
も
立
ち
上
が
ろ
う

と
奮
闘
し
て
い
る
の
が
球
磨
焼
酎
27
の
蔵
元
で
す
。

　
球
磨
焼
酎
は
わ
が
国
で
４
つ
し
か
な
い
地
理
的
表

示
の
産
地
指
定
が
認
め
ら
れ
た
蒸
留
酒
で
す
。地
理

的
表
示
の
産
地
指
定
と
は
、地
域
の
共
有
財
産
で
あ

る
産
地
名
の
適
切
な
使
用
を
促
進
す
る
制
度
で
、地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
っ
て
他
の
製
品
と
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、球
磨
焼
酎
の

ほ
か
、壱
岐
焼
酎
、琉
球
焼
酎
、薩
摩
焼
酎
が
あ
り
ま

す
。そ
の
球
磨
焼
酎
を
製
造
す
る
27
の
蔵
元
の
多
く

が
豪
雨
災
害
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
う
し
た
復

興
を
目
指
す
蔵
元
を
応
援
し
た
い
と
名
乗
り
を
あ

げ
た
の
が
熊
本
大
学
に
在
学
中
だ
っ
た
４
人
の
学
生

で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
２
月
１
日（
火
）、熊
本
銀
行

は
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
と
包
括
的
連

携
協
定
を
締
結
し
、熊
本
大
学
が
有
す
る
研

究
成
果
や
技
術
シ
ー
ズ
を
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出

や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
通
し
て

地
域
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
は
熊
本
大
学
の
有

志
４
名
に
よ
って
立
ち
上
げ
ら
れ
、現
在
も
球

磨
焼
酎
販
売
促
進
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
中

の「
　
　
と
　
り
　
こ
　
　

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
」を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

世
代
以
上
に
減
少
し
て
お
り
、ビ
ー
ル
や
日
本
酒
、焼

酎
な
ど
お
酒
の
消
費
量
は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
大
学
生
が
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
機
会
自

体
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
の
ま
ま
で
は
伝
統

的
な
球
磨
焼
酎
が
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、と

危
機
感
を
持
っ
た
大
学
生
が
、球
磨
焼
酎
を
も
っ
と

お
し
ゃ
れ
に
楽
し
め
る
飲
み
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、若

い
世
代
に
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
総
勢
20
名
は
、そ
れ
ぞ
れ
販
促
部
門
、広

報
部
門
、観
光
部
門
の
３
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
お
り
、お
酒
に
弱
い
学
生
や
未
成
年
の
学
生

は
お
酒
と
直
接
か
か
わ
ら
な
い
広
報
・
観
光
を
担
当

す
る
な
ど
、分
業
制
を
敷
い
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
月
に
１
回
、サ
ク
ラ
マ
チ
ク
マ
モ
ト
５
階
の

「
Ｅｇ
ｇ
ｐ
ｌａｎ
ｔ 

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

桜
町
総
合

就
職
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」に
お
い
て
活
動
報
告
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
11
月
の
活
動
報
告
会
で
は
、販
促
部

門
か
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
焼

酎
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
図
案
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
制

作
、海
外
か
ら
の
渡
航
者
が
増
加
中
の
福
岡
市
の
大

濠
公
園
で
販
売
し
、予
想
を
超
え
る
売
り
上
げ
が

　
き
っ
か
け
は
２
０
２
０
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
経

済
産
業
省
が
主
催
す
る「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
総
選
挙
」

へ
の
出
場
。そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
採
り
上
げ
た
の
が
球

磨
焼
酎
で
、審
査
の
結
果
、優
秀
発
掘
賞
と
い
う
名

誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
総

選
挙
」は
、地
域
に
暮
ら
す
学
生
が
地
元
産
品
の
魅

力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、新
た
な
ビ
ジ

あ
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
、広
報
部
門
か
ら
は
販
促

部
門
が
考
案
し
た
全
27
蔵
元
の
お
酒
を
使
っ
た
カ
ク

テ
ル
レ
シ
ピ
や
、熊
本
市
の
繁
華
街
で
球
磨
焼
酎
を

味
わ
え
る
バ
ル
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
投
稿
す
る
な
ど
、今
年
度
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

へ
の
投
稿
数
３
４
６
件
、フ
ォ
ロ
ー
数
１
，９
０
９
人

（
と
も
に
12
月
12
日
現
在
）な
ど
、フ
ァ
ン
は
着
実
に

増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
現

在
Ｔｏｒ
ｉｃｏ
で
は「
ガ
ラ・チ
ョ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
２
」と
題
し
て
球
磨
焼
酎
の
伝
統

的
な
酒
器
で
あ
る「
ガ
ラ・チ
ョ
ク
」を
自
由
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
一
般
公
募
で
実
施
し
て
い

ま
す（
一
般
公
募
は
2
0
2
2
年
12
月
26
日
で
締
め

切
り
）。

　
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
の
活
動
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
球

磨
焼
酎
の
魅
力
を
発
信
し
て
、若
い
世
代
に
球
磨

焼
酎
の
と
り
こ虜
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。こ
れ
ま
で
こ
の

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
を
引
っ
張
っ
て
き
た
４
年
生
も
３
月
で
卒

業
し
ま
す
。こ
こ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
Ｔｏｒ
ｉｃｏ

で
は「
球
磨
焼
酎
カ
ク
テ
ル
冊
子
」を
ま
と
め
ま
し

た
。球
磨
焼
酎
全
27
蔵
元
の
焼
酎
を
使
っ
た
カ
ク
テ

ル
レ
シ
ピ
を
中
心
に
、人
吉
・
球
磨
地
方
の
文
化
・
観

光
情
報
や
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
、熊
本
大

学
生
４
人
の「
チ
ー
ム 

焼
酎
に
夢
中
」は
、球
磨
焼
酎

酒
造
組
合
と
連
携
し
て
、球
磨
焼
酎
の
魅
力
や
今
後

の
商
品
展
開
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
高

い
評
価
を
受
け
た
の
で
す
。

　
熊
本
大
学
で
は
２
０
２
１
年
４
月
に
教
養
科
目

「
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」の
テ
ー
マ
と
し
て

球
磨
焼
酎
を
採
り
上
げ
、熊
本
大
学
熊
本
創
生
推

進
機
構
の

あ   

べ   

み   

わ

安
部
美
和
准
教
授（
現
・
東
海
大
学
文
理

融
合
学
部
地
域
社
会
学
科
准
教
授
）の
も
と
に
38
名

の
受
講
生
が
集
ま
り
、起
業
の
仕
方
や
地
方
で
の
事

業
展
開
の
方
法
を
議
論
し
な
が
ら
、若
い
世
代
に
球

磨
焼
酎
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
方
法
を
学
生
主
体

で
考
え
ま
し
た
。

　
１
年
間
の
授
業
に
終
わ
り
が
告
げ
ら
れ
、教
養
科

目
と
し
て
の
活
動
は
い
っ
た
ん
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

た
２
０
２
２
年
３
月
、ま
た
同
じ
学
生
の
メ
ン
バ
ー
で

活
動
を
続
け
た
い
と
の
想
い
が
学
生
た
ち
か
ら
沸
き

上
が
り
、今
年
度
か
ら
活
動
を
サ
ー
ク
ル
化
し
、東

海
大
学
の
学
生
３
名
を
含
め
、大
学
の
垣
根
も
超
え

た
活
動
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
大
学
生
は
、成
人
し
た
時
点
で
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、お
酒
と
接
す
る
機
会
が
他
の

得
た
有
益
な
情
報
な
ど
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
の
活
動
報
告
会
で
は
新
た
な
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ

メ
ン
バ
ー
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。地
元
の
誇
り
で

あ
る
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
た
い
、ふ
る
さ
と

熊
本
を
元
気
に
し
た
い
、と
い
う
想
い
が
集
ま
っ
て
、

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
は
こ
れ
か
ら
も
自
主
的
な
学
生
に
よ
っ

て
活
動
を
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Kumamoto
地域と共生するＦＦＧ

地域と共生するＦＦＧ

大学生による
球磨焼酎
販促サークル“Torico”
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Toricoの定例活動報告会に
参加したみなさん

熊
本
の
大
学
生
が
球
磨
焼
酎
の
蔵
元
を
支
援

　
２
０
１
６
年
４
月
、熊
本
県
熊
本
地
方
に
九
州
で

は
観
測
史
上
最
も
高
い
震
度
７
の
揺
れ
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
。熊
本
県
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
の
熊
本
地
震
か

ら
復
興
を
目
指
し
て
い
た
最
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
脅
威
で
復
興
途
中
の
事
業
者
は
さ
ら
な

る
試
練
を
迎
え
ま
し
た
。そ
し
て
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
２
０
２
０
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
球

磨
川
が
氾
濫
。流
域
の
至
る
と
こ
ろ
が
浸
水
し
、さ
ら

な
る
試
練
を
事
業
者
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
う
し

た
中
、そ
れ
ら
の
試
練
か
ら
何
度
も
立
ち
上
が
ろ
う

と
奮
闘
し
て
い
る
の
が
球
磨
焼
酎
27
の
蔵
元
で
す
。

　
球
磨
焼
酎
は
わ
が
国
で
４
つ
し
か
な
い
地
理
的
表

示
の
産
地
指
定
が
認
め
ら
れ
た
蒸
留
酒
で
す
。地
理

的
表
示
の
産
地
指
定
と
は
、地
域
の
共
有
財
産
で
あ

る
産
地
名
の
適
切
な
使
用
を
促
進
す
る
制
度
で
、地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
っ
て
他
の
製
品
と
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、球
磨
焼
酎
の

ほ
か
、壱
岐
焼
酎
、琉
球
焼
酎
、薩
摩
焼
酎
が
あ
り
ま

す
。そ
の
球
磨
焼
酎
を
製
造
す
る
27
の
蔵
元
の
多
く

が
豪
雨
災
害
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
う
し
た
復

興
を
目
指
す
蔵
元
を
応
援
し
た
い
と
名
乗
り
を
あ

げ
た
の
が
熊
本
大
学
に
在
学
中
だ
っ
た
４
人
の
学
生

で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
２
月
１
日（
火
）、熊
本
銀
行

は
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
と
包
括
的
連

携
協
定
を
締
結
し
、熊
本
大
学
が
有
す
る
研

究
成
果
や
技
術
シ
ー
ズ
を
、ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出

や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
通
し
て

地
域
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
は
熊
本
大
学
の
有

志
４
名
に
よ
って
立
ち
上
げ
ら
れ
、現
在
も
球

磨
焼
酎
販
売
促
進
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
中

の「
　
　
と
　
り
　
こ
　
　

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
」を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

世
代
以
上
に
減
少
し
て
お
り
、ビ
ー
ル
や
日
本
酒
、焼

酎
な
ど
お
酒
の
消
費
量
は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
大
学
生
が
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
機
会
自

体
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
の
ま
ま
で
は
伝
統

的
な
球
磨
焼
酎
が
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、と

危
機
感
を
持
っ
た
大
学
生
が
、球
磨
焼
酎
を
も
っ
と

お
し
ゃ
れ
に
楽
し
め
る
飲
み
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、若

い
世
代
に
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
総
勢
20
名
は
、そ
れ
ぞ
れ
販
促
部
門
、広

報
部
門
、観
光
部
門
の
３
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
お
り
、お
酒
に
弱
い
学
生
や
未
成
年
の
学
生

は
お
酒
と
直
接
か
か
わ
ら
な
い
広
報
・
観
光
を
担
当

す
る
な
ど
、分
業
制
を
敷
い
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
月
に
１
回
、サ
ク
ラ
マ
チ
ク
マ
モ
ト
５
階
の

「
Ｅｇ
ｇ
ｐ
ｌａｎ
ｔ 

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

桜
町
総
合

就
職
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」に
お
い
て
活
動
報
告
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
11
月
の
活
動
報
告
会
で
は
、販
促
部

門
か
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
焼

酎
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
図
案
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
制

作
、海
外
か
ら
の
渡
航
者
が
増
加
中
の
福
岡
市
の
大

濠
公
園
で
販
売
し
、予
想
を
超
え
る
売
り
上
げ
が

　
き
っ
か
け
は
２
０
２
０
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
経

済
産
業
省
が
主
催
す
る「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
総
選
挙
」

へ
の
出
場
。そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
採
り
上
げ
た
の
が
球

磨
焼
酎
で
、審
査
の
結
果
、優
秀
発
掘
賞
と
い
う
名

誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
総

選
挙
」は
、地
域
に
暮
ら
す
学
生
が
地
元
産
品
の
魅

力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、新
た
な
ビ
ジ

あ
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
、広
報
部
門
か
ら
は
販
促

部
門
が
考
案
し
た
全
27
蔵
元
の
お
酒
を
使
っ
た
カ
ク

テ
ル
レ
シ
ピ
や
、熊
本
市
の
繁
華
街
で
球
磨
焼
酎
を

味
わ
え
る
バ
ル
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
投
稿
す
る
な
ど
、今
年
度
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

へ
の
投
稿
数
３
４
６
件
、フ
ォ
ロ
ー
数
１
，９
０
９
人

（
と
も
に
12
月
12
日
現
在
）な
ど
、フ
ァ
ン
は
着
実
に

増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
現

在
Ｔｏｒ
ｉｃｏ
で
は「
ガ
ラ・チ
ョ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
２
」と
題
し
て
球
磨
焼
酎
の
伝
統

的
な
酒
器
で
あ
る「
ガ
ラ・チ
ョ
ク
」を
自
由
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
一
般
公
募
で
実
施
し
て
い

ま
す（
一
般
公
募
は
2
0
2
2
年
12
月
26
日
で
締
め

切
り
）。

　
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
の
活
動
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
球

磨
焼
酎
の
魅
力
を
発
信
し
て
、若
い
世
代
に
球
磨

焼
酎
の
と
り
こ虜
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。こ
れ
ま
で
こ
の

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
を
引
っ
張
っ
て
き
た
４
年
生
も
３
月
で
卒

業
し
ま
す
。こ
こ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
Ｔｏｒ
ｉｃｏ

で
は「
球
磨
焼
酎
カ
ク
テ
ル
冊
子
」を
ま
と
め
ま
し

た
。球
磨
焼
酎
全
27
蔵
元
の
焼
酎
を
使
っ
た
カ
ク
テ

ル
レ
シ
ピ
を
中
心
に
、人
吉
・
球
磨
地
方
の
文
化
・
観

光
情
報
や
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
、熊
本
大

学
生
４
人
の「
チ
ー
ム 

焼
酎
に
夢
中
」は
、球
磨
焼
酎

酒
造
組
合
と
連
携
し
て
、球
磨
焼
酎
の
魅
力
や
今
後

の
商
品
展
開
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
高

い
評
価
を
受
け
た
の
で
す
。

　
熊
本
大
学
で
は
２
０
２
１
年
４
月
に
教
養
科
目

「
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」の
テ
ー
マ
と
し
て

球
磨
焼
酎
を
採
り
上
げ
、熊
本
大
学
熊
本
創
生
推

進
機
構
の

あ   

べ   

み   

わ

安
部
美
和
准
教
授（
現
・
東
海
大
学
文
理

融
合
学
部
地
域
社
会
学
科
准
教
授
）の
も
と
に
38
名

の
受
講
生
が
集
ま
り
、起
業
の
仕
方
や
地
方
で
の
事

業
展
開
の
方
法
を
議
論
し
な
が
ら
、若
い
世
代
に
球

磨
焼
酎
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
方
法
を
学
生
主
体

で
考
え
ま
し
た
。

　
１
年
間
の
授
業
に
終
わ
り
が
告
げ
ら
れ
、教
養
科

目
と
し
て
の
活
動
は
い
っ
た
ん
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

た
２
０
２
２
年
３
月
、ま
た
同
じ
学
生
の
メ
ン
バ
ー
で

活
動
を
続
け
た
い
と
の
想
い
が
学
生
た
ち
か
ら
沸
き

上
が
り
、今
年
度
か
ら
活
動
を
サ
ー
ク
ル
化
し
、東

海
大
学
の
学
生
３
名
を
含
め
、大
学
の
垣
根
も
超
え

た
活
動
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
大
学
生
は
、成
人
し
た
時
点
で
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、お
酒
と
接
す
る
機
会
が
他
の

得
た
有
益
な
情
報
な
ど
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
の
活
動
報
告
会
で
は
新
た
な
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ

メ
ン
バ
ー
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。地
元
の
誇
り
で

あ
る
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
た
い
、ふ
る
さ
と

熊
本
を
元
気
に
し
た
い
、と
い
う
想
い
が
集
ま
っ
て
、

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
は
こ
れ
か
ら
も
自
主
的
な
学
生
に
よ
っ

て
活
動
を
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Kumamoto
地域と共生するＦＦＧ

地域と共生するＦＦＧ

大学生による
球磨焼酎
販促サークル“Torico”
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Toricoの定例活動報告会の様子

　
２
０
１
６
年
４
月
、熊
本
県
熊
本
地
方
に
九
州
で

は
観
測
史
上
最
も
高
い
震
度
７
の
揺
れ
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
。熊
本
県
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
の
熊
本
地
震
か

ら
復
興
を
目
指
し
て
い
た
最
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
脅
威
で
復
興
途
中
の
事
業
者
は
さ
ら
な

る
試
練
を
迎
え
ま
し
た
。そ
し
て
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
２
０
２
０
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
球

磨
川
が
氾
濫
。流
域
の
至
る
と
こ
ろ
が
浸
水
し
、さ
ら

な
る
試
練
を
事
業
者
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
う
し

た
中
、そ
れ
ら
の
試
練
か
ら
何
度
も
立
ち
上
が
ろ
う

と
奮
闘
し
て
い
る
の
が
球
磨
焼
酎
27
の
蔵
元
で
す
。

　
球
磨
焼
酎
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が
国
で
４
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し
か
な
い
地
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的
表

示
の
産
地
指
定
が
認
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酒
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す
。地
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表
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産
地
指
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域
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共
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産
で
あ

る
産
地
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の
適
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な
使
用
を
促
進
す
る
制
度
で
、地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
っ
て
他
の
製
品
と
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、球
磨
焼
酎
の

ほ
か
、壱
岐
焼
酎
、琉
球
焼
酎
、薩
摩
焼
酎
が
あ
り
ま

す
。そ
の
球
磨
焼
酎
を
製
造
す
る
27
の
蔵
元
の
多
く

が
豪
雨
災
害
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
う
し
た
復

興
を
目
指
す
蔵
元
を
応
援
し
た
い
と
名
乗
り
を
あ

げ
た
の
が
熊
本
大
学
に
在
学
中
だ
っ
た
４
人
の
学
生

で
し
た
。

世
代
以
上
に
減
少
し
て
お
り
、ビ
ー
ル
や
日
本
酒
、焼

酎
な
ど
お
酒
の
消
費
量
は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
大
学
生
が
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
機
会
自

体
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
の
ま
ま
で
は
伝
統

的
な
球
磨
焼
酎
が
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、と

危
機
感
を
持
っ
た
大
学
生
が
、球
磨
焼
酎
を
も
っ
と

お
し
ゃ
れ
に
楽
し
め
る
飲
み
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、若

い
世
代
に
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
総
勢
20
名
は
、そ
れ
ぞ
れ
販
促
部
門
、広

報
部
門
、観
光
部
門
の
３
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
お
り
、お
酒
に
弱
い
学
生
や
未
成
年
の
学
生

は
お
酒
と
直
接
か
か
わ
ら
な
い
広
報
・
観
光
を
担
当

す
る
な
ど
、分
業
制
を
敷
い
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
月
に
１
回
、サ
ク
ラ
マ
チ
ク
マ
モ
ト
５
階
の

「
Ｅｇ
ｇ
ｐ
ｌａｎ
ｔ 

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

桜
町
総
合

就
職
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」に
お
い
て
活
動
報
告
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
11
月
の
活
動
報
告
会
で
は
、販
促
部

門
か
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
焼

酎
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
図
案
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
制

作
、海
外
か
ら
の
渡
航
者
が
増
加
中
の
福
岡
市
の
大

濠
公
園
で
販
売
し
、予
想
を
超
え
る
売
り
上
げ
が

　
き
っ
か
け
は
２
０
２
０
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
経

済
産
業
省
が
主
催
す
る「
地
域
ブ
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ド
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選
挙
」
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出
場
。そ
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マ
と
し
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げ
た
の
が
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磨
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酎
で
、審
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の
結
果
、優
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発
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と
い
う
名

誉
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る
賞
を
受
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た
の
で
す
。「
地
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ブ
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ド
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選
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に
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す
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が
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産
品
の
魅
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Ｓ
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Ｓ
で
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と
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に
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の
投
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６
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、フ
ォ
ロ
ー
数
１
，９
０
９
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現
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着
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26
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の
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の
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は
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全
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。
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融
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の
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に
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目
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の
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了
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と
に
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た
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０
２
２
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３
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た
同
じ
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生
の
メ
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バ
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で
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を
続
け
た
い
と
の
想
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が
学
生
た
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ら
沸
き

上
が
り
、今
年
度
か
ら
活
動
を
サ
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ル
化
し
、東

海
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の
学
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３
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を
含
め
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の
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超
え

た
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動
に
進
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い
ま
す
。

　
現
在
の
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は
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点
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で
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た
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と
か
ら
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と
接
す
る
機
会
が
他
の

得
た
有
益
な
情
報
な
ど
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
の
活
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報
告
会
で
は
新
た
な
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ

メ
ン
バ
ー
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
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元
の
誇
り
で

あ
る
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
た
い
、ふ
る
さ
と

熊
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を
元
気
に
し
た
い
、と
い
う
想
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が
集
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て
、
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こ
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も
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的
な
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こ
と
で
し
ょ
う
。

地域と共生するＦＦＧ
Kumamoto

学生が主体的に提案することを後押しする安部美和准教授（中央）

熊本銀行ソリューション営業部 金森

電話番号：096-385-1280

ToricoのInstagramはこちら

こちらの記事に関するお問い合わせ
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Toricoの定例活動報告会の様子

　
２
０
１
６
年
４
月
、熊
本
県
熊
本
地
方
に
九
州
で

は
観
測
史
上
最
も
高
い
震
度
７
の
揺
れ
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
。熊
本
県
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
の
熊
本
地
震
か

ら
復
興
を
目
指
し
て
い
た
最
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
脅
威
で
復
興
途
中
の
事
業
者
は
さ
ら
な

る
試
練
を
迎
え
ま
し
た
。そ
し
て
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
２
０
２
０
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
球

磨
川
が
氾
濫
。流
域
の
至
る
と
こ
ろ
が
浸
水
し
、さ
ら

な
る
試
練
を
事
業
者
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
う
し

た
中
、そ
れ
ら
の
試
練
か
ら
何
度
も
立
ち
上
が
ろ
う

と
奮
闘
し
て
い
る
の
が
球
磨
焼
酎
27
の
蔵
元
で
す
。

　
球
磨
焼
酎
は
わ
が
国
で
４
つ
し
か
な
い
地
理
的
表

示
の
産
地
指
定
が
認
め
ら
れ
た
蒸
留
酒
で
す
。地
理

的
表
示
の
産
地
指
定
と
は
、地
域
の
共
有
財
産
で
あ

る
産
地
名
の
適
切
な
使
用
を
促
進
す
る
制
度
で
、地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
っ
て
他
の
製
品
と
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、球
磨
焼
酎
の

ほ
か
、壱
岐
焼
酎
、琉
球
焼
酎
、薩
摩
焼
酎
が
あ
り
ま

す
。そ
の
球
磨
焼
酎
を
製
造
す
る
27
の
蔵
元
の
多
く

が
豪
雨
災
害
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
う
し
た
復

興
を
目
指
す
蔵
元
を
応
援
し
た
い
と
名
乗
り
を
あ

げ
た
の
が
熊
本
大
学
に
在
学
中
だ
っ
た
４
人
の
学
生

で
し
た
。

世
代
以
上
に
減
少
し
て
お
り
、ビ
ー
ル
や
日
本
酒
、焼

酎
な
ど
お
酒
の
消
費
量
は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
大
学
生
が
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
機
会
自

体
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
の
ま
ま
で
は
伝
統

的
な
球
磨
焼
酎
が
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、と

危
機
感
を
持
っ
た
大
学
生
が
、球
磨
焼
酎
を
も
っ
と

お
し
ゃ
れ
に
楽
し
め
る
飲
み
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、若

い
世
代
に
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
総
勢
20
名
は
、そ
れ
ぞ
れ
販
促
部
門
、広

報
部
門
、観
光
部
門
の
３
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
活

動
し
て
お
り
、お
酒
に
弱
い
学
生
や
未
成
年
の
学
生

は
お
酒
と
直
接
か
か
わ
ら
な
い
広
報
・
観
光
を
担
当

す
る
な
ど
、分
業
制
を
敷
い
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
月
に
１
回
、サ
ク
ラ
マ
チ
ク
マ
モ
ト
５
階
の

「
Ｅｇ
ｇ
ｐ
ｌａｎ
ｔ 

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

桜
町
総
合

就
職
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」に
お
い
て
活
動
報
告
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
11
月
の
活
動
報
告
会
で
は
、販
促
部

門
か
ら
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
焼

酎
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
図
案
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
制

作
、海
外
か
ら
の
渡
航
者
が
増
加
中
の
福
岡
市
の
大

濠
公
園
で
販
売
し
、予
想
を
超
え
る
売
り
上
げ
が

　
き
っ
か
け
は
２
０
２
０
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
経

済
産
業
省
が
主
催
す
る「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
総
選
挙
」

へ
の
出
場
。そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
採
り
上
げ
た
の
が
球

磨
焼
酎
で
、審
査
の
結
果
、優
秀
発
掘
賞
と
い
う
名

誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
総

選
挙
」は
、地
域
に
暮
ら
す
学
生
が
地
元
産
品
の
魅

力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、新
た
な
ビ
ジ

あ
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
、広
報
部
門
か
ら
は
販
促

部
門
が
考
案
し
た
全
27
蔵
元
の
お
酒
を
使
っ
た
カ
ク

テ
ル
レ
シ
ピ
や
、熊
本
市
の
繁
華
街
で
球
磨
焼
酎
を

味
わ
え
る
バ
ル
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
投
稿
す
る
な
ど
、今
年
度
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

へ
の
投
稿
数
３
４
６
件
、フ
ォ
ロ
ー
数
１
，９
０
９
人

（
と
も
に
12
月
12
日
現
在
）な
ど
、フ
ァ
ン
は
着
実
に

増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
現

在
Ｔｏｒ
ｉｃｏ
で
は「
ガ
ラ・チ
ョ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
２
」と
題
し
て
球
磨
焼
酎
の
伝
統

的
な
酒
器
で
あ
る「
ガ
ラ・チ
ョ
ク
」を
自
由
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
一
般
公
募
で
実
施
し
て
い

ま
す（
一
般
公
募
は
2
0
2
2
年
12
月
26
日
で
締
め

切
り
）。

　
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
の
活
動
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
球

磨
焼
酎
の
魅
力
を
発
信
し
て
、若
い
世
代
に
球
磨

焼
酎
の
と
り
こ虜
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。こ
れ
ま
で
こ
の

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
を
引
っ
張
っ
て
き
た
４
年
生
も
３
月
で
卒

業
し
ま
す
。こ
こ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
Ｔｏｒ
ｉｃｏ

で
は「
球
磨
焼
酎
カ
ク
テ
ル
冊
子
」を
ま
と
め
ま
し

た
。球
磨
焼
酎
全
27
蔵
元
の
焼
酎
を
使
っ
た
カ
ク
テ

ル
レ
シ
ピ
を
中
心
に
、人
吉
・
球
磨
地
方
の
文
化
・
観

光
情
報
や
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
、熊
本
大

学
生
４
人
の「
チ
ー
ム 

焼
酎
に
夢
中
」は
、球
磨
焼
酎

酒
造
組
合
と
連
携
し
て
、球
磨
焼
酎
の
魅
力
や
今
後

の
商
品
展
開
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
高

い
評
価
を
受
け
た
の
で
す
。

　
熊
本
大
学
で
は
２
０
２
１
年
４
月
に
教
養
科
目

「
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」の
テ
ー
マ
と
し
て

球
磨
焼
酎
を
採
り
上
げ
、熊
本
大
学
熊
本
創
生
推

進
機
構
の

あ   

べ   

み   

わ

安
部
美
和
准
教
授（
現
・
東
海
大
学
文
理

融
合
学
部
地
域
社
会
学
科
准
教
授
）の
も
と
に
38
名

の
受
講
生
が
集
ま
り
、起
業
の
仕
方
や
地
方
で
の
事

業
展
開
の
方
法
を
議
論
し
な
が
ら
、若
い
世
代
に
球

磨
焼
酎
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
方
法
を
学
生
主
体

で
考
え
ま
し
た
。

　
１
年
間
の
授
業
に
終
わ
り
が
告
げ
ら
れ
、教
養
科

目
と
し
て
の
活
動
は
い
っ
た
ん
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

た
２
０
２
２
年
３
月
、ま
た
同
じ
学
生
の
メ
ン
バ
ー
で

活
動
を
続
け
た
い
と
の
想
い
が
学
生
た
ち
か
ら
沸
き

上
が
り
、今
年
度
か
ら
活
動
を
サ
ー
ク
ル
化
し
、東

海
大
学
の
学
生
３
名
を
含
め
、大
学
の
垣
根
も
超
え

た
活
動
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
大
学
生
は
、成
人
し
た
時
点
で
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、お
酒
と
接
す
る
機
会
が
他
の

得
た
有
益
な
情
報
な
ど
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
の
活
動
報
告
会
で
は
新
た
な
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ

メ
ン
バ
ー
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。地
元
の
誇
り
で

あ
る
球
磨
焼
酎
の
知
名
度
を
上
げ
た
い
、ふ
る
さ
と

熊
本
を
元
気
に
し
た
い
、と
い
う
想
い
が
集
ま
っ
て
、

Ｔｏｒ
ｉｃｏ
は
こ
れ
か
ら
も
自
主
的
な
学
生
に
よ
っ

て
活
動
を
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地域と共生するＦＦＧ
Kumamoto

学生が主体的に提案することを後押しする安部美和准教授（中央）

熊本銀行ソリューション営業部 金森

電話番号：096-385-1280

ToricoのInstagramはこちら

こちらの記事に関するお問い合わせ
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　2
0
2
2
年
10
月
26
日
、熊
本
銀
行
は
E
C
コ
ン
サ
ル

で
強
み
を
持
つ
株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
レ
コ
ー
ド
、医
療
・

A
I
等
に
強
み
を
持
つ
株
式
会
社
ワ
イ
ズ
・
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、株
式
会
社
熊
本
日
日
新
聞
社
、熊
本
朝
日
放
送
株
式

会
社
の
4
社
と
熊
本
県
内
の
地
域
経
済
活
性
化
を
目
的

と
し
た
連
携
協
定
を
締
結
し
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム「
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
熊
本
」を
設
立
し
ま
し
た
。本
協
定
は
、中
小
企
業

の
経
営
課
題
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
支
援
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
、大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
・
育
成
に
か
か
る
支
援
、地
域
経
済

活
性
化
に
資
す
る
事
項
等
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
新
し
い

生
活
様
式
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、社
会
全
般
の
デ
ジ

タ
ル
化
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
お
り
、地
域
企
業
に
お
い
て
も

規
模
に
関
わ
ら
ず
デ
ジ
タ
ル
化
が
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。そ
う
し
た
中
、身
近
で
頼
れ
る「
デ
ジ
タ
ル
化
の
窓
口
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
に
向
け
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。検
討
を
進
め
る
過
程
で
、本
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
と
し
て
地
域
企
業
に
対
し
単
に
デ
ジ

タ
ル
化
を
支
援
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、経
営
課
題
を
し
っ
か

り
と
深
堀
り
し
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
の
知
見
と
技

術
を
集
約
さ
せ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
行
う
こ
と

や
、新
事
業
・
次
世
代
企
業
の
創
出
に
つ
な
が
る
創
業
・
起

業
間
も
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
、大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
創
出
・
育
成
な
ど
、活
動
の
幅
を
広
げ
、地
域
経

済
の
発
展
に
向
け
多
面
的
な
取
組
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　現
在
、「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
熊
本
」の
取
組
の
一
環
と
し
て

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
・
育
成
に
か
か
る
支
援
を
目
的

に
、熊
本
大
学
熊
本
創
生
推
進
機
構
が
行
う
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
支
援
の
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
の

連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
4
月
か
ら
、熊
本

銀
行
の
行
員
1
名
を
熊
本
大
学
に
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
を
機
に
、熊
本
発
の
起
業
家
が
誕

生
す
る
こ
と
を
目
指
し
、熊
本
銀
行
の
人
的
サ
ポ
ー
ト
に

加
え
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
5
社
が
も
つ
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
大
学
に
提
供
し
な
が
ら
、夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
学
生
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
、本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
取
組
を
通
し
て
あ

ら
ゆ
る
事
業
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
地
域
企
業
の
課
題
解
決

に
取
組
む
こ
と
で
、地
域
経
済
全
体
の
発
展
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

私たちFFGは、「地域と共に未来を創っていくこと」をスローガンに、
観光・農業・雇用・産業・健康・教育など様々な分野での地方創生に取組んでいます。
今回は、地域経済の活性化を目的とした熊本県内企業5社で組成した
コンソーシアム「オープンラボ熊本」についてご紹介いたします。

地域とつながる
FFG連携プロジェクト

“地域経済活性化を目的としたコンソーシアム「オープンラボ熊本」設立”

連携締結式の様子

ソリューション営業部上野部長の設立趣旨説明

熊本大学・清水副学長

夢プロジェクトとのミーティングの様子

夢プロジェクト「induSTORY」のメンバー

北岡常務　挨拶

このようなお悩みございませんか？
● 経営課題等の相談に乗ってもらいたい
● デジタル化に関する助言が欲しい
● 売上増など「攻め」のデジタル化を検討したい
● 起業したい方、創業間もないベンチャー企業の方で課題を持っている　等

各社の持つ、様々な知見や幅広いネットワークを活かし、
課題解決のご支援・助言をいたします。
詳しくは最寄りの熊本銀行本支店もしくはソリューション
営業部までお問い合わせください。

デジタル化って
何から始めれば
いいのかな

業務を
効率化
させたいな

困ったな。。

「オープンラボ熊本」にご相談ください！
代表企業　

熊本銀行　ソリューション営業部
上田・内田
TEL　096-385-1280

■ お問い合わせ先

オープンラボ
熊本

★
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　2
0
2
2
年
10
月
26
日
、熊
本
銀
行
は
E
C
コ
ン
サ
ル

で
強
み
を
持
つ
株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
レ
コ
ー
ド
、医
療
・

A
I
等
に
強
み
を
持
つ
株
式
会
社
ワ
イ
ズ
・
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、株
式
会
社
熊
本
日
日
新
聞
社
、熊
本
朝
日
放
送
株
式

会
社
の
4
社
と
熊
本
県
内
の
地
域
経
済
活
性
化
を
目
的

と
し
た
連
携
協
定
を
締
結
し
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム「
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
熊
本
」を
設
立
し
ま
し
た
。本
協
定
は
、中
小
企
業

の
経
営
課
題
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
支
援
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
、大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
・
育
成
に
か
か
る
支
援
、地
域
経
済

活
性
化
に
資
す
る
事
項
等
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
新
し
い

生
活
様
式
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、社
会
全
般
の
デ
ジ

タ
ル
化
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
お
り
、地
域
企
業
に
お
い
て
も

規
模
に
関
わ
ら
ず
デ
ジ
タ
ル
化
が
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。そ
う
し
た
中
、身
近
で
頼
れ
る「
デ
ジ
タ
ル
化
の
窓
口
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
に
向
け
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。検
討
を
進
め
る
過
程
で
、本
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
と
し
て
地
域
企
業
に
対
し
単
に
デ
ジ

タ
ル
化
を
支
援
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、経
営
課
題
を
し
っ
か

り
と
深
堀
り
し
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
の
知
見
と
技

術
を
集
約
さ
せ
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
行
う
こ
と

や
、新
事
業
・
次
世
代
企
業
の
創
出
に
つ
な
が
る
創
業
・
起

業
間
も
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
、大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
創
出
・
育
成
な
ど
、活
動
の
幅
を
広
げ
、地
域
経

済
の
発
展
に
向
け
多
面
的
な
取
組
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　現
在
、「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
熊
本
」の
取
組
の
一
環
と
し
て

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
・
育
成
に
か
か
る
支
援
を
目
的

に
、熊
本
大
学
熊
本
創
生
推
進
機
構
が
行
う
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
支
援
の
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
の

連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
4
月
か
ら
、熊
本

銀
行
の
行
員
1
名
を
熊
本
大
学
に
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
を
機
に
、熊
本
発
の
起
業
家
が
誕

生
す
る
こ
と
を
目
指
し
、熊
本
銀
行
の
人
的
サ
ポ
ー
ト
に

加
え
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
5
社
が
も
つ
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
大
学
に
提
供
し
な
が
ら
、夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
学
生
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
、本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
取
組
を
通
し
て
あ

ら
ゆ
る
事
業
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
地
域
企
業
の
課
題
解
決

に
取
組
む
こ
と
で
、地
域
経
済
全
体
の
発
展
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

私たちFFGは、「地域と共に未来を創っていくこと」をスローガンに、
観光・農業・雇用・産業・健康・教育など様々な分野での地方創生に取組んでいます。
今回は、地域経済の活性化を目的とした熊本県内企業5社で組成した
コンソーシアム「オープンラボ熊本」についてご紹介いたします。

地域とつながる
FFG連携プロジェクト

“地域経済活性化を目的としたコンソーシアム「オープンラボ熊本」設立”

連携締結式の様子

ソリューション営業部上野部長の設立趣旨説明

熊本大学・清水副学長

夢プロジェクトとのミーティングの様子

夢プロジェクト「induSTORY」のメンバー

北岡常務　挨拶

このようなお悩みございませんか？
● 経営課題等の相談に乗ってもらいたい
● デジタル化に関する助言が欲しい
● 売上増など「攻め」のデジタル化を検討したい
● 起業したい方、創業間もないベンチャー企業の方で課題を持っている　等

各社の持つ、様々な知見や幅広いネットワークを活かし、
課題解決のご支援・助言をいたします。
詳しくは最寄りの熊本銀行本支店もしくはソリューション
営業部までお問い合わせください。

デジタル化って
何から始めれば
いいのかな

業務を
効率化
させたいな

困ったな。。

「オープンラボ熊本」にご相談ください！
代表企業　

熊本銀行　ソリューション営業部
上田・内田
TEL　096-385-1280

■ お問い合わせ先

オープンラボ
熊本

★
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ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

FFG地方創生の
取組み事例はこちら

FFGは地域が抱える課題解決や
地域経済の活性化に取組んでいます

地方創生に関するお悩みをご相談ください

●観光振興
●産業振興
●教育文化芸術

●まちづくり
●エネルギー
●ヘルスケア

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 地方創生推進グループ

【お問い合わせ】TEL（092）723-2254

熊本銀行 ソリューション営業部
（左から）上田、内田、金森

【お問い合わせ】 TEL (096)385-1280

サイバーレコード増田社長の会社説明 ワイズ・リーディング中山社長の会社説明

所 在 地
代 表 者
設 立
従 業 員
事業内容

熊本市中央区平成3-23-30 4F
増田 一哉
2008年8月1日
130名（グループ含む）
•ECサイト運営代行
•ネット通販コンサルティング
•ふるさと納税運営代行
•地域課題解決業務

株式会社サイバーレコード

所 在 地
代 表 者
設 立
従 業 員
事業内容

熊本市中央区世安1-5-1
河村 邦比児
1942年4月1日
440名
•新聞発行
•熊本県、県内自治体からの委託事業
•スタートアップ支援
（びぷれすイノベーションスタジオ、熊本市の
　スタートップ支援施設XOSSPOINTの運営等）

株式会社熊本日日新聞社

所 在 地
代 表 者
設 立
従 業 員
事業内容

熊本市北区高平3-43-11 5F
中山 善晴
2007年7月6日
22名
•遠隔画像診断事業
•AIソリューション事業
•医療系システム開発事業
•シェアオフィス／コワーキング事業
•イベント事業

株式会社ワイズ・リーディング

所 在 地
代 表 者
設 立

従 業 員
事業内容

熊本県熊本市西区二本木1-5-12
竹内 圭介
1988年12月16日
（開局 1989年10月1日）
86名
•民間テレビジョン放送

熊本朝日放送株式会社

オープンラボ熊本　構成企業紹介（熊本銀行以外）

※HP等の情報より

嘉麻市

明治通りを通行する人が立ち寄るマルシェ

天神ヨルシェのイベントの様子

　
天
神
都
心
部
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
利
活
用
を
目
指
し
た
実
証
実

験
イ
ベ
ン
ト「
天
神
明
治
通
り
テ
ラ

ス
」を
福
岡
市
・
天
神
エ
リ
ア
の
街
づ

く
り
を
推
進
す
る「
天
神
明
治
通

り
街
づ
く
り
協
議
会
」、「
Ｗｅ 

Ｌｏ

ｖ
ｅ
天
神
協
議
会
」主
催
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
福
岡
銀
行
地
域
共
創
部
で
は
、

ふ
く
ぎ
ん
本
店
広
場
を
イ
ベ
ン
ト
会

場
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
、本
イ
ベ
ン

ト
へ
の
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、天
神
地
区
は
、「
天
神
ビ
ッ

グ
バ
ン
」に
よ
り
各
所
で
ビ
ル
の
建
替

え
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、地
上
や

地
下
に
テ
ナ
ン
ト
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
が
増
え
、将
来
的
な
就
業
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。今
回
の

実
証
実
験
イ
ベ
ン
ト
は
、天
神
ビ
ッ
グ

バ
ン
の
期
待
感
醸
成
と
あ
わ
せ
て
、

都
心
部
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

（
※
）に
対
応
し
た
空
間
創
出
や
、

今
後
増
加
す
る
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー

の
新
し
い
働
き
方
の
提
案
を
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ふ
く
ぎ
ん
本
店
広
場
で
は
、一
部

エ
リ
ア
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
や
電
源
を

整
備
し
、快
適
な
ビ
ジ
ネ
ス
空
間
の

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、一
日
の

シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
マ
ル
シ
ェ（
朝
食
、

ラ
ン
チ
、生
鮮
品
等
）の
出
店
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
実
証
実
験
で
は
九

州
大
学
大
学
院
と
の
連
携
で
、定
点

カ
メ
ラ
と
Ａ
Ｉ
画
像
解
析
技
術
を
用

い
、各
催
し
が
利
用
人
数
や
滞
留
に

対
し
て
ど
の
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
し

た
か
把
握
し
分
析
を
行
い
、今
後
の

持
続
的
な
取
組
や
、配
置
の
最
適
化

等
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
域
活
性
化

や
地
元
事
業
者
の
販
路
拡
大
な
ど
、

お
取
引
先
の
本
業
支
援
に
資
す
る

様
々
な
活
動
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

Topics of the month

3

天神都心部における
オープンスペースの利活用を目指して
「天神明治通りテラス」を開催しました！
2022年11月7日（月）～18日（金）に「ふくぎん本店広場」と「天神ビジネスセンター」で、
アフターコロナ時代におけるオープンスペースの有効活用を見据えた実証実験イベント
が開催されました。

■ 各会場の催し

【食品物販店】
・朝ごぱんマルシェ ・彩ランチ
・県産品マルシェ ・天神ヨルシェ

【交流スペース】
・ビジネスに関連したイベントの
開催
・ボードゲームの貸し出し

・「ダ・ボッチャーノ天神（イタリア
料理）」店舗前に特設テラス席
を整備

・「パタゴニア福岡」の食品コレク
ションPROVISIONSの展示

会場 開催内容

天
神
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

1
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

ふ
く
ぎ
ん

本
店
広
場

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

（※）ニューノーマルとは、“New（新しい）”と
“Normal（常態）”をかけ合わせた言葉。
近年では、コロナ禍における新しい生活
様式や働き方などのことを指す言葉とし
て用いられている。
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取組み事例はこちら
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地域経済の活性化に取組んでいます
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し
分
析
を
行
い
、今
後
の

持
続
的
な
取
組
や
、配
置
の
最
適
化

等
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
域
活
性
化

や
地
元
事
業
者
の
販
路
拡
大
な
ど
、

お
取
引
先
の
本
業
支
援
に
資
す
る

様
々
な
活
動
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

Topics of the month

3

天神都心部における
オープンスペースの利活用を目指して
「天神明治通りテラス」を開催しました！
2022年11月7日（月）～18日（金）に「ふくぎん本店広場」と「天神ビジネスセンター」で、
アフターコロナ時代におけるオープンスペースの有効活用を見据えた実証実験イベント
が開催されました。

■ 各会場の催し

【食品物販店】
・朝ごぱんマルシェ ・彩ランチ
・県産品マルシェ ・天神ヨルシェ

【交流スペース】
・ビジネスに関連したイベントの
開催
・ボードゲームの貸し出し

・「ダ・ボッチャーノ天神（イタリア
料理）」店舗前に特設テラス席
を整備

・「パタゴニア福岡」の食品コレク
ションPROVISIONSの展示

会場 開催内容

天
神
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

1
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

ふ
く
ぎ
ん

本
店
広
場

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

（※）ニューノーマルとは、“New（新しい）”と
“Normal（常態）”をかけ合わせた言葉。
近年では、コロナ禍における新しい生活
様式や働き方などのことを指す言葉とし
て用いられている。
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昔の福原材木店の外観 昔の木材市場での競りの様子

特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
ヤ
ハ
タ
コ
コ
」を
オ
ー
プ
ン

　
今
回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
計
画
は
２
０
１
７
年

か
ら
構
想
を
進
め
、２
０
１
９
年
に
建
築
業
界
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
地
域
の
人
が
気
軽
に
意
見
を
出
し
合

え
る
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
な
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、ト
レ
ー
ラ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
な
が
ら

意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、２
０
１
９
年
の
夏

と
秋
の
２
回
、地
域
と
街
を
つ
な
ぐ「
お
う
ち
カ
フ
ェ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
当
社
の
駐
車
場
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振

舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、地
域
の
人
の
様
々
な
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。そ
の

中
に
、「
こ
の
あ
た
り
に
は
コ
ー
ヒ
ー
屋
が
な
い
か
ら

お
店
を
開
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、そ
れ
は
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が

な
い
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
人
が
集
ま
れ
る
材
木

屋
ら
し
い
箱
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
材
木
屋
ら
し
い
箱
の
提
供
を
考
え
た
背
景
に
は
、

幼
い
こ
ろ
に
見
て
き
た
当
社
の
加
工
場
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
は
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
加
工
場

で
、大
工
が
か
ん
な鉋
が
け
や
ド
ラ
ム
缶
に
火
を
焚
い
て
木

を
叩
き
、棟
上
げ
の
材
料
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

こ
に
家
を
建
て
た
い
地
域
の
人
が
柱
を
探
し
に
や
っ

て
く
る
の
で
す
が
、そ
こ
で
大
工
と
巡
り
合
い
、要
望

を
話
し
て
い
く
過
程
で
家
を
建
て
る
約
束
を
取
り
決

め
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、商
売
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
こ
の
光
景
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
て
、加
工
場
と

い
う
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
空
間
で
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

や
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
の
商
売
が
自
然
に
成
り
立
っ
て
い
た
時
代

で
し
た
。

　
北
九
州
市
八
幡
地
区
。１
９
０
１
年
に

官
営
八
幡
製
鐵
所
の
創
業
と
共
に
全
国
か

ら
働
き
手
が
集
ま
り
、「
鉄
の
町
」と
し
て

発
展
を
し
て
き
ま
し
た
。働
き
手
と
家
族
が

移
り
住
み
、多
く
の
家
が
建
ち
、こ
の
街
の

材
木
屋
に
は「
家
を
建
て
る
た
め
」、「
大
工

を
探
す
た
め
」、「
材
料
を
選
ぶ
た
め
」、地

域
の
人
々
が
情
報
を
共
有
す
る
場
と
し
て

足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
八
幡
の
地
で
創
業
１
３
１
年
を
迎

え
る
株
式
会
社
福
原
材
木
店
で
は
、昔
な

が
ら
の
材
木
店
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

２
０
２
２
年
11
月
22
日
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
ヤ
ハ
タ
コ
コ
」を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
バ
リ
ス
タ
の
経
験
を
持
ち
、店
内
で
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
焙
煎
も
行
う
福
原
常
務
取
締
役

に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
す

本
事
業
へ
の
想
い
を
伺
い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

現
代
に
蘇
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

　
２
０
２
２
年
11
月
22
日
、い
い
夫
婦
の
日
に「
八
幡

の
ま
ち
の
コ
コ
に
集
う
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、屋

号
を「
ヤ
ハ
タ
コ
コ（
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）」と
し

た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。自
家

焙
煎
の
こ
だ
わ
り
の
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、

「
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
は
、地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
モ
ノ・コ
ト・ヒ
ト
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
べ
く
、３
つ
の
運
営
事
業
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
一つ
目
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
を
自
家
焙
煎
す

る
焙
煎
室
と
、憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
カ
フ
ェ
を
習
慣

に
す
る
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
。こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

に
人
が
集
ま
り
、そ
こ
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、焙
煎
か
ら
こ
だ
わ
っ
た

特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
で
は
、雑
貨
や
食

材
な
ど
、ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の
商
品

　
し
か
し
、現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
人
と
人
が

リ
ア
ル
で
会
う
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
影
響
も
あ
り
、昔
な
が
ら
の
人
が
集
ま
れ
る

空
間
が
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
、材
木
屋
が
そ
の
空
間

を
作
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う
使
命
感
か
ら
今

回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　
２
０
１
７
年
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
構
想
を
進
め

す
ぐ
に
で
も
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
で

事
業
計
画
が
思
う
よ
う
に
進
行
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。当
初
の
計
画
で
は
、本
事
業
の
中
心
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
新
築
物
件
で
の
経
営
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
を
再

検
討
し
て
い
る
期
間
に
、本
社
か
ら
斜
め
前
に
あ
る

旧
保
険
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
売
り
に
出
た
の
で

す
。そ
れ
を
知
っ
た
私
は
す
ぐ
に
購
入
の
決
断
を
し

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま

を
多
数
陳
列
し
販
売
す
る
、日
々
新
し
い
こ
と
を
追

求
し
て
い
く
焙
煎
&
カ
フ
ェ
提
供
ブ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
が
、起
業
家
が
多
い
北
九
州
市
で
新
た
な

挑
戦
を
す
る
人
を
後
押
し
す
る
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン・

シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
で
す
。こ
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
で
は
開
業

を
目
指
す
方
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
で

き
る
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
は
、作
り
手
と
買
い
手
が
フ
ラ

ン
ク
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
肘
を
置
け
る
高
さ
の

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
生
ま
れ
た

会
話
を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
の

が
目
的
で
す
が
、そ
こ
で
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に

持
ち
、落
ち
着
い
た
空
間
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代・年
配
の
方・留
学
生
な
ど
、幅
広
く
地

域
の
方
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と

し
て
店
舗
を
改
装
し
て

い
く
中
で
一
番
こ
だ
わ
っ

た
の
は「
縁
側
」で
す
。

　
縁
側
の
魅
力
と
い
う

の
は
中
と
外
の
空
間
を

遮
る
壁
が
な
い
こ
と
で

す
。昔
な
が
ら
の
平
屋
の

家
で
は
縁
側
に
座
っ
て
い

る
と
隣
の
家
の
人
が
話

し
か
け
て
き
て
会
話
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。家

の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
で
あ
る
壁
が
な
い
縁

側
が
地
域
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
で
は
、店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し

て
大
き
な
窓
を
設
置
し
て
お
り
、こ
こ
が
縁
側
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。こ
の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
の
こ
と
を
建
築
用
語
で「
ホ
ワ
イ
エ
」と
い
い
、私
が

一
番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、こ
の
考
え
方
は
当

社
の
建
築
部
門「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ム
」の
建
築・リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ワ
イ
エ
と
い
う
空
間
が
あ
る
こ
と
で
店
内

の
様
子
が
分
か
り
、入
り
や
す
さ
が
格
段
に
上
が
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
に
訪
れ
る
人
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
広
げ
、商
売
に
つ
な
げ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。コ
コ
に
来
れ
ば
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、そ
れ

が
訪
れ
る
人
の
生
活
の
中
で
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
よ
う

な
空
間
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
コ
コ
に
集
合
ね
」「
コ
コ
で
待
っ
て
て
」「
コ
コ
に
行

こ
う
」そ
ん
な
声
が
こ
の
八
幡
の
ま
ち
に
溢
れ
、人
と

人
、地
域
と
人
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
、老
舗
材
木
店

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
。そ
ん
な
時
に
、知
人
か
ら
事
業
再
構
築
補
助

金
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
再
構
築
補
助
金
は
、福
岡
銀
行
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
丁
度
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
申

請
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
開
業
を
目
的
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
方
に
は
、建
設
面
で
の
支
援
、金
融
機
関
や
保

険
の
紹
介
、共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
開
業
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う

方
の
募
集
を
拡
大
し
、地
域
を
超
え
た
多
く
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
が
、店
舗
2
階
に
設
置
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
で
す
。こ
こ
で
は
習
い
事
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
、作

家
の
作
品
展
示
や
町
内
会
議
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
種

多
様
な
利
用
方
法
を
準
備
し
て
お
り
、子
供・学
生・

Kitakyushu
地域と共生するＦＦＧ 地域と共生するＦＦＧ

株式会社 福原材木店

常務取締役　福原 功夫 氏
取引店：福岡銀行 八幡支店

ふく  はら　 いさ　お

ふくはらざいもくてん

コミュニティカフェ
プロジェクト
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特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
ヤ
ハ
タ
コ
コ
」を
オ
ー
プ
ン

　
今
回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
計
画
は
２
０
１
７
年

か
ら
構
想
を
進
め
、２
０
１
９
年
に
建
築
業
界
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
地
域
の
人
が
気
軽
に
意
見
を
出
し
合

え
る
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
な
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、ト
レ
ー
ラ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
な
が
ら

意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、２
０
１
９
年
の
夏

と
秋
の
２
回
、地
域
と
街
を
つ
な
ぐ「
お
う
ち
カ
フ
ェ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
当
社
の
駐
車
場
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振

舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、地
域
の
人
の
様
々
な
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。そ
の

中
に
、「
こ
の
あ
た
り
に
は
コ
ー
ヒ
ー
屋
が
な
い
か
ら

お
店
を
開
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、そ
れ
は
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が

な
い
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
人
が
集
ま
れ
る
材
木

屋
ら
し
い
箱
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
材
木
屋
ら
し
い
箱
の
提
供
を
考
え
た
背
景
に
は
、

幼
い
こ
ろ
に
見
て
き
た
当
社
の
加
工
場
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
は
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
加
工
場

で
、大
工
が
か
ん
な鉋
が
け
や
ド
ラ
ム
缶
に
火
を
焚
い
て
木

を
叩
き
、棟
上
げ
の
材
料
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

こ
に
家
を
建
て
た
い
地
域
の
人
が
柱
を
探
し
に
や
っ

て
く
る
の
で
す
が
、そ
こ
で
大
工
と
巡
り
合
い
、要
望

を
話
し
て
い
く
過
程
で
家
を
建
て
る
約
束
を
取
り
決

め
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、商
売
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
こ
の
光
景
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
て
、加
工
場
と

い
う
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
空
間
で
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

や
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
の
商
売
が
自
然
に
成
り
立
っ
て
い
た
時
代

で
し
た
。

　
北
九
州
市
八
幡
地
区
。１
９
０
１
年
に

官
営
八
幡
製
鐵
所
の
創
業
と
共
に
全
国
か

ら
働
き
手
が
集
ま
り
、「
鉄
の
町
」と
し
て

発
展
を
し
て
き
ま
し
た
。働
き
手
と
家
族
が

移
り
住
み
、多
く
の
家
が
建
ち
、こ
の
街
の

材
木
屋
に
は「
家
を
建
て
る
た
め
」、「
大
工

を
探
す
た
め
」、「
材
料
を
選
ぶ
た
め
」、地

域
の
人
々
が
情
報
を
共
有
す
る
場
と
し
て

足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
八
幡
の
地
で
創
業
１
３
１
年
を
迎

え
る
株
式
会
社
福
原
材
木
店
で
は
、昔
な

が
ら
の
材
木
店
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

２
０
２
２
年
11
月
22
日
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
ヤ
ハ
タ
コ
コ
」を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
バ
リ
ス
タ
の
経
験
を
持
ち
、店
内
で
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
焙
煎
も
行
う
福
原
常
務
取
締
役

に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
す

本
事
業
へ
の
想
い
を
伺
い
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

現
代
に
蘇
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

　
２
０
２
２
年
11
月
22
日
、い
い
夫
婦
の
日
に「
八
幡

の
ま
ち
の
コ
コ
に
集
う
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、屋

号
を「
ヤ
ハ
タ
コ
コ（
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）」と
し

た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。自
家

焙
煎
の
こ
だ
わ
り
の
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、

「
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
は
、地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
モ
ノ・コ
ト・ヒ
ト
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
べ
く
、３
つ
の
運
営
事
業
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
一つ
目
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
を
自
家
焙
煎
す

る
焙
煎
室
と
、憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
カ
フ
ェ
を
習
慣

に
す
る
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
。こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

に
人
が
集
ま
り
、そ
こ
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、焙
煎
か
ら
こ
だ
わ
っ
た

特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
で
は
、雑
貨
や
食

材
な
ど
、ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の
商
品

　
し
か
し
、現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
人
と
人
が

リ
ア
ル
で
会
う
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
影
響
も
あ
り
、昔
な
が
ら
の
人
が
集
ま
れ
る

空
間
が
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
、材
木
屋
が
そ
の
空
間

を
作
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う
使
命
感
か
ら
今

回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　
２
０
１
７
年
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
構
想
を
進
め

す
ぐ
に
で
も
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
で

事
業
計
画
が
思
う
よ
う
に
進
行
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。当
初
の
計
画
で
は
、本
事
業
の
中
心
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
新
築
物
件
で
の
経
営
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
を
再

検
討
し
て
い
る
期
間
に
、本
社
か
ら
斜
め
前
に
あ
る

旧
保
険
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
売
り
に
出
た
の
で

す
。そ
れ
を
知
っ
た
私
は
す
ぐ
に
購
入
の
決
断
を
し

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま

を
多
数
陳
列
し
販
売
す
る
、日
々
新
し
い
こ
と
を
追

求
し
て
い
く
焙
煎
&
カ
フ
ェ
提
供
ブ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
が
、起
業
家
が
多
い
北
九
州
市
で
新
た
な

挑
戦
を
す
る
人
を
後
押
し
す
る
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン・

シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
で
す
。こ
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
で
は
開
業

を
目
指
す
方
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
で

き
る
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
は
、作
り
手
と
買
い
手
が
フ
ラ

ン
ク
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
肘
を
置
け
る
高
さ
の

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
生
ま
れ
た

会
話
を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
の

が
目
的
で
す
が
、そ
こ
で
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に

持
ち
、落
ち
着
い
た
空
間
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代・年
配
の
方・留
学
生
な
ど
、幅
広
く
地

域
の
方
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と

し
て
店
舗
を
改
装
し
て

い
く
中
で
一
番
こ
だ
わ
っ

た
の
は「
縁
側
」で
す
。

　
縁
側
の
魅
力
と
い
う

の
は
中
と
外
の
空
間
を

遮
る
壁
が
な
い
こ
と
で

す
。昔
な
が
ら
の
平
屋
の

家
で
は
縁
側
に
座
っ
て
い

る
と
隣
の
家
の
人
が
話

し
か
け
て
き
て
会
話
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。家

の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
で
あ
る
壁
が
な
い
縁

側
が
地
域
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
で
は
、店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し

て
大
き
な
窓
を
設
置
し
て
お
り
、こ
こ
が
縁
側
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。こ
の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
の
こ
と
を
建
築
用
語
で「
ホ
ワ
イ
エ
」と
い
い
、私
が

一
番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、こ
の
考
え
方
は
当

社
の
建
築
部
門「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ム
」の
建
築・リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ワ
イ
エ
と
い
う
空
間
が
あ
る
こ
と
で
店
内

の
様
子
が
分
か
り
、入
り
や
す
さ
が
格
段
に
上
が
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
に
訪
れ
る
人
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
広
げ
、商
売
に
つ
な
げ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。コ
コ
に
来
れ
ば
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、そ
れ

が
訪
れ
る
人
の
生
活
の
中
で
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
よ
う

な
空
間
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
コ
コ
に
集
合
ね
」「
コ
コ
で
待
っ
て
て
」「
コ
コ
に
行

こ
う
」そ
ん
な
声
が
こ
の
八
幡
の
ま
ち
に
溢
れ
、人
と

人
、地
域
と
人
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
、老
舗
材
木
店

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
。そ
ん
な
時
に
、知
人
か
ら
事
業
再
構
築
補
助

金
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
再
構
築
補
助
金
は
、福
岡
銀
行
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
丁
度
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
申

請
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
開
業
を
目
的
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
方
に
は
、建
設
面
で
の
支
援
、金
融
機
関
や
保

険
の
紹
介
、共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
開
業
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う

方
の
募
集
を
拡
大
し
、地
域
を
超
え
た
多
く
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
が
、店
舗
2
階
に
設
置
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
で
す
。こ
こ
で
は
習
い
事
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
、作

家
の
作
品
展
示
や
町
内
会
議
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
種

多
様
な
利
用
方
法
を
準
備
し
て
お
り
、子
供・学
生・
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店舗2階のコミュニティスペース

焙煎室でコーヒー豆の焙煎をする福原常務

店内を見渡すことができるシェアキッチン コーヒースタンドとシェアスペース 焙煎されたコーヒー豆

　
今
回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
計
画
は
２
０
１
７
年

か
ら
構
想
を
進
め
、２
０
１
９
年
に
建
築
業
界
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
地
域
の
人
が
気
軽
に
意
見
を
出
し
合

え
る
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
な
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、ト
レ
ー
ラ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
な
が
ら

意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、２
０
１
９
年
の
夏

と
秋
の
２
回
、地
域
と
街
を
つ
な
ぐ「
お
う
ち
カ
フ
ェ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
当
社
の
駐
車
場
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振

舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、地
域
の
人
の
様
々
な
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。そ
の

中
に
、「
こ
の
あ
た
り
に
は
コ
ー
ヒ
ー
屋
が
な
い
か
ら

お
店
を
開
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、そ
れ
は
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が

な
い
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
人
が
集
ま
れ
る
材
木

屋
ら
し
い
箱
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
材
木
屋
ら
し
い
箱
の
提
供
を
考
え
た
背
景
に
は
、

幼
い
こ
ろ
に
見
て
き
た
当
社
の
加
工
場
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
は
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
加
工
場

で
、大
工
が
か
ん
な鉋
が
け
や
ド
ラ
ム
缶
に
火
を
焚
い
て
木

を
叩
き
、棟
上
げ
の
材
料
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

こ
に
家
を
建
て
た
い
地
域
の
人
が
柱
を
探
し
に
や
っ

て
く
る
の
で
す
が
、そ
こ
で
大
工
と
巡
り
合
い
、要
望

を
話
し
て
い
く
過
程
で
家
を
建
て
る
約
束
を
取
り
決

め
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、商
売
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
こ
の
光
景
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
て
、加
工
場
と

い
う
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
空
間
で
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

や
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
の
商
売
が
自
然
に
成
り
立
っ
て
い
た
時
代

で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
11
月
22
日
、い
い
夫
婦
の
日
に「
八
幡

の
ま
ち
の
コ
コ
に
集
う
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、屋

号
を「
ヤ
ハ
タ
コ
コ（
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）」と
し

た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。自
家

焙
煎
の
こ
だ
わ
り
の
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、

「
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
は
、地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
モ
ノ・コ
ト・ヒ
ト
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
べ
く
、３
つ
の
運
営
事
業
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
一つ
目
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
を
自
家
焙
煎
す

る
焙
煎
室
と
、憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
カ
フ
ェ
を
習
慣

に
す
る
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
。こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

に
人
が
集
ま
り
、そ
こ
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、焙
煎
か
ら
こ
だ
わ
っ
た

特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
で
は
、雑
貨
や
食

材
な
ど
、ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の
商
品

　
し
か
し
、現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
人
と
人
が

リ
ア
ル
で
会
う
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
影
響
も
あ
り
、昔
な
が
ら
の
人
が
集
ま
れ
る

空
間
が
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
、材
木
屋
が
そ
の
空
間

を
作
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う
使
命
感
か
ら
今

回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　
２
０
１
７
年
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
構
想
を
進
め

す
ぐ
に
で
も
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
で

事
業
計
画
が
思
う
よ
う
に
進
行
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。当
初
の
計
画
で
は
、本
事
業
の
中
心
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
新
築
物
件
で
の
経
営
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
を
再

検
討
し
て
い
る
期
間
に
、本
社
か
ら
斜
め
前
に
あ
る

旧
保
険
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
売
り
に
出
た
の
で

す
。そ
れ
を
知
っ
た
私
は
す
ぐ
に
購
入
の
決
断
を
し

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま

を
多
数
陳
列
し
販
売
す
る
、日
々
新
し
い
こ
と
を
追

求
し
て
い
く
焙
煎
&
カ
フ
ェ
提
供
ブ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
が
、起
業
家
が
多
い
北
九
州
市
で
新
た
な

挑
戦
を
す
る
人
を
後
押
し
す
る
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン・

シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
で
す
。こ
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
で
は
開
業

を
目
指
す
方
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
で

き
る
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
は
、作
り
手
と
買
い
手
が
フ
ラ

ン
ク
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
肘
を
置
け
る
高
さ
の

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
生
ま
れ
た

会
話
を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
の

が
目
的
で
す
が
、そ
こ
で
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に

持
ち
、落
ち
着
い
た
空
間
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代・年
配
の
方・留
学
生
な
ど
、幅
広
く
地

域
の
方
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と

し
て
店
舗
を
改
装
し
て

い
く
中
で
一
番
こ
だ
わ
っ

た
の
は「
縁
側
」で
す
。

　
縁
側
の
魅
力
と
い
う

の
は
中
と
外
の
空
間
を

遮
る
壁
が
な
い
こ
と
で

す
。昔
な
が
ら
の
平
屋
の

家
で
は
縁
側
に
座
っ
て
い

る
と
隣
の
家
の
人
が
話

し
か
け
て
き
て
会
話
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。家

の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
で
あ
る
壁
が
な
い
縁

側
が
地
域
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
で
は
、店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し

て
大
き
な
窓
を
設
置
し
て
お
り
、こ
こ
が
縁
側
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。こ
の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
の
こ
と
を
建
築
用
語
で「
ホ
ワ
イ
エ
」と
い
い
、私
が

一
番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、こ
の
考
え
方
は
当

社
の
建
築
部
門「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ム
」の
建
築・リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ワ
イ
エ
と
い
う
空
間
が
あ
る
こ
と
で
店
内

の
様
子
が
分
か
り
、入
り
や
す
さ
が
格
段
に
上
が
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
に
訪
れ
る
人
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
広
げ
、商
売
に
つ
な
げ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。コ
コ
に
来
れ
ば
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、そ
れ

が
訪
れ
る
人
の
生
活
の
中
で
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
よ
う

な
空
間
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
コ
コ
に
集
合
ね
」「
コ
コ
で
待
っ
て
て
」「
コ
コ
に
行

こ
う
」そ
ん
な
声
が
こ
の
八
幡
の
ま
ち
に
溢
れ
、人
と

人
、地
域
と
人
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
、老
舗
材
木
店

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
。そ
ん
な
時
に
、知
人
か
ら
事
業
再
構
築
補
助

金
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
再
構
築
補
助
金
は
、福
岡
銀
行
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
丁
度
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
申

請
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
開
業
を
目
的
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
方
に
は
、建
設
面
で
の
支
援
、金
融
機
関
や
保

険
の
紹
介
、共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
開
業
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う

方
の
募
集
を
拡
大
し
、地
域
を
超
え
た
多
く
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
が
、店
舗
2
階
に
設
置
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
で
す
。こ
こ
で
は
習
い
事
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
、作

家
の
作
品
展
示
や
町
内
会
議
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
種

多
様
な
利
用
方
法
を
準
備
し
て
お
り
、子
供・学
生・

コ
ロ
ナ
禍
が
事
業
計
画
を

見
直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
り

魅
力
的
な
物
件
と
出
会
う

街
を
歩
く
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る

空
間
と
し
て
人
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン

地域と共生するＦＦＧ
Kitakyushu

内覧会の様子（右から福原常務、福岡銀行占野監査役（八幡支店 元支店長）、福田支店長）
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店舗2階のコミュニティスペース

焙煎室でコーヒー豆の焙煎をする福原常務

店内を見渡すことができるシェアキッチン コーヒースタンドとシェアスペース 焙煎されたコーヒー豆

　
今
回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
計
画
は
２
０
１
７
年

か
ら
構
想
を
進
め
、２
０
１
９
年
に
建
築
業
界
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
地
域
の
人
が
気
軽
に
意
見
を
出
し
合

え
る
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
な
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、ト
レ
ー
ラ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
な
が
ら

意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、２
０
１
９
年
の
夏

と
秋
の
２
回
、地
域
と
街
を
つ
な
ぐ「
お
う
ち
カ
フ
ェ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
当
社
の
駐
車
場
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振

舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、地
域
の
人
の
様
々
な
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。そ
の

中
に
、「
こ
の
あ
た
り
に
は
コ
ー
ヒ
ー
屋
が
な
い
か
ら

お
店
を
開
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、そ
れ
は
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が

な
い
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
人
が
集
ま
れ
る
材
木

屋
ら
し
い
箱
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
材
木
屋
ら
し
い
箱
の
提
供
を
考
え
た
背
景
に
は
、

幼
い
こ
ろ
に
見
て
き
た
当
社
の
加
工
場
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
は
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
加
工
場

で
、大
工
が
か
ん
な鉋
が
け
や
ド
ラ
ム
缶
に
火
を
焚
い
て
木

を
叩
き
、棟
上
げ
の
材
料
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

こ
に
家
を
建
て
た
い
地
域
の
人
が
柱
を
探
し
に
や
っ

て
く
る
の
で
す
が
、そ
こ
で
大
工
と
巡
り
合
い
、要
望

を
話
し
て
い
く
過
程
で
家
を
建
て
る
約
束
を
取
り
決

め
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、商
売
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
こ
の
光
景
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
て
、加
工
場
と

い
う
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
空
間
で
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

や
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
の
商
売
が
自
然
に
成
り
立
っ
て
い
た
時
代

で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
11
月
22
日
、い
い
夫
婦
の
日
に「
八
幡

の
ま
ち
の
コ
コ
に
集
う
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、屋

号
を「
ヤ
ハ
タ
コ
コ（
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）」と
し

た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。自
家

焙
煎
の
こ
だ
わ
り
の
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、

「
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
は
、地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
モ
ノ・コ
ト・ヒ
ト
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
べ
く
、３
つ
の
運
営
事
業
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
一つ
目
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
を
自
家
焙
煎
す

る
焙
煎
室
と
、憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
カ
フ
ェ
を
習
慣

に
す
る
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
。こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

に
人
が
集
ま
り
、そ
こ
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、焙
煎
か
ら
こ
だ
わ
っ
た

特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
で
は
、雑
貨
や
食

材
な
ど
、ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の
商
品

　
し
か
し
、現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
人
と
人
が

リ
ア
ル
で
会
う
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
影
響
も
あ
り
、昔
な
が
ら
の
人
が
集
ま
れ
る

空
間
が
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
、材
木
屋
が
そ
の
空
間

を
作
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う
使
命
感
か
ら
今

回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　
２
０
１
７
年
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
構
想
を
進
め

す
ぐ
に
で
も
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
で

事
業
計
画
が
思
う
よ
う
に
進
行
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。当
初
の
計
画
で
は
、本
事
業
の
中
心
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
新
築
物
件
で
の
経
営
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
を
再

検
討
し
て
い
る
期
間
に
、本
社
か
ら
斜
め
前
に
あ
る

旧
保
険
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
売
り
に
出
た
の
で

す
。そ
れ
を
知
っ
た
私
は
す
ぐ
に
購
入
の
決
断
を
し

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま

を
多
数
陳
列
し
販
売
す
る
、日
々
新
し
い
こ
と
を
追

求
し
て
い
く
焙
煎
&
カ
フ
ェ
提
供
ブ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
が
、起
業
家
が
多
い
北
九
州
市
で
新
た
な

挑
戦
を
す
る
人
を
後
押
し
す
る
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン・

シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
で
す
。こ
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
で
は
開
業

を
目
指
す
方
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
で

き
る
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
は
、作
り
手
と
買
い
手
が
フ
ラ

ン
ク
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
肘
を
置
け
る
高
さ
の

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
生
ま
れ
た

会
話
を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
の

が
目
的
で
す
が
、そ
こ
で
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に

持
ち
、落
ち
着
い
た
空
間
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代・年
配
の
方・留
学
生
な
ど
、幅
広
く
地

域
の
方
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と

し
て
店
舗
を
改
装
し
て

い
く
中
で
一
番
こ
だ
わ
っ

た
の
は「
縁
側
」で
す
。

　
縁
側
の
魅
力
と
い
う

の
は
中
と
外
の
空
間
を

遮
る
壁
が
な
い
こ
と
で

す
。昔
な
が
ら
の
平
屋
の

家
で
は
縁
側
に
座
っ
て
い

る
と
隣
の
家
の
人
が
話

し
か
け
て
き
て
会
話
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。家

の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
で
あ
る
壁
が
な
い
縁

側
が
地
域
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
で
は
、店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し

て
大
き
な
窓
を
設
置
し
て
お
り
、こ
こ
が
縁
側
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。こ
の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
の
こ
と
を
建
築
用
語
で「
ホ
ワ
イ
エ
」と
い
い
、私
が

一
番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、こ
の
考
え
方
は
当

社
の
建
築
部
門「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ム
」の
建
築・リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ワ
イ
エ
と
い
う
空
間
が
あ
る
こ
と
で
店
内

の
様
子
が
分
か
り
、入
り
や
す
さ
が
格
段
に
上
が
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
に
訪
れ
る
人
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
広
げ
、商
売
に
つ
な
げ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。コ
コ
に
来
れ
ば
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、そ
れ

が
訪
れ
る
人
の
生
活
の
中
で
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
よ
う

な
空
間
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
コ
コ
に
集
合
ね
」「
コ
コ
で
待
っ
て
て
」「
コ
コ
に
行

こ
う
」そ
ん
な
声
が
こ
の
八
幡
の
ま
ち
に
溢
れ
、人
と

人
、地
域
と
人
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
、老
舗
材
木
店

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
。そ
ん
な
時
に
、知
人
か
ら
事
業
再
構
築
補
助

金
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
再
構
築
補
助
金
は
、福
岡
銀
行
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
丁
度
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
申

請
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
開
業
を
目
的
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
方
に
は
、建
設
面
で
の
支
援
、金
融
機
関
や
保

険
の
紹
介
、共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
開
業
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う

方
の
募
集
を
拡
大
し
、地
域
を
超
え
た
多
く
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
が
、店
舗
2
階
に
設
置
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
で
す
。こ
こ
で
は
習
い
事
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
、作

家
の
作
品
展
示
や
町
内
会
議
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
種

多
様
な
利
用
方
法
を
準
備
し
て
お
り
、子
供・学
生・

コ
ロ
ナ
禍
が
事
業
計
画
を

見
直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
り

魅
力
的
な
物
件
と
出
会
う

街
を
歩
く
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る

空
間
と
し
て
人
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン

地域と共生するＦＦＧ
Kitakyushu

内覧会の様子（右から福原常務、福岡銀行占野監査役（八幡支店 元支店長）、福田支店長）
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今
回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
計
画
は
２
０
１
７
年

か
ら
構
想
を
進
め
、２
０
１
９
年
に
建
築
業
界
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
地
域
の
人
が
気
軽
に
意
見
を
出
し
合

え
る
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
な
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、ト
レ
ー
ラ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
な
が
ら

意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、２
０
１
９
年
の
夏

と
秋
の
２
回
、地
域
と
街
を
つ
な
ぐ「
お
う
ち
カ
フ
ェ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
当
社
の
駐
車
場
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振

舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、地
域
の
人
の
様
々
な
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。そ
の

中
に
、「
こ
の
あ
た
り
に
は
コ
ー
ヒ
ー
屋
が
な
い
か
ら

お
店
を
開
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、そ
れ
は
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が

な
い
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
人
が
集
ま
れ
る
材
木

屋
ら
し
い
箱
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
材
木
屋
ら
し
い
箱
の
提
供
を
考
え
た
背
景
に
は
、

幼
い
こ
ろ
に
見
て
き
た
当
社
の
加
工
場
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
は
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
加
工
場

で
、大
工
が
か
ん
な鉋
が
け
や
ド
ラ
ム
缶
に
火
を
焚
い
て
木

を
叩
き
、棟
上
げ
の
材
料
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

こ
に
家
を
建
て
た
い
地
域
の
人
が
柱
を
探
し
に
や
っ

て
く
る
の
で
す
が
、そ
こ
で
大
工
と
巡
り
合
い
、要
望

を
話
し
て
い
く
過
程
で
家
を
建
て
る
約
束
を
取
り
決

め
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、商
売
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
こ
の
光
景
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
て
、加
工
場
と

い
う
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
空
間
で
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

や
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
の
商
売
が
自
然
に
成
り
立
っ
て
い
た
時
代

で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
11
月
22
日
、い
い
夫
婦
の
日
に「
八
幡

の
ま
ち
の
コ
コ
に
集
う
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、屋

号
を「
ヤ
ハ
タ
コ
コ（
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）」と
し

た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。自
家

焙
煎
の
こ
だ
わ
り
の
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、

「
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
は
、地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
モ
ノ・コ
ト・ヒ
ト
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
べ
く
、３
つ
の
運
営
事
業
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
一つ
目
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
を
自
家
焙
煎
す

る
焙
煎
室
と
、憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
カ
フ
ェ
を
習
慣

に
す
る
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
。こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

に
人
が
集
ま
り
、そ
こ
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、焙
煎
か
ら
こ
だ
わ
っ
た

特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
で
は
、雑
貨
や
食

材
な
ど
、ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の
商
品

　
し
か
し
、現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
人
と
人
が

リ
ア
ル
で
会
う
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
影
響
も
あ
り
、昔
な
が
ら
の
人
が
集
ま
れ
る

空
間
が
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
、材
木
屋
が
そ
の
空
間

を
作
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う
使
命
感
か
ら
今

回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　
２
０
１
７
年
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
構
想
を
進
め

す
ぐ
に
で
も
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
で

事
業
計
画
が
思
う
よ
う
に
進
行
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。当
初
の
計
画
で
は
、本
事
業
の
中
心
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
新
築
物
件
で
の
経
営
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
を
再

検
討
し
て
い
る
期
間
に
、本
社
か
ら
斜
め
前
に
あ
る

旧
保
険
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
売
り
に
出
た
の
で

す
。そ
れ
を
知
っ
た
私
は
す
ぐ
に
購
入
の
決
断
を
し

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま

を
多
数
陳
列
し
販
売
す
る
、日
々
新
し
い
こ
と
を
追

求
し
て
い
く
焙
煎
&
カ
フ
ェ
提
供
ブ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
が
、起
業
家
が
多
い
北
九
州
市
で
新
た
な

挑
戦
を
す
る
人
を
後
押
し
す
る
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン・

シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
で
す
。こ
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
で
は
開
業

を
目
指
す
方
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
で

き
る
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
は
、作
り
手
と
買
い
手
が
フ
ラ

ン
ク
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
肘
を
置
け
る
高
さ
の

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
生
ま
れ
た

会
話
を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
の

が
目
的
で
す
が
、そ
こ
で
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に

持
ち
、落
ち
着
い
た
空
間
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代・年
配
の
方・留
学
生
な
ど
、幅
広
く
地

域
の
方
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と

し
て
店
舗
を
改
装
し
て

い
く
中
で
一
番
こ
だ
わ
っ

た
の
は「
縁
側
」で
す
。

　
縁
側
の
魅
力
と
い
う

の
は
中
と
外
の
空
間
を

遮
る
壁
が
な
い
こ
と
で

す
。昔
な
が
ら
の
平
屋
の

家
で
は
縁
側
に
座
っ
て
い

る
と
隣
の
家
の
人
が
話

し
か
け
て
き
て
会
話
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。家

の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
で
あ
る
壁
が
な
い
縁

側
が
地
域
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
で
は
、店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し

て
大
き
な
窓
を
設
置
し
て
お
り
、こ
こ
が
縁
側
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。こ
の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
の
こ
と
を
建
築
用
語
で「
ホ
ワ
イ
エ
」と
い
い
、私
が

一
番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、こ
の
考
え
方
は
当

社
の
建
築
部
門「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ム
」の
建
築・リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ワ
イ
エ
と
い
う
空
間
が
あ
る
こ
と
で
店
内

の
様
子
が
分
か
り
、入
り
や
す
さ
が
格
段
に
上
が
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
に
訪
れ
る
人
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
広
げ
、商
売
に
つ
な
げ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。コ
コ
に
来
れ
ば
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、そ
れ

が
訪
れ
る
人
の
生
活
の
中
で
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
よ
う

な
空
間
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
コ
コ
に
集
合
ね
」「
コ
コ
で
待
っ
て
て
」「
コ
コ
に
行

こ
う
」そ
ん
な
声
が
こ
の
八
幡
の
ま
ち
に
溢
れ
、人
と

人
、地
域
と
人
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
、老
舗
材
木
店

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
。そ
ん
な
時
に
、知
人
か
ら
事
業
再
構
築
補
助

金
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
再
構
築
補
助
金
は
、福
岡
銀
行
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
丁
度
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
申

請
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
開
業
を
目
的
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
方
に
は
、建
設
面
で
の
支
援
、金
融
機
関
や
保

険
の
紹
介
、共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
開
業
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う

方
の
募
集
を
拡
大
し
、地
域
を
超
え
た
多
く
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
が
、店
舗
2
階
に
設
置
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
で
す
。こ
こ
で
は
習
い
事
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
、作

家
の
作
品
展
示
や
町
内
会
議
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
種

多
様
な
利
用
方
法
を
準
備
し
て
お
り
、子
供・学
生・

店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
空
間「
ホ
ワ
イ
エ
」を

活
用
し
た「
縁
側
」の
魅
力

地
域
の
人
が
コ
コ
に
集
ま
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
目
指
し
て
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提供企業・商品・サービスについてのお問い合せは、近隣のお取引のある銀行窓口を通じてお願いします。 

「
ご
飯
炊
き
土
鍋
」で
お
客
様
に

炊
き
立
て
の
美
味
し
い
ご
飯
を

提
供
し
ま
せ
ん
か
？

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

株
式
会
社 

横
鹿し

か

よ
こ

　
有
田
焼
窯
元
と
共
同
開
発
し
た「
ご
飯
炊
き
土
鍋
」で

炊
き
上
げ
る
お
米
は
、遠
赤
外
線
効
果
に
よ
っ
て
同
じ
お
米

で
も
味
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。固
形
燃
料
を
使
用
す
る

た
め
ス
タ
ッ
フ
が
張
り
付
く
こ
と
な
く
簡
単
に
炊
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、目
の
前
で
湯
気
が
上
が
り
お
米
が
炊
き
上
が

る
臨
場
感
が
お
客
様
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
専
用
コ
ン
ロ
と
の
セ
ッ
ト
を
ご
提
案
で
き
、サ
ン
プ
ル
品
の

ご
準
備
も
可
能
で
す
。

企
業
情
報

　
株
式
会
社
横
鹿
は
、和
食
店
や
旅
館
と
い
っ
た
プ
ロ
ユ
ー

ス
の
方
へ
の
器
の
卸
問
屋
で
す
。有
田
焼
、波
佐
見
焼
、三
川

内
焼
を
中
心
と
し
た
磁
器
を
は
じ
め
陶
器
、ガ
ラ
ス
、錫
、

木
製
の
器
や
厨
房
備
品
な
ど
幅
広
く
商
品
を
取
り
扱
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
各
地
窯
元
と
協
業
さ
れ
て
い
る
た
め
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

商
品
の
開
発
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　新たな取引を開拓したいとき、BMSに情報登録するとFFGネットワーク
によるきめ細やかなサポートで、簡単かつ効率的に自社の製品や技術を発
信できます。このコーナーでは実際にご登録されているマッチング可能な企
業様をご紹介いたします。

長崎県佐世保市木原町1834
陶磁器卸売業
十八親和銀行  早岐支店

 FFG BMS

FFGが提供するビジネスマッチング

FFG BMS
ビジネス マッチング システム

◎お客様に土鍋の炊き立てご飯を提供し、料
理の差別化を図りたい。

◎調理の手間は増やさず、お客様の満足度を
高める演出を提供したい。

こんなニーズがある事業者様におすすめです

40FFG MONTHLY SURVEY Vol.152



縁側の役割を果たす大きな窓は店内と外をつなぐ空間となっていて、黄色の窓から差し込む光は黄昏感を生み出す

福原材木店外観

　
今
回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
計
画
は
２
０
１
７
年

か
ら
構
想
を
進
め
、２
０
１
９
年
に
建
築
業
界
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
地
域
の
人
が
気
軽
に
意
見
を
出
し
合

え
る
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
本
格
的
な
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、ト
レ
ー
ラ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
な
が
ら

意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、２
０
１
９
年
の
夏

と
秋
の
２
回
、地
域
と
街
を
つ
な
ぐ「
お
う
ち
カ
フ
ェ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
当
社
の
駐
車
場
で
コ
ー
ヒ
ー
を
振

舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、地
域
の
人
の
様
々
な
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。そ
の

中
に
、「
こ
の
あ
た
り
に
は
コ
ー
ヒ
ー
屋
が
な
い
か
ら

お
店
を
開
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、そ
れ
は
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が

な
い
と
い
う
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
人
が
集
ま
れ
る
材
木

屋
ら
し
い
箱
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
材
木
屋
ら
し
い
箱
の
提
供
を
考
え
た
背
景
に
は
、

幼
い
こ
ろ
に
見
て
き
た
当
社
の
加
工
場
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
は
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
加
工
場

で
、大
工
が
か
ん
な鉋
が
け
や
ド
ラ
ム
缶
に
火
を
焚
い
て
木

を
叩
き
、棟
上
げ
の
材
料
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

こ
に
家
を
建
て
た
い
地
域
の
人
が
柱
を
探
し
に
や
っ

て
く
る
の
で
す
が
、そ
こ
で
大
工
と
巡
り
合
い
、要
望

を
話
し
て
い
く
過
程
で
家
を
建
て
る
約
束
を
取
り
決

め
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、商
売
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
こ
の
光
景
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
て
、加
工
場
と

い
う
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
空
間
で
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

や
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
の
商
売
が
自
然
に
成
り
立
っ
て
い
た
時
代

で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
11
月
22
日
、い
い
夫
婦
の
日
に「
八
幡

の
ま
ち
の
コ
コ
に
集
う
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、屋

号
を「
ヤ
ハ
タ
コ
コ（
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）」と
し

た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。自
家

焙
煎
の
こ
だ
わ
り
の
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、

「
人
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
は
、地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
モ
ノ・コ
ト・ヒ
ト
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
べ
く
、３
つ
の
運
営
事
業
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
一つ
目
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
を
自
家
焙
煎
す

る
焙
煎
室
と
、憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
カ
フ
ェ
を
習
慣

に
す
る
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
。こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

に
人
が
集
ま
り
、そ
こ
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
る
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、焙
煎
か
ら
こ
だ
わ
っ
た

特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
で
は
、雑
貨
や
食

材
な
ど
、ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の
商
品

　
し
か
し
、現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
人
と
人
が

リ
ア
ル
で
会
う
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
影
響
も
あ
り
、昔
な
が
ら
の
人
が
集
ま
れ
る

空
間
が
な
い
と
思
っ
た
と
き
に
、材
木
屋
が
そ
の
空
間

を
作
る
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
い
う
使
命
感
か
ら
今

回
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　
２
０
１
７
年
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
の
構
想
を
進
め

す
ぐ
に
で
も
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
で

事
業
計
画
が
思
う
よ
う
に
進
行
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。当
初
の
計
画
で
は
、本
事
業
の
中
心
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
新
築
物
件
で
の
経
営
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
計
画
を
再

検
討
し
て
い
る
期
間
に
、本
社
か
ら
斜
め
前
に
あ
る

旧
保
険
会
社
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
売
り
に
出
た
の
で

す
。そ
れ
を
知
っ
た
私
は
す
ぐ
に
購
入
の
決
断
を
し

た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま

を
多
数
陳
列
し
販
売
す
る
、日
々
新
し
い
こ
と
を
追

求
し
て
い
く
焙
煎
&
カ
フ
ェ
提
供
ブ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
が
、起
業
家
が
多
い
北
九
州
市
で
新
た
な

挑
戦
を
す
る
人
を
後
押
し
す
る
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン・

シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
で
す
。こ
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
で
は
開
業

を
目
指
す
方
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
で

き
る
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

　
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
は
、作
り
手
と
買
い
手
が
フ
ラ

ン
ク
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
肘
を
置
け
る
高
さ
の

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
生
ま
れ
た

会
話
を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
の

が
目
的
で
す
が
、そ
こ
で
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に

持
ち
、落
ち
着
い
た
空
間
で
の
会
話
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代・年
配
の
方・留
学
生
な
ど
、幅
広
く
地

域
の
方
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と

し
て
店
舗
を
改
装
し
て

い
く
中
で
一
番
こ
だ
わ
っ

た
の
は「
縁
側
」で
す
。

　
縁
側
の
魅
力
と
い
う

の
は
中
と
外
の
空
間
を

遮
る
壁
が
な
い
こ
と
で

す
。昔
な
が
ら
の
平
屋
の

家
で
は
縁
側
に
座
っ
て
い

る
と
隣
の
家
の
人
が
話

し
か
け
て
き
て
会
話
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。家

の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
で
あ
る
壁
が
な
い
縁

側
が
地
域
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
で
は
、店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し

て
大
き
な
窓
を
設
置
し
て
お
り
、こ
こ
が
縁
側
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。こ
の
中
と
外
を
つ
な
ぐ
空

間
の
こ
と
を
建
築
用
語
で「
ホ
ワ
イ
エ
」と
い
い
、私
が

一
番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、こ
の
考
え
方
は
当

社
の
建
築
部
門「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ム
」の
建
築・リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ワ
イ
エ
と
い
う
空
間
が
あ
る
こ
と
で
店
内

の
様
子
が
分
か
り
、入
り
や
す
さ
が
格
段
に
上
が
る

の
で
す
。

　
ヤ
ハ
タ
コ
コ
に
訪
れ
る
人
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
広
げ
、商
売
に
つ
な
げ
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。コ
コ
に
来
れ
ば
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、そ
れ

が
訪
れ
る
人
の
生
活
の
中
で
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
よ
う

な
空
間
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
コ
コ
に
集
合
ね
」「
コ
コ
で
待
っ
て
て
」「
コ
コ
に
行

こ
う
」そ
ん
な
声
が
こ
の
八
幡
の
ま
ち
に
溢
れ
、人
と

人
、地
域
と
人
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
、老
舗
材
木
店

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
。そ
ん
な
時
に
、知
人
か
ら
事
業
再
構
築
補
助

金
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
再
構
築
補
助
金
は
、福
岡
銀
行
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
丁
度
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
申

請
の
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
開
業
を
目
的
に
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
方
に
は
、建
設
面
で
の
支
援
、金
融
機
関
や
保

険
の
紹
介
、共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
開
業
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う

方
の
募
集
を
拡
大
し
、地
域
を
超
え
た
多
く
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　
三
つ
目
が
、店
舗
2
階
に
設
置
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
で
す
。こ
こ
で
は
習
い
事
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
、作

家
の
作
品
展
示
や
町
内
会
議
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
種

多
様
な
利
用
方
法
を
準
備
し
て
お
り
、子
供・学
生・

店
内
と
外
を
つ
な
ぐ
空
間「
ホ
ワ
イ
エ
」を

活
用
し
た「
縁
側
」の
魅
力

地
域
の
人
が
コ
コ
に
集
ま
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
目
指
し
て
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「
ご
飯
炊
き
土
鍋
」で
お
客
様
に

炊
き
立
て
の
美
味
し
い
ご
飯
を

提
供
し
ま
せ
ん
か
？
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お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

株
式
会
社 

横
鹿し

か

よ
こ

　
有
田
焼
窯
元
と
共
同
開
発
し
た「
ご
飯
炊
き
土
鍋
」で

炊
き
上
げ
る
お
米
は
、遠
赤
外
線
効
果
に
よ
っ
て
同
じ
お
米

で
も
味
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。固
形
燃
料
を
使
用
す
る

た
め
ス
タ
ッ
フ
が
張
り
付
く
こ
と
な
く
簡
単
に
炊
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、目
の
前
で
湯
気
が
上
が
り
お
米
が
炊
き
上
が

る
臨
場
感
が
お
客
様
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
専
用
コ
ン
ロ
と
の
セ
ッ
ト
を
ご
提
案
で
き
、サ
ン
プ
ル
品
の

ご
準
備
も
可
能
で
す
。

企
業
情
報

　
株
式
会
社
横
鹿
は
、和
食
店
や
旅
館
と
い
っ
た
プ
ロ
ユ
ー

ス
の
方
へ
の
器
の
卸
問
屋
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す
。有
田
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、波
佐
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焼
、三
川
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焼
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磁
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、
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て
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ド
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談
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。
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信できます。このコーナーでは実際にご登録されているマッチング可能な企
業様をご紹介いたします。

長崎県佐世保市木原町1834
陶磁器卸売業
十八親和銀行  早岐支店

 FFG BMS

FFGが提供するビジネスマッチング

FFG BMS
ビジネス マッチング システム

◎お客様に土鍋の炊き立てご飯を提供し、料
理の差別化を図りたい。

◎調理の手間は増やさず、お客様の満足度を
高める演出を提供したい。

こんなニーズがある事業者様におすすめです
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UKIHA DENKEN ART MONTH

Sano Nao Ixima Kuniyosi

Kitamura Mika Tomizawa Daisuke

主催＝株式会社tsumugi　企画・監修＝OVERGROUND LLC.　企画協力＝一般社団法人 Art ＆ Life、城野敬志　事業＝観光庁　地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業

　福
岡
県
う
き
は
市
は
、耳
納
連
山
か

ら
湧
き
出
る
良
質
で
豊
富
な
地
下
水

と
九
州
一
の
大
河
筑
後
川
な
ど
の
豊

富
な
水
資
源
の
も
と
に
生
産
さ
れ
る

”フ
ル
ー
ツ
や
野
菜
、加
工
品
“な
ど

の「
食
」、こ
う
し
た
自
然
が
育
む
森

や
名
水
、棚
田
、そ
し
て
往
時
の
姿
を

今
に
伝
え
る
”白
壁
の
街
並
み
“な

ど
、多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る
ま
ち

で
す
。古
く
か
ら
連
綿
と
続
く
、”人

と
も
の
“、”土
地
と
自
然
“、”歴
史
と

文
化
“が
織
り
成
す
風
景
と
体
験

が
、日
常
に
埋
も
れ
た
感
性
を
呼
び

戻
し
て
く
れ
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
う
き
は
市
で
、2
0
2
3

年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て「UK

IHA

 D
ENKEN  ART  M

O
N
T
H

」が
開

催
さ
れ
ま
す
。江
戸
時
代
か
ら
続
く
町

割
と
、明
治
〜
大
正
期
の
往
時
の
様
子

を
色
濃
く
残
す「
筑
後
吉
井
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」に
あ
る
、

築
1
0
0
年
を
超
え
る
古
民
家「
鏡
田

屋
敷
」と「
み
な
も（
碓
井
邸
・
堀
江

邸
）」を
活
用
し
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

で
す
。「
ア
ー
ト
」と
い
う
媒
体
を
通
し

て
表
現
さ
れ
た
う
き
は
市
を「
観
る
」

こ
と
で
、地
域
外
の
方
に
う
き
は
市
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、地
域
の
方
に
も
い
つ
も
と
違
っ
た

視
点
で
作
品
を
観
て
い
た
だ
き
、何
気

な
い
日
常
の
風
景
に
あ
る
う
き
は
市

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
る

企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
イ
ベ
ン
ト
は
、う
き
は
市
の
魅
力

創
出
を
目
指
し
て
、地
元
事
業
者
で
あ

る
株
式
会
社
t
s
u
m
u
g
i
が
う

き
は
市
、福
岡
銀
行
と
連
携
し
、観
光

庁
が
実
施
す
る
地
域
経
済
を
支
え
る

観
光
の
復
興
に
向
け
た「
地
域
の
稼
げ

る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
補
助
金

を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業
で
す
。

福
岡
銀
行
地
域
共
創
部
が
当
社
か
ら

委
託
を
受
け
、i
B
a
n
k
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広

告
の
配
信
な
ど
、本
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　う
き
は
市
の
営
み
を
新
し
い
角
度

か
ら
観
て
、知
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、是
非
、

こ
の
機
会
に
う
き
は
市
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

うきは市分散型アート展
「UKIHA DENKEN ART MONTH」
開催のご案内
福岡銀行地域共創部では、魅力ある地域を創造するため「地域が抱える課題解決」
や「地域経済の活性化」に主体的に取組んでいます。
今回はうきは市で開催される「UKIHA DENKEN ART MONTH」をご紹介し
ます。

イベント参加
の

すゝめ

FFG
行員が紹介する

福岡銀行地域共創部
山下 祐紀

紹介行員

ウキハ　　　　　　　　　　 デンケン　　　　　　　　アート　　　　　　　　　マンス

ツ
　
　
　
　ム
　　
　
　ギ

イベントの詳細は、
公式WEBサイトを
ご覧ください。
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日
本
初
の
疼
痛
緩
和
治
療
器
と
は
？

　弊
社
製
品
の
エ
イ
ト
と
は
、複
数
の
周
波
数
の
微
弱

な
交
番
磁
界（
※
）を
照
射
し
て
治
療
す
る
医
療
機
器

で
す
。

　神
経
細
胞
に
直
接
作
用
す
る
一
方
で
、副
作
用
が

発
生
す
る
可
能
性
が
限
り
な
く
少
な
い
特
殊
な
磁
界

技
術
を
用
い
た
製
品
と
な
る
た
め
、痛
み（
疼
痛
）を
始

め
と
し
た
神
経
領
域
に
お
け
る
治
療
困
難
な
疾
患
に

関
し
て
安
全
か
つ
有
効
な
治
療
の
提
供
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　日
米
欧
中
な
ど
世
界
各
国
に
て
特
許
を
取
得
済
み

で
あ
り
、2
0
2
2
年
に
は「
交
番
磁
界
治
療
器
」と
い

う
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
に
お
い
て
日
本
初
の
医
療
機
器
と

し
て
薬
事
承
認
を
得
て
い
ま
す
。

（
※
）時
間
と
共
に
大
き
さ
と
方
向
が
変
化
を
繰
り
返
す
磁

界
。導
体
に
電
流
を
流
す
と
、そ
の
周
り
に
は
流
れ
た
電

流
の
大
き
さ
に
応
じ
た
強
さ
の
磁
界
が
生
じ
る
。

P
・マ
イ
ン
ド
創
業
背
景

　P
・マ
イ
ン
ド
は
、熊
本
発
の
医
療
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
で
す
。

　九
州
の
医
療
機
器
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
創
業
者
で
あ
る
木
下

が
、医
療
機
器
販
売
を
行
う
中
で「
真
に
患
者
に
貢
献

で
き
る
医
療
機
器
を
自
分
た
ち
で
も
作
り
た
い
」と
い

う
信
念
の
も
と
独
自
の
研
究
開
発
を
経
て
設
立
し
た

企
業
で
す
。

　長
年
に
わ
た
る「
細
胞
へ
の
影
響
の
研
究
」に
よ
っ
て
、

世
界
初
の
副
作
用
が
限
り
な
く
少
な
く
、安
全
な「
交

番
磁
界
を
用
い
た
治
療
装
置
」の
開
発
・
製
造
に
成
功

し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、医
薬
品
・
医
療
機
器
の
開
発
経
験
を
有
す

る
経
営
陣
が
参
画
し
、大
型
助
成
金
の
獲
得
、大
手
上

場
企
業
で
あ
る
製
薬
企
業
・
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
出
資
を
受
け
て
、研
究
開
発
・
販
売
を
加
速
さ
せ
て
い

ま
す
。

P・マ
イ
ン
ド
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
今
後
の
展
望

　　日
本
国
内
の
疼
痛
の
推
定
患
者
数
は
約
1
2
0
0

万
人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　エ
イ
ト
に
よ
り
、今
ま
で
治
療
困
難
、薬
の
服
用
を
懸

念
し
て
い
た
よ
う
な
患
者
様
に
も
治
療
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
、「
痛
み
」に
よ
り
生
活
に
様
々
な
支
障
が
出
て
い

る
方
々
の
Q
O
L
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
痛
み
治
療
の
領
域
で
患
者
の
Q
O
L
改
善

を
実
現
し
、そ
の
後
、他
の
中
枢
神
経
領
域
に
て
同
様
の

コ
ア
技
術
を
用
い
た
製
品
展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　人
々
の
Q
O
L
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
、世
界
初
の
革
新
的
な
技
術
を
活
用
し
た
安
全
性
と

有
効
性
の
高
さ
を
両
立
し
た
治
療
方
法
を
実
現
す
べ
く

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

vol.23

START UP
Company今月の注目スタートア

ップ

ここで紹介するスタートアップ企業は、ふくおかフィナンシャルグループの投資会社
FFGベンチャービジネスパートナーズが運営するベンチャーファンドが投資しています。

STA
RT

U
P

Com
pany

＃新しい技術で、医療の未来を拓く

会社概要

株式会社P・マインド
木下 巌
虞都 韻
熊本市北区徳王2-8-6
contact@p-mind.co.jp
https://www.p-mind.co.jp/

代表取締役CEO
代表取締役COO
所 在 地
メールアドレス
ホームページ

エ イ ト

パッドを治療したい部位にあてて使用する
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ィ
ー
ラ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
創
業
者
で
あ
る
木
下

が
、医
療
機
器
販
売
を
行
う
中
で「
真
に
患
者
に
貢
献

で
き
る
医
療
機
器
を
自
分
た
ち
で
も
作
り
た
い
」と
い

う
信
念
の
も
と
独
自
の
研
究
開
発
を
経
て
設
立
し
た

企
業
で
す
。

　長
年
に
わ
た
る「
細
胞
へ
の
影
響
の
研
究
」に
よ
っ
て
、

世
界
初
の
副
作
用
が
限
り
な
く
少
な
く
、安
全
な「
交

番
磁
界
を
用
い
た
治
療
装
置
」の
開
発
・
製
造
に
成
功

し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、医
薬
品
・
医
療
機
器
の
開
発
経
験
を
有
す

る
経
営
陣
が
参
画
し
、大
型
助
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金
の
獲
得
、大
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上

場
企
業
で
あ
る
製
薬
企
業
・
医
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機
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メ
ー
カ
ー
か
ら

の
出
資
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受
け
て
、研
究
開
発
・
販
売
を
加
速
さ
せ
て
い

ま
す
。

P・マ
イ
ン
ド
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
今
後
の
展
望

　　日
本
国
内
の
疼
痛
の
推
定
患
者
数
は
約
1
2
0
0

万
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以
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と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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イ
ト
に
よ
り
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治
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懸
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治
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す
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で
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痛
み
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よ
り
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様
々
な
支
障
が
出
て
い

る
方
々
の
Q
O
L
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
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ず
は
痛
み
治
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領
域
で
患
者
の
Q
O
L
改
善
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実
現
し
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の
後
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の
中
枢
神
経
領
域
に
て
同
様
の

コ
ア
技
術
を
用
い
た
製
品
展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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々
の
Q
O
L
を
よ
り
よ
く
す
る
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と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
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技
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を
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日
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　脱
炭
素
社
会
に
向
か
う
ま
ち
西
海
市
で
2
0
2
2

年
11
月
10
〜
12
日
の
3
日
間
、西
海
市
が
主
催
の
脱

炭
素
イ
ベン
ト 「Zero  carbon  w
eek  2022

」

が
西
海
市
オ
リ
ー
ブ
ベ
イ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　本
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
当
し
た
、西
海

市
の
地
域
商
社「
株
式
会
社
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

カ
ン
パ
ニ
ー（
※
）」の
企
画
担
当
者
か
ら
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

（
※
）株
式
会
社
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
2
0
1
7
年

12
月
に
西
海
市
、親
和
銀
行（
現
十
八
親
和
銀
行
）等
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
地
域
商
社
。社
名
に
は
、〞西
海
市
の
魅
力
あ
る

産
品
、サ
ー
ビ
ス
、人
、コ
ト
を
発
掘
し
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ（
創

造
的
）な
視
点
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
会
社
〞と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
メ
イ
ン
に
開
催
し
た
本
イ

ベ
ン
ト
で
は
、脱
炭
素
に
取
り
組
む
企
業
を
は
じ
め

と
し
た
総
勢
22
名
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
登
壇

さ
れ
、3
日
間
で
累
計
2
0
0
名
を
超
え
る
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
治
体
が
主
催
す
る
脱

炭
素
イ
ベ
ン
ト
で
、ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
メ
イ
ン
と

な
っ
た
企
画
は
全
国
で
初
め
て
で
す
。

　ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
は
、西
海
市
産
の
食
材
を

使
用
し
た
脱
炭
素
に
向
け
た
地
産
地
消
フ
ー
ド

（
猪
肉
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、コ
オ
ロ
ギ
配
合
バ
ン
ズ

の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
等
）を
提
供
し
、参
加
者
同
士
の

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　ま
た
、会
場
の
中
庭
で
は
Co
2
フ
リ
ー
電
気（
電

源
：
日
産
リ
ー
フ
）を
利
用
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
ア
ー
ト
の
展
示
も
実
施
し
て
お
り
、光
と
音
の
演

出
で
持
続
可
能
な
未
来
を
表
現
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。

　西
海
市
は
、2
0
2
1
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言（
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
）を
行
い
、中
心
政
策
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会

に
向
か
う
ま
ち
西
海
市
」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
は
、地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
は
じ
め
、

江
島
沖
洋
上
風
力
発
電
の
促
進
区
域
指
定
へ
の
取

り
組
み
や
、松
島
火
力
発
電
所
の
高
効
率
発
電
シ

ス
テ
ム
へ
の
転
換
、市
内
産
木
材
の
生
産
、加
工
・

消
費
の
循
環
を
目
指
す「
緑
の
産
業
」創
出
な
ど
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
モ
デ
ル
地
域
づ
く
り
や
産

業
、地
域
振
興
を
強
力
に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、来
た
る
脱
炭
素
社
会
を
リ
ー
ド
す

る
人
材
の
育
成
と
事
業
が
生
ま
れ
る
ま
ち
を
目
指

す
上
で
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
共
通
意
識
を

持
っ
た
人
の
繋
が
り
を
創
り
、実
行
に
移
す
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
得
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　西
海
市
と
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー

は
、今
回
の
取
り
組
み
を
活
か
し
て
脱
炭
素
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し
、ロ
ー
カ
ル
か
ら
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

Zero carbon week 2022 開催
～西海市の脱炭素への取り組み～ 2022年12月の

記事はこちら

SS information

インスタレーションアートの展示

来場者に配られたノベルティ（エコグッズ）

西海市長　杉澤泰彦氏のスピーチ

トークセッションの様子

地産地消フード

会社概要

株式会社 西海クリエイティブカンパニー

長崎県西海市西彼町喰場郷1686番地3
宮里 賢史
2017年12月
1,100,000円

所 在 地
代 　 表
創 　 業
資 本 金

企画担当者

辻 和一郎
（十八親和銀行ソリューション営業部から
西海クリエイティブカンパニーに出向）
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西海市長　杉澤泰彦氏のスピーチ

トークセッションの様子

地産地消フード

会社概要

株式会社 西海クリエイティブカンパニー

長崎県西海市西彼町喰場郷1686番地3
宮里 賢史
2017年12月
1,100,000円

所 在 地
代 　 表
創 　 業
資 本 金

企画担当者

辻 和一郎
（十八親和銀行ソリューション営業部から
西海クリエイティブカンパニーに出向）
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高
校
生
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

日
本
一
に
輝
く

　2
0
2
2
年
8
月
、
高
校
生
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
日
本
一
を
決
め
る
「
全
国
高
等

学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
（
緑
の
甲
子

園
）」
が
開
催
さ
れ
、
男
子
個
人
の
部
で

1
位
に
輝
い
た
の
が
、
沖
学
園
高
等
学

校
3
年
生
の
林
田
直
也
さ
ん
だ
。

　ま
た
同
月
、
国
内
男
子
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー

「Sansan KBC

オ
ー
ガ
ス
タ
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
2
0
2
2
」
に
出
場
し
、

ベ
ス
ト
ア
マ
チ
ュ
ア
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、

10
月
開
催
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」

で
は
2
位
タ
イ
と
大
健
闘
し
た
。

諦
め
な
い
気
持
ち
が

今
の
活
躍
に
繋
が
る

　好
き
な
言
葉
は
「
諦
め
な
い
」。

　「中
学
2
年
生
の
九
州
ジ
ュニ
ア
で
は
始

小
6
で
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
69

中
高
一
貫
の
沖
学
園
へ
！

高校生ゴルファー

林田直也
Profile

2004年12月1日生まれ。A型。
福岡県北九州市出身・在住。沖
学園高等学校3年生。ゴルフ部
主将。身長177センチ。父親と兄
の影響で4歳からゴルフを始め
る。高校卒業後は日本大学ゴル
フ部に進学。

「緑の甲子園」に参加した沖学園のメンバーと
記念撮影

「九州アマチュア選手権競技」でのプレー

「緑の甲子園」で優勝杯を手に

HAYASHIDA NAOYA

VOL.5

G O L F
M E G A
S T A R

ゴルフ界で輝く新星を
紹介するコーナーです

G O L F  M E G A  S T A R

Q.ドライバー平均飛距離は？
Q.ベストスコアは？
Q.得意なショットは？
Q.尊敬している人は？

Q.ストレス解消法は？
Q.好きな食べ物は？
Q.好きなドラマは？
Q.好きな音楽は？

290ヤード
63（阿蘇やまなみリゾート）
アイアン
ソフトバンク柳田悠岐さん。
野球を楽しむ姿がカッコいい！
愛犬（チワプー）と遊ぶ！
お肉が好きです！
今だと「Silent（サイレント）」
緑黄色社会「Mela!（メラ）」。
明るく前向きになれて気分が上がる！

林
田
直
也
さ
ん
Q
&
A

Q.好き
な

言葉は？

め
ス
コ
ア
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
プ
レ
ー
し
た
ら
、
予
選
通

過
の
14
人
目
に
残
れ
ま
し
た
」

　高
校
2
年
の
終
わ
り
に
ス
ラ
ン
プ
に
陥

り
、
ク
ラ
ブ
を
握
る
の
が
怖
く
な
っ
た
が
、

逃
げ
出
さ
ず
地
道
な
練
習
を
続
け
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
半
年
く
ら
い
経
つ
と

徐
々
に
調
子
が
戻
っ
て
き
て
、
高
校
3
年

時
に
は
高
校
生
ゴ
ル
フ
ァ
ー
日
本
一
と
い

う
輝
か
し
い
称
号
を
手
に
し
た
。

　2
0
2
3
年
春
に
は
高
校
を
卒
業
し
、

日
本
大
学
の
ゴ
ル
フ
部
に
進
学
す
る
。

　「大
学
で
は
J
G
A
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

入
り
、
海
外
プ
ロ
ツ
ア
ー
の
メ
ジ
ャ
ー
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
！
」

　中
学
か
ら
中
高
一
貫
教
育
の
沖
学
園

（
隆
徳
館
）
ゴ
ル
フ
部
に
進
ん
だ
。

　「ゴ
ル
フ
部
の
朝
練
は
6
時
半
か
ら
始

ま
る
の
で
、
毎
朝
4
時
半
に
起
き
て
北
九

州
市
の
実
家
か
ら
福
岡
市
へ
始
発
の
電
車

で
通
学
し
て
い
ま
し
た
」

　練
習
で
家
に
帰
り
着
く
の
が
夜
8
時

を
過
ぎ
る
と
き
も
あ
り
、
こ
の
生
活
を
約

6
年
間
続
け
た
の
だ
か
ら
表
彰
も
の
だ
。

　林
田
さ
ん
は
北
九
州
市
小
倉
南
区
出

身
・
在
住
で
3
兄
弟
の
真
ん
中
。

　「幼
稚
園
の
頃
、
ゴ
ル
フ
好
き
の
父
親

が
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
」

　6
歳
の
時
、
時
松
隆
光
プ
ロ
を
育
て
た

篠
塚
武
久
先
生
の
も
と
で
本
格
的
に
ゴ
ル

フ
を
習
い
始
め
る
。

　「テ
ン
フ
ィ
ン
ガ
ー
グ
リ
ッ
プ
が
自
然
に

身
に
付
き
ま
し
た
」

　小
学
生
に
な
る
と
全
国
大
会
で
優
勝

す
る
よ
う
に
な
り
、
小
学
6
年
生
で
ベ
ス

ト
ス
コ
ア
69
を
マ
ー
ク
。

と
き
 まつ
 
り
ゅ
う
 
こ
う

し
の
 づか
 たけ
 ひさ
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頑張るあなたを
応援するコーナーです

九州の星

79

Star of Kyushu

「
奨
励
会
」入
会
も
視
野
に
入
れ
つ
つ

ま
ず
は
熊
本
2
大
タ
イ
ト
ル
制
覇
が
目
標！

公文杯小学生将棋名人戦 優勝
熊本県アマ棋王戦 優勝

 

2
0
2
2
年
4
月
、「
公
文
杯
小
学
生
将

棋
名
人
戦
」で
優
勝
し
、熊
本
県
で
は
初
と

な
る「
小
学
生
名
人
」の
座
に
就
い
た
嶋
田
旬

吾
君
。歴
代
優
勝
者
に
渡
辺
明
名
人
、羽
生

善
治
九
段
ら
将
棋
界
の
ス
タ
ー
が
名
を
連

ね
る
大
会
だ
。ま
た
同
年
10
月
、熊
本
県
ア
マ

チ
ュ
ア
将
棋
界
の
2
大
タ
イ
ト
ル
戦
の
1
つ
、

「
県
ア
マ
棋
王
戦
」で
大
人
を
負
か
し
、小
学

生
初
の「
県
ア
マ
棋
王
位
」に
輝
い
た
。

　
将
棋
と
の
出
合
い
は
年
長
の
夏
。家
族
旅

行
で
泊
ま
っ
た
天
草
の
旅
館
に
あ
っ
た
将
棋
盤

に
興
味
を
持
ち
、父
親
か
ら
駒
の
動
か
し
方

を
教
わ
っ
た
。そ
の
年
、熊
本
地
震
の
影
響
で

1
年
だ
け
祖
父
の
家
に
住
ん
で
い
た
た
め
、祖

父
と
毎
日
の
よ
う
に
将
棋
を
指
し
た
。翌
年
の

2
月
か
ら
熊
本
市
の
将
棋
教
室
に
通
い
出
し
、

め
き
め
き
と
上
達
し
た
。

　
旬
吾
君
は「
塾
に
行
く
時
間
が
も
っ
た
い
な

い
。勉
強
は
学
校
の
授
業
で
十
分
」と
、塾
に

通
わ
ず
家
で
は
宿
題
以
外
は
し
な
い
。そ
れ
で

も
成
績
が
良
い
の
は
将
棋
で
培
っ
た
集
中
力

だ
ろ
う
か
。さ
ぞ
や
将
棋
漬
け
の
毎
日
…
か
と

思
い
き
や
、ド
ラ
マ
が
好
き
で
よ
く
観
る
と
い

う
。「
ド
ラ
マ
は『
半
沢
直
樹
』が
好
き
。好
き

な
ド
ラ
マ
は
繰
り
返
し
観
て
考
察
し
ま
す
」。

　
い
ず
れ
は
プ
ロ
棋
士
を
養
成
す
る
日
本
将

棋
連
盟
の「
奨
励
会
」
入
会
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
が
、目
下
の
目
標
は
熊
本
の
2
大
タ
イ

ト
ル
戦
を
制
覇
す
る
こ
と
。県
ア
マ
棋
王
戦
は

制
覇
し
た
の
で
、残
る
は
肥
後
名
人
戦
。着
実

に「
勝
ち
」を
積
み
上
げ
て
い
る
。

日
本
一
の
小
学
生
棋
士

▲「小学生将棋名人戦」表彰式の様子

▲「県アマ棋王戦」に駆け付けた祖父と一緒に。
   祖父は旬吾君の最初の師匠でもある

▲父親が旬吾君の将棋記録
　をノートにまとめている

SHIMADA SHUNGO

嶋田 旬吾

Age12　小学6年生
熊本市中央区在住

わ
た
な
べ
あ
き
ら

よ
し
は
る

は  

ぶ
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、残
る
は
肥
後
名
人
戦
。着
実

に「
勝
ち
」を
積
み
上
げ
て
い
る
。

日
本
一
の
小
学
生
棋
士

▲「小学生将棋名人戦」表彰式の様子

▲「県アマ棋王戦」に駆け付けた祖父と一緒に。
   祖父は旬吾君の最初の師匠でもある

▲父親が旬吾君の将棋記録
　をノートにまとめている

SHIMADA SHUNGO

嶋田 旬吾

Age12　小学6年生
熊本市中央区在住

わ
た
な
べ
あ
き
ら

よ
し
は
る

は  

ぶ
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長
崎
だより
長崎の情報を

お届けします

　FFG調査月報の姉妹誌「ながさき経済」を発刊している、ふくおかフィナンシャ
ルグループの長崎経済研究所。長崎の旬な情報を提供するコーナー「長崎だよ
り」の今月号は、合資会社 吉田屋 代表社員 吉田 嘉明様から「創業百年、これから
の100年」と題し寄稿していただきました。

　当研究所が発信する最新の情報をメールで
お届けします。　
　メールマガジンの登録はこちら▶

長崎経済研究所による「ながさき経済web」随時更新中！

お問い合わせ

株式会社長崎経済研究所
長崎市銅座町1番11号
十八親和銀行本店内
ＴＥＬ095-828-8859

長崎経済研究所とは
　長崎県の経済・社会・産業動向などに関する調査研究及び企業経営や県民の生活のお役に立つ情報
をご提供するとともに、各種経済・文化団体の事務局活動等を通じて、地域社会に貢献することを目指
しております。

ながさき経済web画面
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2

　
北
部
九
州
に
生
ま
れ
た
私
は
、実

は
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
子
供
の
頃
か
ら
親
し
ん
だ
、耳
な
じ

み
の
あ
る
地
名
や
日
常
的
な
景
色
。そ

れ
が
実
は
世
界
的
に
も
有
数
の
景
勝

地
で
あ
っ
た
り
歴
史
的
に
も
重
要
な

遺
構
で
あ
っ
た
り
す
る
。Ｆ
Ｆ
Ｇ
の
拠

点
が
あ
る
福
岡
市
の
周
辺
は
、大
陸

か
ら
近
い
位
置
に
あ
り
、遠
い
昔
か
ら

大
い
な
る
歴
史
の
流
れ
の
中
に
置
か
れ

て
き
た
。元
寇
の
舞
台
と
な
っ
た
博
多

湾
だ
け
で
な
く
、そ
の
西
側
、糸
島
を

跨
い
だ
先
に
間
口
の
広
い
内
湾
が
あ

る
。そ
の
海
域
は
唐
津
湾
と
呼
ば
れ
、

糸
島
半
島
の
対
岸
と
な
る
東
松
浦
半

島
に
は
太
閤
秀
吉
や
諸
大
名
が
唐
入

り
の
戦
準
備
で
陣
入
り
・
常
駐
し
、短

い
間
だ
が
政
治
経
済
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
る
の
だ
。実
は
こ
の

静
か
な
郊
外
の
海
は
、世
界
的
に
著

名
な
人
物
か
ら
生
涯
愛
さ
れ
た
景
勝

地
で
も
あ
る
こ
と
や
、そ
の
景
観
は
歴

史
の
中
で
人
工
的
に
築
き
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
案
外
知
ら
れ

て
い
な
い
。

　
幼
少
の
頃
、幼
馴
染
の
親
友
か
ら

虹
ノ
松
原
に
あ
る
ホ
テ
ル
と
海
で
、博

多
湾
で
は
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
魚
や
ク

ラ
ゲ
を
見
た
話
し
を
聞
い
て
、い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
、祖
父
母

に
せ
が
ん
で
よ
う
や
く
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
い
見
る
こ
と
が
で
き
た
ネ
コ
ザ
メ

の
珍
奇
な
カ
タ
チ
。レ
ア
な
オ
ビ
ク
ラ

ゲ
こ
そ
見
れ
な
か
っ
た
が
、西
九
州
道

が
整
備
さ
れ
行
き
や
す
く
な
っ
た
唐

津
に
来
る
と
、そ
ん
な
追
憶
が
甦
る
。

　
ま
た
若
い
頃
、こ
の
虹
ノ
松
原
や
、

鏡
山
に
ド
ラ
イ
ブ
で
行
か
れ
た
方
も

多
い
と
思
う
。近
年
で
は
唐
津
く
ん
ち

も
メ
ジ
ャ
ー
に
な
り
、湾
の
真
ん
中
に

浮
か
ぶ
高
島
の
宝
当
神
社
は
、宝
く

じ
が
当
た
る
ご
利
益
あ
る
神
社
と
し

て
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
等
で
紹
介
さ
れ
全

国
的
に
も
有
名
で
あ
る
。

　
話
を
戻
そ
う
。映
画「
グ
ラ
ン
・
ブ

ル
ー
」で
そ
の
名
を
世
界
に
知
ら
れ
た

フ
ラ
ン
ス
の
フ
リ
ー
ダ
イ
バ
ー
、
故

ジ
ャ
ッ
ク
・マ
イ
ヨ
ー
ル
氏
。上
海
で
生

ま
れ
た
彼
は
、幼
少
の
こ
ろ
唐
津
を
訪

れ
て
お
り
そ
の
頃
に
見
た
七
ツ
釜
の
海

中
で
イ
ル
カ
に
出
会
い
、そ
の
後
の
運

命
を
決
定
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。そ
し

て
世
界
的
な
名
声
を
得
て
か
ら
も
こ

の
唐
津
に
お
忍
び
で
来
て
は
寿
司
を
つ

ま
ん
で
い
た
と
聞
く
。そ
ん
な
唐
津
は

も
と
も
と
佐
賀
県
内
第
二
の
都
市
で

あ
っ
た
が
、平
成
の
大
合
併
に
よ
り
６

町
２
村
が
吸
収
さ
れ
唐
津
藩
城
下
の

港
湾
都
市
だ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、今

や
東
松
浦
半
島
の
大
半
や
七
山
村
を

含
む
広
大
な
地
域
に
跨
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。世
界
的
な
ダ
イ
バ
ー
と
自

分
を
重
ね
る
わ
け
で
は
な
い
が
、そ
ん

な
唐
津
は
私
に
と
っ
て
も
釣
り
好
き
に

な
る
原
体
験
を
く
れ
た
土
地
か
も
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
海
は
白
砂
青
松
の

虹
ノ
松
原
や
、松
浦
川
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
も
あ
る
が
、呼
子
や
仮
屋
湾
の
リ
ア

ス
海
岸
の
地
形
や
、七
つ
の
離
島
な
ど

あ
ら
ゆ
る
釣
り
に
適
し
た
環
境
が
そ

こ
に
あ
る
。そ
れ
に
幼
い
頃
の
原
体
験

が
重
な
り
私
は
誘
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　
初
冬
な
の
に
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
週

末
、半
島
の
付
け
根
の
小
港
に
あ
る
河

口
の
堤
防
で
筆
者
は
ま
ど
ろ
む
。潮
が

満
ち
始
め
た
河
口
は
、さ
ざ
波
が
規

則
的
に
陽
の
光
を
反
射
し
瞼
を
く
す

ぐ
る
。同
時
に
竿
を
握
っ
て
い
た
右
手

に
小
気
味
よ
い
生
命
反
応
が
伝
わ
っ
て

き
た
。リ
ー
ル
を
巻
く
と
秋
を
越
え
冬

支
度
を
し
た
飴
色
の
魚
体
が
目
に
入

る
。天
ぷ
ら
に
す
る
と
美
味
な
マ
ハ
ゼ

が
釣
れ
て
く
れ
た
。思
え
ば
子
供
の

頃
、同
級
生
と
冒
険
が
て
ら
初
め
て
海

に
行
っ
て
釣
れ
た
愛
ら
し
い
懐
か
し
い

魚
だ
。季
節
外
れ
な
心
地
よ
い
陽
光
に

煌
め
く
川
面
、鼻
腔
を
擽
る
潮
の
香

に
、ベ
ン・
E
・
キ
ン
グ
の「
S
T
A
N
D 

B
Y 

M
E
」の
イ
ン
ト
ロ
が
聞
こ
え
た

気
が
し
た
。

①朝焼けに浮かび上がる唐津湾　②海に浮かぶ鳥居は荘厳な光に映える　③クリクリした目が可愛いマハゼ　④波止で和む筆者

FFGビジネス
コンサルティングの

ちょっと
つりみち

［ 唐津の碧い追憶
飴色のマハゼ編 ］
Vol.16

ちびフグ釣られて激オコ
♡
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長崎だより 長崎だより

Profile

大正６年造り酒屋創業当時は創業者千代吉ときく夫妻の名前から酒の銘柄を「千代菊」としていたそうですが、
他に商標登録されていたため後に「萬勝」に変更されました。大正11年１月「萬勝」を商標登録する。

吉
田
屋
の
伝
統
と
歴
史

今
年
、吉
田
屋
は
創
業
1
0
6
年
を

迎
え
ま
し
た

　
吉
田
家
に
は
十
二
代
前
ま
で
の
家
系
図

が
残
って
お
り
ま
す
。先
祖
代
々
の
歴
史
が

刻
ま
れ
た
家
系
図
で
、1
6
8
8
年（
元

禄
元
年
）か
ら
の
記
録
で
す
。

　
本
家
八
代
目（
別
家
三
代
目
）の
吉
田

幸
須
計
の
記
録
に
よ
る
と
、1
8
6
3

年（
文
久
３
年
）に
蝋
絞
り
方
を
始
め
、

1
8
7
4
年（
明
治
７
年
）ま
で
蝋
商
い

方
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
酒
造
り
を

思
い
立
ち
暫
く
酒
造
り
を
続
け
ま
す
が
、

1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）よ
り
煙
草
製

造
を
始
め
、1
9
0
5
年（
明
治
38
年
）煙

草
製
造
が
政
府
の
専
売
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
煙
草
製
造
は
廃
業
。以
降
、有
家
銀

行（
後
の
十
八
銀
行
に
統
合
）の
開
設
な

ど
を
経
て
、九
代
目
吉
田
千
代
吉
が
再
び

1
9
1
7
年（
大
正
６
年
）に
酒
造
業
を

開
始
し
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
今
年
1
0
6

年
と
な
り
ま
す
。

伝
統
技
法「
撥
ね
木
搾
り
」

に
よ
る
工
法

　
吉
田
屋
で
は
、昔
な
が
ら
の
撥
ね
木
搾

り
の
槽
が
、そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
に
修
復
し
て
再
び
使

い
始
め
今
で
は
仕
込
ん
だ
醪（
発
酵
し
た

お
酒
の
も
と
）全
て
を
こ
の
撥
ね
木
の
槽

で
搾
って
い
ま
す
。

　
巨
大
な
一
本
の
木（
約
８
メ
ー
ト
ル
）で

あ
る
撥
ね
木
を
使
っ
て
、梃
子
の
原
理
に

よ
っ
て
微
妙
な
圧
力
を
か
け
て
丁
寧
に
搾

り
上
げ
る
の
で
す
が
、ま
ず
酒
袋
に
も
ろ

み
を
つ
め
て
、大
き
な
枠
で
あ
る
槽
の
中
に

敷
き
並
べ
ま
す
。そ
の
上
か
ら
蓋
を
し
て

撥
ね
木
を
使
って
圧
力
を
掛
け
て
搾
り
出

し
ま
す
。

　
こ
の
撥
ね
木
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
も
ろ
み
を
搾
り
だ
し
て
い
く
作

業
に
は
大
き
な
阿
弥
陀
車
を
使
い
ま
す

が
、こ
の
作
業
も
当
然
な
が
ら
手
作
業
。

圧
力
の
か
か
り
具
合
を
じ
っ
く
り
見
な
が

ら
少
し
ず
つ
調
整
し
ま
す
。

　
機
械
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
一
切
使

い
ま
せ
ん
か
ら
、職
人
と
し
て
も
最
も

緊
張
す
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
１
ト
ン
も
の
重
石
を
乗
せ
、じ
っ
く
り
と

搾
り
出
さ
れ
る
原
酒
は
独
特
な
味
わ
い
と

な
って
い
き
ま
す
。

　
吉
田
屋
で
は
昔
か
ら
の
こ
の
撥
ね
木
搾

り
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
方
法
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
日
本
酒
は
、機
械
に
よ

る
搾
り
と
は
違
い
、と
て
も
ま
ろ
や
か
な
、

そ
し
て
ふ
く
よ
か
な
味
わ
い
に
な
り
ま

す
。昔
か
ら
伝
わ
る
伝
統
と
技
術
を
こ
れ

か
ら
も
守
り
続
け
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
に
は
、百
周
年
を
記
念

し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド「
萬
勝
」を
登
録
し
た
当

時
の
ラ
ベ
ル
を
復
刻
し
、地
元
長
崎
の
山

田
錦
を
用
い
た
純
米
吟
醸
酒
を
数
量
限

定
で
造
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、2
0
1
8
年
６
月
に
は「
に
っ
ぽ

ん
の
宝
物
J
A
P
A
N
大
会
」が
東
京
汐

留
で
開
催
さ
れ
、当
蔵
の「
は
ね
ぎ
ち
ゃ
ん

ち
の
手
作
り
甘
酒
」が
新
体
験
部
門
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、８
月
に
は「
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物

世
界
大
会
2
0
1
8 
in 
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
」に
出
場
し
、見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
セ
ン
ト
ー
サ
島
に
あ

る
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ・ラ
サ
セ
ン
ト
ー
サ
　
リ

ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
で
開
催
さ
れ
、シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
ホ
テ
ル
の
シェフ
に
我
々
の
商
品
を
食
材

と
し
て
調
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

１
．オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品：調
理
前
の
商
品
そ

の
も
の
の
評
価

２
．ス
ト
ー
リ
ー
性
：
商
品
を
作
る
に
あ

創業百年、これからの100年

　
大
会
終
了
後
、「
は
ね
ぎ
ち
ゃ
ん
ち
の
手

作
り
甘
酒
」か
ら「
百
年
甘
酒
」と
名
称
を

変
え
順
調
に
売
り
上
げ
も
上
が
って
来
ま

し
た
。

　
昨
年
2
0
2
1
年
夏
に
東
京
農
大
短

期
大
学
部
醸
造
学
科
を
卒
業
後
、茨
城
に

あ
る
来
福
酒
造
で
3
年
間
修
業
を
積
ん

だ
息
子
が
帰
っ
て
来
ま
し
た
。昨
年
の
仕

込
み
で
純
米
吟
醸
酒
を
1
本
自
分
の
酒

を
仕
込
み
そ
れ
が
約
3
ヶ
月
で
完
売
し
ま

し
た
。酒
銘
は「
B
A
N
G
」、今
年
は
さ

ら
に
2
種
類
、純
米
大
吟
醸
と
純
米
酒
を

加
え
、Y
o
u 

T
u
b
e
や
S
N
S
を
活

用
し
た
P
R
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、

消
費
者
と
日
本
酒
の
距
離
を
縮
め
て
い
け

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

　「
伝
統
と
は
革
新
の
連
続
で
あ
る
」伝

統
を
守
り
た
い
か
ら
こ
そ
常
に
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
、革
新
し
続
け
る
こ

と
で
吉
田
屋
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
1
0
0

年
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寄稿　吉田 嘉明

よし   だ     よし  あき

　長崎県の南島原市で酒造りをしております吉田
嘉明と申します。
　大正6年より続く日本酒蔵元「吉田屋」の長男と
して生まれ、昭和59年東京農業大学卒業後に入
社。平成18年より酒蔵四代目（吉田家十二代目）と
して日々酒造りに挑んで参りました。

合資会社 吉田屋

代表社員　吉田 嘉明

て   

こさ
か
ぶ
く
ろ

お
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し あ    

み   
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ぐ
る
ま

ば
ん
し
ょ
う
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長崎だより 長崎だより

Profile

大正６年造り酒屋創業当時は創業者千代吉ときく夫妻の名前から酒の銘柄を「千代菊」としていたそうですが、
他に商標登録されていたため後に「萬勝」に変更されました。大正11年１月「萬勝」を商標登録する。

吉
田
屋
の
伝
統
と
歴
史

今
年
、吉
田
屋
は
創
業
1
0
6
年
を

迎
え
ま
し
た

　
吉
田
家
に
は
十
二
代
前
ま
で
の
家
系
図

が
残
って
お
り
ま
す
。先
祖
代
々
の
歴
史
が

刻
ま
れ
た
家
系
図
で
、1
6
8
8
年（
元

禄
元
年
）か
ら
の
記
録
で
す
。

　
本
家
八
代
目（
別
家
三
代
目
）の
吉
田

幸
須
計
の
記
録
に
よ
る
と
、1
8
6
3

年（
文
久
３
年
）に
蝋
絞
り
方
を
始
め
、

1
8
7
4
年（
明
治
７
年
）ま
で
蝋
商
い

方
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
酒
造
り
を

思
い
立
ち
暫
く
酒
造
り
を
続
け
ま
す
が
、

1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）よ
り
煙
草
製

造
を
始
め
、1
9
0
5
年（
明
治
38
年
）煙

草
製
造
が
政
府
の
専
売
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
煙
草
製
造
は
廃
業
。以
降
、有
家
銀

行（
後
の
十
八
銀
行
に
統
合
）の
開
設
な

ど
を
経
て
、九
代
目
吉
田
千
代
吉
が
再
び

1
9
1
7
年（
大
正
６
年
）に
酒
造
業
を

開
始
し
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
今
年
1
0
6

年
と
な
り
ま
す
。

伝
統
技
法「
撥
ね
木
搾
り
」

に
よ
る
工
法

　
吉
田
屋
で
は
、昔
な
が
ら
の
撥
ね
木
搾

り
の
槽
が
、そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
に
修
復
し
て
再
び
使

い
始
め
今
で
は
仕
込
ん
だ
醪（
発
酵
し
た

お
酒
の
も
と
）全
て
を
こ
の
撥
ね
木
の
槽

で
搾
って
い
ま
す
。

　
巨
大
な
一
本
の
木（
約
８
メ
ー
ト
ル
）で

あ
る
撥
ね
木
を
使
っ
て
、梃
子
の
原
理
に

よ
っ
て
微
妙
な
圧
力
を
か
け
て
丁
寧
に
搾

り
上
げ
る
の
で
す
が
、ま
ず
酒
袋
に
も
ろ

み
を
つ
め
て
、大
き
な
枠
で
あ
る
槽
の
中
に

敷
き
並
べ
ま
す
。そ
の
上
か
ら
蓋
を
し
て

撥
ね
木
を
使
って
圧
力
を
掛
け
て
搾
り
出

し
ま
す
。

　
こ
の
撥
ね
木
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
も
ろ
み
を
搾
り
だ
し
て
い
く
作

業
に
は
大
き
な
阿
弥
陀
車
を
使
い
ま
す

が
、こ
の
作
業
も
当
然
な
が
ら
手
作
業
。

圧
力
の
か
か
り
具
合
を
じ
っ
く
り
見
な
が

ら
少
し
ず
つ
調
整
し
ま
す
。

　
機
械
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
一
切
使

い
ま
せ
ん
か
ら
、職
人
と
し
て
も
最
も

緊
張
す
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
１
ト
ン
も
の
重
石
を
乗
せ
、じ
っ
く
り
と

搾
り
出
さ
れ
る
原
酒
は
独
特
な
味
わ
い
と

な
って
い
き
ま
す
。

　
吉
田
屋
で
は
昔
か
ら
の
こ
の
撥
ね
木
搾

り
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
方
法
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
日
本
酒
は
、機
械
に
よ

る
搾
り
と
は
違
い
、と
て
も
ま
ろ
や
か
な
、

そ
し
て
ふ
く
よ
か
な
味
わ
い
に
な
り
ま

す
。昔
か
ら
伝
わ
る
伝
統
と
技
術
を
こ
れ

か
ら
も
守
り
続
け
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
に
は
、百
周
年
を
記
念

し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド「
萬
勝
」を
登
録
し
た
当

時
の
ラ
ベ
ル
を
復
刻
し
、地
元
長
崎
の
山

田
錦
を
用
い
た
純
米
吟
醸
酒
を
数
量
限

定
で
造
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、2
0
1
8
年
６
月
に
は「
に
っ
ぽ

ん
の
宝
物
J
A
P
A
N
大
会
」が
東
京
汐

留
で
開
催
さ
れ
、当
蔵
の「
は
ね
ぎ
ち
ゃ
ん

ち
の
手
作
り
甘
酒
」が
新
体
験
部
門
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、８
月
に
は「
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物

世
界
大
会
2
0
1
8 

in 

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
」に
出
場
し
、見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
セ
ン
ト
ー
サ
島
に
あ

る
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ・ラ
サ
セ
ン
ト
ー
サ
　
リ

ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
で
開
催
さ
れ
、シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
ホ
テ
ル
の
シェフ
に
我
々
の
商
品
を
食
材

と
し
て
調
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

１
．オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品：調
理
前
の
商
品
そ

の
も
の
の
評
価

２
．ス
ト
ー
リ
ー
性
：
商
品
を
作
る
に
あ

創業百年、これからの100年

　
大
会
終
了
後
、「
は
ね
ぎ
ち
ゃ
ん
ち
の
手

作
り
甘
酒
」か
ら「
百
年
甘
酒
」と
名
称
を

変
え
順
調
に
売
り
上
げ
も
上
が
って
来
ま

し
た
。

　
昨
年
2
0
2
1
年
夏
に
東
京
農
大
短

期
大
学
部
醸
造
学
科
を
卒
業
後
、茨
城
に

あ
る
来
福
酒
造
で
3
年
間
修
業
を
積
ん

だ
息
子
が
帰
っ
て
来
ま
し
た
。昨
年
の
仕

込
み
で
純
米
吟
醸
酒
を
1
本
自
分
の
酒

を
仕
込
み
そ
れ
が
約
3
ヶ
月
で
完
売
し
ま

し
た
。酒
銘
は「
B
A
N
G
」、今
年
は
さ

ら
に
2
種
類
、純
米
大
吟
醸
と
純
米
酒
を

加
え
、Y
o
u 

T
u
b
e
や
S
N
S
を
活

用
し
た
P
R
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、

消
費
者
と
日
本
酒
の
距
離
を
縮
め
て
い
け

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

　「
伝
統
と
は
革
新
の
連
続
で
あ
る
」伝

統
を
守
り
た
い
か
ら
こ
そ
常
に
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
、革
新
し
続
け
る
こ

と
で
吉
田
屋
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
1
0
0

年
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寄稿　吉田 嘉明

よし   だ     よし  あき

　長崎県の南島原市で酒造りをしております吉田
嘉明と申します。
　大正6年より続く日本酒蔵元「吉田屋」の長男と
して生まれ、昭和59年東京農業大学卒業後に入
社。平成18年より酒蔵四代目（吉田家十二代目）と
して日々酒造りに挑んで参りました。

合資会社 吉田屋

代表社員　吉田 嘉明

て   

こさ
か
ぶ
く
ろ

お
も 

し あ    

み   

だ 

ぐ
る
ま

ば
ん
し
ょ
う

は             

ぎ    

し
ぼ

ふ
ね

も
ろ
み

こ
う   

す    

け

ろ
う

ち   

よ   

き
ち



長崎だより長崎だより

撥ね木をコントロールするのも手作業。ロープ一本で阿弥陀車を動かします写真提供：にっぽんの宝物事務局

この大きな木が撥ね木と呼ばれます

写真提供：にっぽんの宝物事務局 焼ホタテ　甘酒とハーブのジュレとともに

た
って
の
き
っ
か
け
や「
想
い
」「
こ
だ
わ
り
」

３
．人（
プ
レ
ゼ
ン
含
む
）：そ
の
人
を
応
援

し
た
い
か
、フ
ァ
ン
に
な
る
か

４
．コ
ラ
ボ
料
理
・
味
：オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
素
材
を
生
か
し
、革
新
的
で
美
味

し
い
コ
ラ
ボ
料
理
に
な
っ
た
か

５
．コ
ラ
ボ
料
理
・
見
た
目
：コ
ラ
ボ
料
理

の
見
た
目
の
美
し
さ

の
５
項
目
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、「
伝
統
と
は
革
新
の
連

続
で
あ
る
」を
テ
ー
マ
に
百
余
年
に
渡
る

酒
造
り
の
伝
統
と
甘
酒
を
作
る
に
至
っ
た

経
緯
や
想
い
、そ
し
て
今
後
に
つ
い
て
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。シ
ェ
フ
が

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
料
理
は「
焼
ホ
タ
テ

甘
酒
と
ハ
ー
ブ
の
ジ
ュ
レ
と
と
も
に
」で
、

シ
ェ
フ
曰
く「
大
地
の
恵
み
の
お
米
を

使
っ
た
甘
酒
に
海
の
物
を
合
わ
せ
た
料

理
を
考
え
た
」そ
う
で
、こ
の
甘
酒
を

使
っ
た
ソ
ー
ス
が
甘
酒
の
甘
味
を
残
し

つ
つ
、焼
ホ
タ
テ
や
野
菜
の
う
ま
み
を
引

き
立
た
せ
る
ソ
ー
ス
に
仕
上
が
っ
て
い

て
、審
査
委
員
か
ら
も「
良
い
形
で
進
化

し
て
い
て
、全
く
新
し
い
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ス

が
生
ま
れ
た
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、「
は
ね
ぎ
ち
ゃ
ん
ち
の
手

作
り
甘
酒
」か
ら「
百
年
甘
酒
」と
名
称
を

変
え
順
調
に
売
り
上
げ
も
上
が
って
来
ま

し
た
。

　
昨
年
2
0
2
1
年
夏
に
東
京
農
大
短

期
大
学
部
醸
造
学
科
を
卒
業
後
、茨
城
に

あ
る
来
福
酒
造
で
3
年
間
修
業
を
積
ん

だ
息
子
が
帰
っ
て
来
ま
し
た
。昨
年
の
仕

込
み
で
純
米
吟
醸
酒
を
1
本
自
分
の
酒

を
仕
込
み
そ
れ
が
約
3
ヶ
月
で
完
売
し
ま

し
た
。酒
銘
は「
B
A
N
G
」、今
年
は
さ

ら
に
2
種
類
、純
米
大
吟
醸
と
純
米
酒
を

加
え
、Y
o
u 

T
u
b
e
や
S
N
S
を
活

用
し
た
P
R
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、

消
費
者
と
日
本
酒
の
距
離
を
縮
め
て
い
け

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

　「
伝
統
と
は
革
新
の
連
続
で
あ
る
」伝

統
を
守
り
た
い
か
ら
こ
そ
常
に
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
、革
新
し
続
け
る
こ

と
で
吉
田
屋
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
1
0
0

年
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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長崎だより長崎だより

撥ね木をコントロールするのも手作業。ロープ一本で阿弥陀車を動かします写真提供：にっぽんの宝物事務局

この大きな木が撥ね木と呼ばれます

写真提供：にっぽんの宝物事務局 焼ホタテ　甘酒とハーブのジュレとともに

た
って
の
き
っ
か
け
や「
想
い
」「
こ
だ
わ
り
」

３
．人（
プ
レ
ゼ
ン
含
む
）：そ
の
人
を
応
援

し
た
い
か
、フ
ァ
ン
に
な
る
か

４
．コ
ラ
ボ
料
理
・
味
：オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
素
材
を
生
か
し
、革
新
的
で
美
味

し
い
コ
ラ
ボ
料
理
に
な
っ
た
か

５
．コ
ラ
ボ
料
理
・
見
た
目
：コ
ラ
ボ
料
理

の
見
た
目
の
美
し
さ

の
５
項
目
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
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で
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統
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革
新
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連
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百
余
年
に
渡
る

酒
造
り
の
伝
統
と
甘
酒
を
作
る
に
至
っ
た

経
緯
や
想
い
、そ
し
て
今
後
に
つ
い
て
話
を
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せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。シ
ェ
フ
が

作
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て
く
だ
さ
っ
た
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理
は「
焼
ホ
タ
テ

甘
酒
と
ハ
ー
ブ
の
ジ
ュ
レ
と
と
も
に
」で
、
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ェ
フ
曰
く「
大
地
の
恵
み
の
お
米
を

使
っ
た
甘
酒
に
海
の
物
を
合
わ
せ
た
料

理
を
考
え
た
」そ
う
で
、こ
の
甘
酒
を

使
っ
た
ソ
ー
ス
が
甘
酒
の
甘
味
を
残
し

つ
つ
、焼
ホ
タ
テ
や
野
菜
の
う
ま
み
を
引

き
立
た
せ
る
ソ
ー
ス
に
仕
上
が
っ
て
い

て
、審
査
委
員
か
ら
も「
良
い
形
で
進
化

し
て
い
て
、全
く
新
し
い
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ス

が
生
ま
れ
た
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、「
は
ね
ぎ
ち
ゃ
ん
ち
の
手

作
り
甘
酒
」か
ら「
百
年
甘
酒
」と
名
称
を

変
え
順
調
に
売
り
上
げ
も
上
が
って
来
ま

し
た
。

　
昨
年
2
0
2
1
年
夏
に
東
京
農
大
短

期
大
学
部
醸
造
学
科
を
卒
業
後
、茨
城
に

あ
る
来
福
酒
造
で
3
年
間
修
業
を
積
ん

だ
息
子
が
帰
っ
て
来
ま
し
た
。昨
年
の
仕

込
み
で
純
米
吟
醸
酒
を
1
本
自
分
の
酒

を
仕
込
み
そ
れ
が
約
3
ヶ
月
で
完
売
し
ま

し
た
。酒
銘
は「
B
A
N
G
」、今
年
は
さ

ら
に
2
種
類
、純
米
大
吟
醸
と
純
米
酒
を

加
え
、Y
o
u 

T
u
b
e
や
S
N
S
を
活

用
し
た
P
R
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、

消
費
者
と
日
本
酒
の
距
離
を
縮
め
て
い
け

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

　「
伝
統
と
は
革
新
の
連
続
で
あ
る
」伝

統
を
守
り
た
い
か
ら
こ
そ
常
に
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
、革
新
し
続
け
る
こ

と
で
吉
田
屋
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
1
0
0

年
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Top Interview

十八親和
アートギャラリー

鑑賞無料開館時間：10：00～16：00（入館は15：30まで）
休 館 日：日・月・祝日、年末年始（12/31～1/3）
　　　　　　※土曜日が祝日の場合は開館
長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル１F

西肥バス島瀬町バス停から徒歩3分
ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分

TEL0956-23-4856

▲柿右衛門倣製錦葡萄栗鼠文花瓶　仏国・シャンティイ窯
　H23×φ12 　口径φ5.7　高台φ8ｃｍ

　当
館
の
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、そ
の
多

く
が
肥
前
の
も
の
で
す
。染
付
を
中
心
と
し
た

大
皿
、花
瓶
、壺
、細
工
物
な
ど
を
陶
磁
器
展
示

室
2
で
公
開
し
て
い
ま
す
。2
0
2
2
年
度

は
、こ
の
展
示
室
に
あ
る
作
品
の
一
部
を
展
示

替
え
し
、こ
れ
ま
で
展
示
す
る
機
会
の
な
か
っ

た
作
品
を「
肥
前
の
名
工
展
」、「
茶
陶
展
」と

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　開
催
中
の「
縁
起
も
の
と
現
代
の
陶
工
展
」

に
て
展
示
し
て
い
る〈

柿
右
衛
門
倣
製
錦
葡
萄

栗
鼠
文
花
瓶
〉は
、仏
国・シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
窯
の

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ぽ
っ
て
り
と
丸
み
を

帯
び
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
器
形
全
体
に
余
白
を

残
し
な
が
ら
葡
萄
の
実
や
蔓
を
配
し
、中
央
の

左
下
に
黄
色
で
長
い
尾
を
垂
れ
下
げ
た
リ
ス

を
描
い
て
い
ま
す
。

　葡
萄
栗
鼠
文
様
は
中
国
に
伝
わ
る
吉
祥

文
様
が
由
来
と
さ
れ
、陶
磁
器
の
ほ
か
に
も

絵
画
、彫
刻
、工
芸
な
ど
に
多
く
の
作
例
が

あ
り
ま
す
。た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
る
ブ
ド

ウ
に
一
度
に
複
数
匹
の
子
を
産
む
リ
ス
は
子

孫
繁
栄
を
、ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
無
病
息
災
、魔
除
、

商
売
繫
盛
、子
孫
繁
栄
な
ど
、古
来
よ
り
様
々

な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　本
展
で
は
ほ
か
に
、〈

色
鍋
島
染
付
青
磁
宝

尽
文
大
皿
〉（
鍋
島
藩
窯
）、〈

柿
右
衛
門
倣
製
鳳

凰
草
花
文
波
淵
小
判
型
皿
〉（
英
国
・
チ
ェ
ル

シ
ー
窯
）、〈

柘
榴
文
額
皿
〉（
十
二
代
今
泉
今
右

衛
門
）な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　異
な
る
国
と
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
品
々
が
、

新
春
の
ひ
と
時
を
彩
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

（
十
八
親
和
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学
芸
員
　藤
松 

綾
子
） 

学芸員

便り

当館で所蔵する作品を紹介します

Juhachi
Shinwa
Art Gallery

十八
  親和

●シャンティイ窯
　コンデ公ルイ＝アンリ・ド・ブルボン（1692年～1740年）が18世紀前半に開窯し、柿右衛
　門様式の写しを作ったことで知られる。

　

特別企画展第4弾「郷土画家～畑農照雄の油彩画」・
「縁起ものと現代の陶工展」
会期：2022年12月9日（金）～2023年1月17日（火）

十八親和アートギャラリー開館10周年記念




